
フィリピン行き渡航者調査(1901～39年)

外務省外交史料館文書 「海外渡航者名簿」より

1.調 査の目的

従来の 日本人移民史研究は、当該移住地における移民の生活、個人の成功談 ・苦労談を

中心 とす る伝記的要素の強 い歴史が中心であった。 また、 日本史のなかの突出 した一部の

ように、日本あるいは日本人が中心であって、日本人移民を受 け入れた側の視点はほとん

ど存在 しなかった。その従来の 口本人移民中心の歴史であっても、包括的に日本人移民の

全体像、とく.に日本出国前の情況 について分析 したものはあま りなかった。本調査 の目的

は、外務省外交史料館に残る海外渡航者名簿をデータ処理することによって、フィリピン

行き渡航者の渡航前、渡航時の客観的な 「全体像」の一端を描きだそ うとするものであ

る。

これ らの海外渡航者名簿は、明治27年(1894年)4月12日 公布の勅令第42号

「移民保護規則」にともなう 「移民保護規則施行細則」(外 務省令第6号 、明治27年4

月18日)第7条 に基づいて、移民取扱会社(1》 が翌月5日 までに主たる営業所 を置 く地

方の長官(知 乳 東京府は警視総監)に 届け出を義務づ けられたものである。その記載内

容は、 「旅券番号、旅券下付ノ年月日、姓名、族籍及職業、本籍及寄留地、年齢、渡航ノ

目的、移住地、渡航ノ年月日、契約期限」であった ω 。 この 「移民保 護規則 」お よび

「移民保護規則施行細則」は、明治29年(1896年)6月1日 施行 の 「移民保護法」

および 「移民保護法施行細則」 にとってかわ られ 、渡航者名簿 の記載内容 は、 「旅券番

号、渡航許可 ノ官庁及年月日、氏名、族籍及職業、年齢、渡航 ノ目的、渡航地、渡航 ノ年

月日、契約期限、渡航者総数」に変更された(3)。 しか し、これ らの渡航者名簿は必ず し

もすべて提出されたわけではな く(少 な くとも外交史料館 にすべて現存 しているわけでは

なく)、 記載内容も統一性、厳密 さを欠いているため、データ処理にあたって数々の問題

が生じた。ここでは、まずデータ処理一般での問題点を書き出し、個々については各項 目

毎に指摘する。これらの種々の問題点があるにもかかわ らず、これ らの渡航者名簿のデー

タ分析が重要であることに変わ りはない。なお、使用 した渡航者名簿はつぎのとお りであ

る。

・外交史料館文書3門8類2項38号 「移民取扱人ヲ経由セル海外渡航者名簿」(明 治

36年 ～大IE15年)
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・同3門8類2項90号 「移民取扱人二依 ラザル移民二対 シ渡航許可 ヲ与ヘタル者 ノ姓

名月表警視庁府県 ヨリ報告一件」(明 治34～44年)

・同J門1類2項0目J3-1-1「 本邦移民取扱人関係雑件 海外興業株式会社 海

外渡航者名簿 第1巻 比島行」(大 正15/昭 和元～14年)

データ処理にあたって、鹿児島大学理学部石田尚治教授、同情報処理セ ンター川端訓子

技官、同院生杉村伸一君、末廣祐治君、内田孝弘君などのお世話になった。記 して感謝の

意を表 したい。

なお、本調査の初出一覧は以下のとお りである。

・ 「フィリピン行き渡航者調査1(明 治36～38年)一 外務省外交史料館文書 「移

民取扱人 ヲ経由セル海外渡航者名簿」よ り一 」池端雪浦 ・寺見元恵 ・早瀬晋三 『世

紀転換期における 日本 ・フィリピン関係 』(東 京外国語大学アジア ・アフリカ言語文

化研究所、1989年)99～143頁 。

・ 「フィ リピン行き渡航者調査H(明 治40～45/大 正元年)一 外務省外交史料館

文書 「移民取扱人ヲ経 由セル海外渡航者名簿」よ り一 」同上、144～70頁 。

・ 「フィリピン行き渡航者調査m(自 由渡航者、明治34～44年)一 外務省外交史

料館文書 「移民取扱人二依 ラザル移民二対 シ渡航許可ヲ与ヘタル者 ノ姓名月表警視庁

府県 ヨリ報告一件」よ り一 」 『鹿児島大学教養部史学科報告』第36号(1989

年7月)91～102頁 。

・ 「フィリピン行き渡航者調査IV(大 正期)一 外務省外交史料館文書 「移民取扱人ヲ

経 由セル海外渡航者名簿」 よ り一 」 『人文研究』(大 阪市立大学文学部紀要)第

45巻 第10分 冊(1993年12月)15～38頁 。

・ 「フィ リピン行き渡航者調査V(昭 和期)一 外務省外交史料館文書 「本邦移民取扱

人関係雑件 海外興業株式会社 海外渡航者名簿 比島行」よ り一 」 『人文研究」

(大阪市立大学文学部紀要)第46巻 第11分 冊(1994年12月)83～108

頁。
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皿.デ ータ処理に関す る全体的な問題点

1.移 民取扱会社経由の時代区分を1(明 治36～38年)、H(明 治40～45/大 正

元年)、IV(大 正2～10年)、V(大 正15/昭 和元～14年)と した。 この区別 は

必ず しも実質的なものではない。 とくに、明治40年 代か ら大正にかけて連続性が あ

る。また、移民取扱会社を経ずに渡航 した者(自 由渡航者)の 名簿は、明治45年 以降

のものが見あた らなかった。以下、明治期1、 明治期H、 明治期 自由渡航者、大正期、

昭和期 と略述する。

2.こ れ らの海外渡航者名簿のうち、移民取扱会社経由のものは、大正9年12月 以降 日

本で唯一の行政庁許可を受けた移民取扱会社(商 事会社)と なった海外興 業株式会社の

取 り扱いのもの しか存在 しないはずである。 しか し、表6「 海外興業株式会社取 り扱い

フィ リピン行き渡航者数(大 正6～ 昭和15年)」 のとお り、昭和4年 において 「移民

取扱人ニヨルモノ」3049人 は、海外興業株式会社調べの1778人 と大きく異な

り、海外興業株式会社経由以外の渡航者が いた ことをうかがわせる。大正4年 以後、各

県単位で設立された海外協会などの移植民団体が取 り扱った移民があ り、これ らの団体

を経てフィリピンに渡航 した者がいた ことを想像させる ω 。

3.こ れ らの海外渡航者名簿のうち、明治期1の ものは、移民取扱会社が提出したものと

各県が提出 したものの2種 類がある。 したがって、両方に名をつ らねているものが存在

する。一般に、各県が提 出したものは、 「旅券下付名簿」のなかにある。

4.こ れ らの海外渡航者名簿は、必ずしも渡航後記載されたわけではな く、渡航許可後、

渡航前に記載され、渡航後修正が行なわれていないものが存在すると思われる。渡航者

名簿ではな く、渡航予定者名簿であり、予定を変更 して実際には渡航 しなかった者が含

まれていると考 えられる。また、延期 した者のなかには、複数の名簿に登場する者が存

在する。

5.3、4に おいて重複して記載 された者をみると、明らかに同一人物であるにもかかわ

らず、記載内容が異なる場合がある。予定変更後に、渡航者が渡航条件を変えたか、あ

るいは、記載内容が必ず しも正確でなかったかである。

6.こ れ らの海外渡航者名簿に記載された内容は統一されたものではなく、各移民取扱会

社、各記載者により、記載項 目が違い、記載内容の基準も違 う。

7.女 性のデータが少な く、また独 自の目的で渡航 した者が非常に少なかったため、性別

の分類は省略した。
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8.海 外渡航者名簿のデータ処理以外で参考 とした統計資料には、少数のグアム行き渡航

者が含まれている場合がある。

9.本 調査でデータ処理の対象 とした渡航者は、 「移民取扱人ニヨルモノ(移 民取扱会社

経由)」 にしろ 「移民取扱人ニヨラザルモ ノ(自 由渡航者)」 に しろ、各種統計資料で

は、 「移民」または 「移住者」として分類されたものである。当時、 「移民」というこ

とばは、今日意味す る永住 または半永住 を目的 とした海外渡航者 とは違い、海外出稼ぎ

労働者 または労働移民を意味 した。 「移民保護法」第1条 では、 「本法二於テ移民 ト称

スルハ労働二従事スルノ目的 ヲ以テ外国二渡航 スル者及其ノ家族ニ シテ之 ト同行シ又ハ

其 ノ所在地二渡航スル者 ヲ謂フ」と定義 され、さらに具体的 に 「耕作、栽培、牧畜、漁

業、鉱業、製造、土木、運搬、建築等二従事 シ労力ヲ供スル者」および 「炊事、洗濯、

裁縫、給仕、看病等 ノ為メ家事二使役セ ラル 、者」 とされた。その後、明治35年 の改

正で清韓両国への渡航者は対象の除外となった ㈲ 。

これ らの 「移民」以外の渡航者 については、表3「 移民 ・非移民別フィリピン行き渡

航者数(明 治24～ 昭和12年)」 および表4「 目的別 フィリピン行き外国旅券下付人

員(明 治24～ 昭和12年)」 としてまとめた。 しか し、 「移民」 「非移民」の区別は

事実上困難なため、 これ らの統計資料の 「非移民」のなかには、 「移民」を目的 とした

者も含まれて いると考え られる。とくに、明治期の 「出稼」や大正13～15年 の 「再

渡航者及同伴又ハ呼寄家族」 に分類された者は、 「移民」に分類 したほうが適切である

と考え られる。 「非移民」は明治24年 の統 計から存在 し、 「移民」は明治32年 か ら

登場す る。明治24～ 昭和12年(昭 和10年 を除 く)の 「移民」の合計4万7529

人に対 し、 「非移民」は1万3092人 、21.6%を 占める。 「移民」が景気に反応

してブームをつくり、増減が激 しいのに対 して、 「非移民」の増減の幅は小さく、 「商

用」 「商業」 目的を中心 に渡航 している。また、f非 移民」では 「農業」 「漁業」 を目

的とす る者 は少ないが、大正13年 以降 「農業」を目的 とする者が急速に増加する。ダ

、パオの農業会社な どの会社員 ・従業員の渡航が、 「非移民」に分類されるようになった

ためかもしれない。
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IH.デ ータ処理項 目

a.氏 名

b.性 別:男 女

c.年 齢:○ ○年○○月○○ 日(「 渡航許可年月日」 または 「渡航年月日」マイナス 「生

年月日」)

d.族 籍(族 称):平 民 士族

e.身 分:戸 主 非戸主 妻 内縁の妻 擁帯児 長男 二男 三男 四男 五男 六男

七男 長男嗣子 二男嗣子 三男嗣子 養嗣子 婿養子 養子 庶子 私生児 長

女 二女 三女 四女 五女 養女 庶子女 夫 兄 養兄 弟 妹 従弟 甥

父 母 叔父 伯母 孫

f.職 業=工 夫 土木(土 木事業、土木工事)建 築 大工 建具職 石工 石工手伝職

左官 煉瓦職 泥工:職 職工 鍛冶屋 機械工 鉄工職 電鍍金職工 指物職 紺

屋職 仕立物商 裁縫 菓子商 麺包製造 料理人 料理業 商業 商業手伝

(西洋)洗濯 理髪業 農業 園丁 煙草(莫)刻 木挽 杣職 漁業 造船業 船修

繕業 無職

g.契 約年月日

h.渡 航許可年月日(旅 券下付年月日)

i.旅 券.下付年月日

j.渡 航年月日(本 邦出発ノ年月日)

k.出 帆港:横 浜 神戸 長崎

1。 旅券番号

m.渡 航許可官庁(道 府県)

n.移 民取扱会社(保 証人又は移民取扱人氏名若会社、保証人又ハ移民取扱人ノ氏名若ク

ハ社名):海 外興業株式会社 海外渡航株式会社 関西移民合名会社 皇国殖民株式

会社 厚生移民株式会社 神戸渡航合資会社 小見正孝(合 資会社)三丸商会 山

陽移民株式会社 大陸殖民(合資)会社 田中兼松 田中菊松 中国移民合資会社

帝国殖民合資会社 東京移民合資会社 東洋移民合資会社 南米植民株式会社 日

本殖民株式会社 広島移民合名会社 防長移民合資会社 光永久太 森岡商会(森

岡真、森岡移民株式合資会社)森 島寿雄(森島移民商会)

o.渡 航目的(渡 航ノ目的、労働ノ種類):移 民 出稼 労働 道路工夫 道路工事 工
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夫 土木(土 木事業、土木工事)土 工 建築 建築出稼 大工 大工出稼 大工

再渡航 木型職 石工 石工手伝職 石工出稼 左官 左官出稼 左官及プリッキ

職 瓦職 煉瓦職 桶屋(桶 業)鉱 業 炭磯工夫 荷役人夫 鉄道工夫 職工 工

業 鍛冶屋 機関職工 機械職 電鍍金職工 旋盤職工 印刷職 ブ リツキ索麺製

造 素麺製造 素麺製造手伝 硝 子職工 指物職 紺屋職 洗濯(西 洋)洗 濯 理

髪業 菓子製造 菓子商 仕立職 裁縫 コック(料 理人)料 理業 賄長 給仕

店員 被雇人 ボーイ被雇 外国人小使 保母 下女 農業 農業出稼 煙草(萸)

刻 耕作 開墾 小作移民 木挽 樵夫 柚職 漁業 漁業出稼 漁業再渡航 遠

洋漁業 潜水人夫 潜水業会計 家業手伝(補 助)家 事手伝(補 助)看 病 夫と同

行 炊事洗濯 ・夫 と同行 内縁の夫と同行 夫の呼寄(夫 の許へ)父 の呼寄 父母

と同行 母と同行 子の許へ 再渡航同伴 その他の携帯児 無職 判読不明

p.渡 航地(旅 行地名 、行先地):フ ィリピン 呂宋島 マニラ マニラ市カ ドワラダー

ギプソン会社 マニ ラ市テイ ラー工場 キヤツボメン トザー ミン ドロ ミン ドロ

・マンガリン フィリピン ・ミン ドロ島マ ンガ リン ミン ドロ島サ ンボセ バギヲ

タル ラック ・パ ンパ ンガ 呂宋島カランバ セブ パナイ[ミ ンダナオ島】バガー

ン ミンダナオ島 リマオン ミンダナオ島ルマラオ サ ンボアンガ ダバオ ダバ

オ赤嶺 太田興業 日比インダス トリアル ライ ジングサン チエプランテー ショ

ン 望月林業地 ギアンガ会社 南比プランテー ション(南比拓殖)松 岡興業 比

律賓拓殖 南部林業地(南 部耕地)バ シラン興業 ラミタン興業(バ シラン島)ポ

リーヨ木材会社 南洋開拓(南 洋拓殖)オ リエンタルプランテー ション サンボア

ンガ殖産 ビアオ 古川拓殖 コランプガン(ミ ンダナオ島)木 原木材 パ ラワ

ン ピソ農牧会社 バヤバス シブヤン シプヤン島グローブ製材会社 アボルラ

ン(パ ラワン島)パ ラワン島バ ンカラン ボ リナオ タヤバス 日比会社 アグリ

カルチュアル

q.契 約期限(就 業期限、在留期限):1年 間1.5年 間2年 間3年 間5年 間

不定 なし

r.帰 国年

s.死 亡年

t.呼 寄 ・再渡航

u.換 算
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IV.デ ータ処理結果分析

表1「 フィリピン行き日本人移住者数(明 治32～ 昭和16年)」 か ら、明治42～ 大

正8年 の移住者総数のうち各年70%以 上がデータ処理されていることがわかる。この期

間において、移民取扱会社 を経 由しなかったもの(自 由渡航者)の データが ほとんどない

ことか ら、移民取扱会社経 由の渡航者の大半がデータ処理できたものと考えられる。ま

た、表6「 海外興業株式会社取 り扱いフィリピン行き渡航者数(大 正6～ 昭和15年)」

か ら、大正9年12月 以降唯一の移民取扱会社となった海外興業株式会社の資料 と、 この

渡航者名簿のデータ数がほぼ一致 し、さ らに 「移民取扱人ニヨルモノ」の合計と昭和4～

5年 を除いてほぼ一致することから、昭和2年 以降の移民取扱会社経由のデータがほぼ完

全に処理できたものと思われる。昭和2～12年 の11年 間に限ると、移民取扱会社経由

の渡航者の合計1万1543人 のうち1万123人 、87.7%を 処理 した ことになる。

移民取扱会社経由の渡航者のデータ処理が不充分なのは、渡航者名簿のデータのまったく

ない大正11～14年 、昭和15年 とデータの少ないその前後と明治36～41年 、昭和

4年 であ り、それ以外の年のものは大半がデータ処理できた と考えられる。全体 として、

移住者総数5万3115人 の うち2万5966人(う ち移民取扱会社経由2万5389

人、97。8%)、48。9%の データを処理 したが、移民取扱会社経由の渡航者だ けで

は7割 以上のデータを処理したことになると推測できる。 自由渡航者は昭和6～12年 に

移住者全体の6～8割 強を占めたが、明治期、大正期 にお いては、 「女性」比率の低 さか

らも少数であったと推測される。

時期別では、明治36～38年 のいわゆる 「ベ ンゲ ット移民」期(6}、 大正6ん7年 の

第一次世界大戦の影響 を受けた 「ダバオのアバカ(マ ニラ麻)ブ ーム」期の渡航の実態が

かな り正確にっかめる。また、昭和期 にっいては、ほぼ完全に移民取扱会社経由の渡航の

実態がっかめる。 したがって、明確な時期区分はないにもかかわ らず、明治期は 「ベンゲ

ッ ト移民」に代表される渡航者、大正期は第一次世界大戦中の 「ダバオのアバカ ・ブー

ム」下の渡航者、昭和期は家族同伴の自由渡航者の増加するなかでの、単身男子の移 民取

扱会社経由の渡航者の実態が把握できたことになる。

◆a.氏 名

ふ りがなをふったものがほとんどないため、読みが必ず しも正確ではない。同じ漢字の

ものは、読みを統一す るよう心がけた。
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◎1(移 民取扱会社経由、明治36～38年)

2度 の 「重複記載者 」166組 、3度 の 「重複記載者」3組 で、全体の5.3%と 少な

くないが、これらの 「重複記載者」のデータの比較か らわかることもある。 この時期 に1

年間に何度も渡航 したとは考えにくく、また、そ ういう 「再渡航者」がいた としても、自

由渡航者 あるいは 「非移民」であった と考 えられる。 したがって、 これ らの 「重複記載

者」は、渡航を延期 したために、再度渡航者名簿に記載された者 と思われる。この時期の

渡航者名簿は、あ くまで も渡航予定者名簿であったと考え られる。この推測が正 しいな

ら、 これ らの渡航者名簿に記載 された者のなかには、渡航を取 り止めた者も含まれている

ことになる。

◎II(移 民取扱会社経 由、明治40～45/大 正元年)

「重複記載者」 はわずか6組 、全体の0.4%に すぎない。フィリピン行 きの渡航がよ

り慎重 になったことと、移民取扱会社の記載がよ り正確になった ことが推測 される。

◎皿(自 由渡航者、明治34～44年)

「重複記載者」はわずか8組 、全体 の1 .4%に すぎない。 「再渡航」と思われる例は

20、 そのうち3例 は2度 の 「再渡航」の可能性がある。移民取扱会社経由の渡航者より

自由渡航者のほうが、頻繁に往き来 していた可能性が高い。

◎IV(移 民取扱会社経 由、大正2～10年)

同…・人名、住所、生年月日か ら、明らかに同一一・人物と思われる例は13組 、うち2組 は

「重複記載者」と考えられる。 「重複記載者」 と思われる1例 、上野山宇吉は 「渡航許可

年月 日」 「渡航年月 口」が約3ヵ 月間ずれ、 「旅券番号」が変わったほかは同じであるこ

とか ら、なんらかの理111で渡航が3ヵ 月間延期になった ものと考え られる。 「重複記載

者」 と思われ るもう1例 、田尾米市は 「渡航許可年月 日」で8日 間 、 「渡航年月日」で

12日 間、 「旅券番号」で3番 しか違わない。 「渡航地」は 「太田興業」か ら 「ダバオ」

に変わっているが、 「ダバオ」の 「太 田興業」で働 くことを目的とした もの と思われる。

「旅券番号」が3番 若 くなっていることから、なんらかの手違いで重複 して記載されたも

のと考え られる。

ほかの同一人物 と思われるll例 は、 「渡航年月日」が1年 間以上離れたもので、渡航

を延期 した者 と 「再渡航」 した者がいると思われる。岡村初太郎は1年 半後の渡航で、

「渡航地」が 「ミンダナオ島 リマオン」か ら 「ダバオ」に変更になっている。佐藤秀三郎

は2年5ヵ 月後の渡航で、 「2年 間」の 「サ ンホセ」で労働契約を終え、 「ダバオ」に
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r再渡航」したもの と思われる。谷川丈作は4年10ヵ 月後の渡航で、最初 「3年 契約」

で 「ダバオ」に行き、 「再渡航」後 は 「移民取扱会社」を変えて、 「太田興業」を 「渡航

地」 としている。坪中順一は6年 後 の渡航 で、 「2年 契約」の 「サ ンホセ」行きの後、

「移民取扱会社」を変え 「ダバオ」に渡航 している。土手雛吉は5年5ヵ 月後の渡航で、

「渡航地」は 「太 田興業」か ら 「マニ ラ」に変わっている。中島重一は2年5ヵ 月後の渡

航で、 「移民取扱会社」を変え、 「ダバオ」から 「フィリピン」に 「渡航地」が変わって

いる。益田松五郎は3年 後の渡航で、 「3年 間」の 「ダバオ」での 「契約」 を全うしたの

であれば、帰国後すぐに 「移民取扱会社」 を変えて 「フィ リピン」 に 「再渡航」 したこと

になる。三宅健夫は1年 後、 「渡航地」を 「呂宋島カラムバ」か ら 「ダバオ」に変えて渡

航 しているが 、 「カラムバ」での 「契約」が 「2年 間」である ことか ら、少な くとも 「契

約期間」 を全 うせずに帰国 した ことがわかる。安田乙五郎はら年1ヵ 月後の渡航で、 「移

民取扱会社」 を変え、 「渡航地」は 「2年 契約」の 「ダバオ」か ら 「古川拓殖」になって

いる。山崎興作は1年8ヵ 月後の渡航で、内容に変化 はない。渡航 を延期 していただけな

のか もしれない。III脇政平は1年8ヵ 月後の渡航で、 「移民取扱会社」を変え、 「渡航

地」 は 「ダバオ」か ら 「太田興業」になっているが、最初の 「契約」が 「3年間」である

ことか ら、 「契約期間」 を全うしていないか、出発を延期 していたものと思われる。 「太

田興業」行きの 「移民取扱会社」は、 「海外興業株式会社」が独占していた ことか ら、

「渡航地」を 「太田興業」 とした者は、必然的に 「海外興業株式会社」の取 り扱いで渡航

している。

11例 すべてが 「再渡航」だと しても、総実人数9347人 のわずか0.1%に す ぎ

ず、マニ ラ領事館 、ダバオ分館 に出願された 「再渡航」申請(η 、たとえば大正9年 のダ

バ オ分館扱いの140件(う ち134件 は本人のみ)に 比べ、非常に少ないことがわか

る。 この ことか らr再 渡航者」のなかには、 「移民取扱会社」を経由せずに渡航 した者が

いた ことが想像される。表4「 目的別フィリピン行き外国旅券下付人員(明 治24～ 昭和

12年)」 の大正13～15年 には 「移民」の欄 とは別に 「再渡航者及同伴又ハ呼寄家

族」の欄があ り、3年 間で合計1077人 が渡航 している。また、大正9～13年 のダバ

オ分館扱いの 「再渡航 ・呼寄」申請には、 「移民」 「非移民」の区別があり、5年 間合計

で 「移民」493人 、 「非移民」167人 、 「空白」1人 で、 「移民」は74.6%を 占

めた。大正期末には、多 くの 「再渡航者」が いた ことがわかる。
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◎V(移 民取扱会社経 由、大正15/昭 和元～14年)

同一人名、住所 、生年月日か ら、明 らかに同一人物 と思われる例は152組 、 うち 「渡

航年月日」が6ヵ 月間未満 しか離れていない者 は、なんらかの理由で渡航を延期 した者と

考え、 「重複記載者」 とした。 この 「重複記載者」4組 のほかに、 「渡航年月日」が1年

間未満 しか離れていないものが3組(9ヵ 月間2組 、10ヵ 月間1組)あ った。 「重複記

載者」4組 のうち、1組 は5ヵ 月間、2組 は3ヵ 月間、1組 は半月間 しか離れていな い。

往来の激 しくなった昭和期で は、たとえ3ヵ 月間しか離れていな くて も、実際に 「再渡

航」 して いた可能性がある。わずか半月間の1組 を除 いて残 り3組 は、 「渡航許可年月

日」 「旅券番号」が違 う。同一人物 と思われ る152組 のうち4組 は3度 名 前がでて く

る。 うち2組 は 「重複記載者」(1組3ヵ 月間、1組 半月間)に 含まれている。

凱 年 昭和元年2年3年4年5年6年7年8年9年10年11年12年13年14年 合計 平均

1国目138323124543544100152組4.0年

2回目Ol38869722152427194152組9 .6年

註:2回 目の昭和3年と4年には重複記績者1を含歌 それぞれ0.5換 算とした,3度 護蘇の者は2回目をi回目にも加算、3回目は2回目に入れた.

漸 同蕎0年1年2年3年4年5年6年7年8年9年10年11年 間 合計 平均

ll2162210187251614illl53組5.6年 周

註:1年 間と2年周には重痩記蔵者1を含淑 それぞれ0.5換 算とした,

上記の表か ら、 「重複記載者」の1回 目の渡航年は昭和2～5年 に集 中し、2回 目は昭

和9～13年 に集中していることがわかる。平均渡航年か ら、5.6年 後に 「再渡航」し

ていた ことがわかるが、渡航間隔か らは7年 後 と3年 後の 「再渡航者」が多 いことがわか

る。 この渡航者名簿 には、 自ら渡航手続 きを行なう自由渡航者や 「非移民」は含 まれてい

ないことか ら、渡航手続 きを 「移民取扱会社」に依頼 した一般の 「移民」のうち、経済的

にゆ とりができた者が、一時帰国 したのではないか と想像 される。 この渡航者名簿か らも

4組 の夫婦 とみられる 「再渡航者」がいる。

◎VI(全 体のまとめ)

「重複記載者」は、明治期1の 渡航者 に目立つが、明治期H以 降急速に減少する。時代

が下 るに したがって、 日本 ・フィ リピン間の往復の頻度が高まった と考え られるため、

「再渡航」の可能性は高 くなる。 これ らの渡航者名簿は、明治40年 以降、実際に渡航 し

た者の名簿の実態に近くなったものと考え られる。

10



◆b.性 別

性別が記載 されてお らず 、名前から判断したため、必ず しも正確ではない。渡航者名簿

のなかには、 「男女」別合計数を明記 しているものがあり、参考にした。

◎1(移 民取扱会社経 由、明治36～38年)

「女性」は全部でわずか31人 、1%に も満たない。31人 のうち30人 は夫婦での渡

航で、残 り1人 は老母である。 「女性」の単独渡航者 は、この渡航者名簿には記載されて

いない。表2「 フィリピン在留日本人人口(明 治22～ 昭和18年)」 の明治37年7月

15日 付在マニラ帝国領事館報告による、474人 の在フィリピン日本人 「女性」の存在

は、この渡航者名簿か らうかがい知 ることができない(8)。

◎H(移 民取扱会社経 由、明治40～45/大 正元年)

「女性」 は 「携帯児」4人 を除いて合計31人 、1.8%に す ぎない。 これ らの 「女

性」はすべて 「妻」で 、 「農業」 を目的にしている。 「女性」の人数の少なさか ら、単身

「男子」の短期的な出稼ぎ型渡航者であったことがわかる。

◎ 皿(自 由渡航者 、明治34～44年)

「女性」は 「携帯児」7人 を除いて合計66人 、11.7%で 、明治期1の1.0%、

明治期r【の1.8%に 比べ、非常 に高い。とくに明治38年 以降高 く、39年 は過半数を

占めた。 自営業者や熟練労働者の 「夫 と同行」 または 「呼寄」での渡航者が多 く、 「女

性」 の単独渡航者は少ない。明治期1、 明治期H、 明治期自由渡航者すべてを合計 して

も、 「携帯児」11人 を除いて128人 、2.4%と 非常に少ない。

◎IV(移 民取扱会社経 由、大正2～10年)

「女性」は 「携帯児」3人 を除いて合計94人 、わずか1.0%に すぎず 、その多 くが

「妻」で 「ダバオ」の 「農業」 を目的 に渡航 している。家族同伴の渡航は少な く、成年

「男子」の単身渡航であったことがわかる。

◎V(移 民取扱会社経 由、大正15/昭 和元～14年)

「女性」は 「携帯児」118人 を除いて合計687人 、6.2%を 占める。大正期の

1.0%に 比べ、かな り増加した ことがわかる。 とくに昭和7～9年 、13～14年 には

1σ%を 超え、昭和7年 には15.5%に のぼっている。 「携帯児」は 「男」107人 、

「女」118人 で、とくに性別で携帯を区別 した様子はうかがえないが、 「男」がやや少

ないのは後継ぎの 「長男」を日本に残 して渡航した可能性がある。 「女性」および 「携帯

児」の数か ら、家族同伴の渡航が増加 したことがわかる。
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「携帯児」 を含めて、表5「 移民取扱会社経由 ・自由渡航者別 フィリピン行き渡航者数

(大正15/昭 和元～12年)」 と比較する と、渡航者数の異なる年の 「女性」比率がか

な り違 う ことがわか る。昭和4年 の 「渡航者名簿」の 「男」1671人 、 「女」106

人 、6.0%に 対 し、表5の 「移 民取扱 人ニ ヨルモ ノ」 の 「男 」2603人 、 「女」

446人 、14。6%、5年 同1377人 、77人 、5.3%に 対 し、1597人 、

177人 、10.0%、7年 同139人 、29人 、17.3%に 対 し、100人 、31

人、23.7%と 、いずれ も 「女性」比率は表5の ほうが大幅に高 くなっている。大正

15/昭 和元～12年 の12年 間全体で も、 「渡航者名簿」の 「男」9713人 、 「女」

678人 、6.5%に 対 し、 「男」1万1863人 、 「女」1171人 、9.0%と 、

「女性」比率が2.5ポ イ ント高くなっている。実際には、この渡航者名簿のデータよ り

多 くの 「女性」が渡航 していた ことがうかがえる。

◎VI(全 体のまとめ)

「女性」は全体で 「携帯児」132人 を除いて909人 、3.5%を 占め る。明治 ・大

正期の移民取扱会社経由の 「女性」は、合計で156人 、全体の1.1%に すぎない。こ

れ らの 「女性」のほ とんどが 「i妻」 と しての渡航で、家族同伴の者 は少な い。大半の者

が、成年 「男子」の単身渡航であった ことがわか る。 「女性」比率が高 くな るのは、昭和

期に入 ってか らで、とくに昭和7年 以降10%を 超えることがある。これらの 「女性」の

多くが、夫婦または家族連れでの渡航で、 「女性」の増加は 「携帯児」の増加をともなっ

ている。 「携帯児」の 「男女」差はほ とんどなく、性別で携帯を区別 した様子はあま りう

かがえない。

自由渡航者で大正期以降のデータはないが、表5の 大正15/昭 和元～12年 の 「移民

取扱人ニヨルモノ」の 「女性」比率9.0%に 対 し、 「移民取扱人ニヨラザルモノ(自 由

渡航者)」 の 「男」8656人 、 「女」5291人 、37.9%で 、 「女性」の割 りあい

がかな り高いことを示 して いる。表2か ら 「女性」比率は、 「からゆきさん」を中心 とし

た明治30年 代なかばの30～40%台 か ら徐々に減少し、フィ リピンで廃娼が行なわれ

た大正7年10月 の翌年に912人 、9.5%と 最低を記録した。その後、徐々に増加 し

て昭和3年 には2000人 、20%を 超え、10年 には30%を 超えた。 「か らゆきさ

ん」は 「密航」、また は、ほかの外国か ら渡航してきたため、 これ らの渡航者名簿には現

われな い。のちの 「女性」 人口の増加は、もっぱら自山渡航者、 「非移民」によって担わ

れていたものと考えられる。
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表3「 移民 ・非移民別フィリピン行き渡航者数(明 治24～ 昭和12年)」 および表4

「目的別フィリピン行 き外国旅券下付人員(明 治24～ 昭和12年)」 から、明治43～

大正11年 の 「移民」 「非移民」の 「女性」比率 を比較すると、 「移民」8.5%に 対 し

「非移民」27.1%と な り、 「非移民」のほうがかな り高 くなっている。明治24～ 昭

和12年 をみると、とくに 「其他」 「雑」と分類 された渡航者の 「女性」比率が、それぞ

れの期で32.9%、39.6%、59.0%と 高い。いっぽ う、明治期の 「職工」は

0.6%と 極端に低 く、 「留学」 「就学」の明治 ・大正期の合計4.2%、 大正期の 「農

業」6.5%、 「視察」6.6%と 比較的低 く、明治期 の 「商用」6.8%は 大正期の

「商業」になって15 .3%と 高 くなっている。 「非移民」のほうが高 いとはいえ、明治

期、大正期において 「農業」 「商業」 「漁業」 「職工」を 目的とした渡航者の 「女性」比

率が低いことに変わ りはな い。 しか し、大正9年 以降 「移民」 「非移民」の 「女性」比率

はほとん ど変わ らな くな り、30%前 後 となった。表4の 昭和6～12年 はすべて 「移

民」だが、全体で 「女性」比率29.7%と 高 くなる。 「農業」27.8%、 「商業」

24.7%、 「土木建築」30.6%と 高く、比較的低い 「漁業」でも14.8%と なっ

て いる。昭和期の自由渡航者で は、 目的を問わず 「女性」比率が高 くなった ことがわか

る。

世界各地へ移住 した 日本人全体 の合計では、明治元～昭和10年 の68年 間 に 「男」

122万6467人 、 「女」33万1479人 で、 「女性」は2ユ.3%を 占めた。 「女

性」の比率は、明治初期か ら10%近 くを占め、昭和 になると30%を 超えた。家族同伴

の渡航が増加 したためである ㈲ 。フィ リピン行 きでも 「女性」比率は増加するが、つね

に世界各地行き合計を下回ってお り、よ り出稼ぎ的傾向が強かった ことを示 している。昭

和になってその差は縮 ま1り、移住傾向が強まった ことがわかる。

◆c.年 齢

生年月日で記載 されているものが多数あるため、明治期のものは 「渡航許可年月 日」マ

イナス 「生年月日」、大正期、昭和期の ものは 「渡航年月 日」マイナス 「生年月日」で計

算 した。明治5年 以前の生年月日は旧暦のため、多少の誤差があり、数え年 と満年齢が混

在 しているもの と思われる。 平均 「年齢」は、単純計算の後0.5歳 を加えた。また、

11歳 以下の 「携帯児」は平均 「年齢」の対象外 とした。
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◎1(移 民 取 扱 会 社 経 由 、 明 治36～38年)

平 均27.0(+0.5)歳 で,16～25歳 の 合 計 が51。2%と 過 半 数 を 占 め る 。

明 治38年 は 全 体 の85.2%が 「大 工 」 と い う技 術 職 で 占 め られ た た め 、 多 少 「年 齢 」

が 上 が る 。 全 体 と して10代 、20代 の 若 者 が 多 い が 、30代(30～39歳)22.1

%、40代 以 上(40歳 以 上)9.4%と 壮 年 層 も 少 な くな い 。 こ れ らの 数 値 を 明 治36

年 の 世 界 各 地 へ の 移 住 者30歳 以 上40歳 以 下[40歳 未 満 と思 わ れ る]19.5%、

40歳 以 上4.2%と 比 較 す る と 〔'0}、フ ィ リ ピ ン行 き の ほ うが 「年 齢 」 が 高 い こ とが わ

か る 。 ま た 、 「携 帯 児 」 が ほ と ん ど い な い こ とか ら、 定 着 を 目的 と しな い 出 稼 ぎ 型 で あ っ

た こ と が わ か る。

◎H(移 民 取 扱 会 社 経 由 、 明 治40～45/大 正 元 年)

平 均25.4(+0.5)歳 で 、16～25歳 の合 計56.6%と 明 治 期1を 上 回 る 。

「農 業 」 を 目 的 とす る 渡 航 者 が 大 半 を 占 め る 明 治40、41、44、45/大 正 元 年 は

「年 齢 」 が 比 較 的 低 く 、 「大 工 」 「木 挽 」 「杣 職 」 が 半 数 以 上 を 占 め る 明 治42、43年

は 「年 齢 」 が 高 い 。 技 術 を要 す る 渡 航 者 の 「年 齢 」 が 比 較 的 高 い こ と を 示 し て い る 。 明 治

期1に 比 べ 、40歳 以 上は9.4%か ら4.9%に 大 幅 に 減 少 した 。 と くに 明 治44年 以

降 、 平 均 「年 齢 」 が 低 下 した 。

◎ 皿(自 由渡 航 者 、 明 治34～44年)

平 均30.4(+0.5)歳 は 、 明 治 期1の27.0歳 、 明 治 期Hの25。4歳 に 比 べ

て 高 い 。 「年 齢 」 の 高 さ は 、 自営 業 者 、 熟 練 労 働 者 の 多 さ と 関 連 し て い る 。40歳 以 上

18.2%も 、 明 治 期1、 明 治 期Hと 比 べ て 非 常 に高 い 。

◎IV(移 民 取 扱 会 社 経 由 、 大 正2～10年)

平 均24。6(+0.5)歳 で 、 渡 航 者 数 の 多 い大 正6、7年 は そ れ ぞ れ24.0歳 、

24.3歳 と低 い 。 ブ ー ム に な る と 渡 航 者 が 低 年 齢 化 す る 傾 向 が わ か る 。16～30歳 の

合 計 は83。4%と 高 く 、40歳 以 上 は3.1%と 明 治 期 に 比 べ 低 くな っ て い る 。

◎V(移 民 取 扱 会 社 経 由 、 大 正15/昭 和 元 ～14年)

11歳 以 下 の 「携 帯 児 」 が225人,全 体 の2.0%を 占 め 、 明 治 期 、 大 正 期 の

0.0～0.5%か ら大 幅 に 増 加 した 。 と く に5歳 以 下 が177人 、 全 体 の1.6%を 占

め る 。 「携 帯 児 」 を除 く平 均 「年 齢 」 は24.4(+0.5)歳 と 、 大 正期 の24.6歳

よ り下 が っ た が 、16～30歳 の 合 計 は80.2%で 、 大 正 期 よ り低 く な っ て い る 。
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◎VI(全 体 の ま と め)

全 体 の 平 均 は25.0(+0.5)歳 、16～25歳 に62.3%が 集 中 して い る 。 移

民 取 扱 会 社 経 由 の 平 均 「年 齢 」 は 、 明 治 期26.2歳 、 大 正 期24.6歳 、.昭 和 期

24.4歳 と 、 時 代 が 下 る に した が っ て 下 が っ て い る 。 明 治32～41年 、 明 治42～ 大

正12年 、 大 正13～ 昭 和10年 の 世 界 各 地 へ の 移 住 者 の30歳 以 上25.6%、

32.8%、26.3%を 、移 民 取 扱 会 社 経 由 の 明 治 期 、 大 正 期 、 昭 和 期 の26.3%、

ユ5.8%、17.5%と そ れ ぞ れ 比 較 す る と、 明 治 期 に 多 少 高 か っ た の が 、大 正 期 以 降

大 幅 に低 くな っ て い る こ と が わ か る(川 。 大 正 期 、 昭 和 期 に 、 フ ィ リ ピ ン は と く に 手 に職

の な い 若 者 の 海 外 渡 航 先 に な っ て い た 。

◆d.族 籍(族 称)

明治期では 「族称」 となっているものがある。あらか じめ 「平民」と印刷 されたものが

あり、 「士族」で あって も訂正せず 「平民」 と記載されたままの者が存在すると思われ

る。大正期、昭和期のものは、すべて 「平民」と印刷 されている。 「族籍」 と 「身分」を

逆に記載しているものがある。

◎1(移 民取扱会社経由、明治36～38年)

「士族」の数が非常に少ないが、あらか じめ 「平民」と印刷 されたものがあり、実数は

データよ り多いと思われ る。 「士族」 と記 載された27人 のうち15人 は 「鹿児島」出

身、残 りは 「山口」5人 、 「佐賀」3人 、 「広島」2人 、 「新潟」1人 、 「兵庫」1人

で、旧薩長肥が大半を占める。 「平民」 とあらか じめ印刷 された記載が どれだけ正確 かわ

からないため、このデータか らはっき りした ことはいえない。

◎H(移 民取扱会社経 由、明治40～45/大 正元年)

「士族」は明治44年 に4人 、45年 に2人 、合計6人 、全体の0.4%し かいない。

実際 には、もっと多いと思われる。

◎皿(自 由渡航者、明治34～44年)

「士族」は全体で9人 、1.9%で 、割 りあいでは移民取扱会社経由の渡航者よ り高い

が、非常に少数であることに変わ りはない。

◎IV(移 民取扱会社経由、大正2～10年)

「士族」はわずかに1人 。あらか じめ 「平民」 と印刷 されているこ≧か ら、 「士族」で

あっても訂正せず 「平民」 と記載されたままであった と考えられる。
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◎V(移 民取扱会社経由,大 正15/昭 和元～14年)

「士族」はわずかに1人 。あ らか じめ 「平民」 と印刷されていることか ら、 「士族」で

あって も訂正せず 「平民」 と記載されたままであったと考えられる。

◎VI(全 体のまとめ)

「士族」は全体で44人 、0.2%し かいない。あ らか じめ 「平民」 と印刷された もの

が大半であるため、た とえ 「士族」であっても訂正せず 「平民」と記載 されたままであっ

たと考え られる。実際には、データよ り多 くの 「士族」が渡航 した もの と思われる。時代

が下るにしたがって 「士族」の意味がな くな り、 「士族」の表記にこだわ らなくなった こ

とも考え られる。

◆e.身 分

移民取扱会社経 由の渡航者のうち、明治期では 「新潟」 「滋賀」両県提出の192人 の

デー タしかない。大正期、昭和期の ものに、 「身分」を記載する欄はな く、一部 家族同伴

の者 の氏名に添え書き、または、備考欄に記載があるにすぎない。実際に 「妻」であって

も、添え書きのないものもある。 「携帯児」は添え書きがなくても、11歳 以下を 「携帯

児」 とした。 「族籍」 と 「身分」を逆に記載 しているものがある。

◎1(移 民取扱会社経 由、明治36～38年)

データがわずか192人 、6.2%し かな く、そのデータも 「新潟」 「滋賀」両県出身

者に集 中しているため、はっき りした ことはいえない。限 られたデータを分析す ると、

「戸主」 「長男」95人 に対 し、 「二男」～ 「六男」の合計は25人 にすぎない。一般に

いわれて いる 「二 ・三男坊」の海外渡航 とは違 うデータである。

◎H(移 民取扱会社経由、明治40～45/大 正元年)

「妻」 「携帯児」以外の記載がない。

◎m(自 由渡航者、明治34～44年)

移民取扱会社経由の渡航者のデータがほとん どないのに対 し、明治期自由渡航者では

321人 、55.6%の 記載 がある。 「戸 主」 「長 男」 の合計170人 は、全体の

53.0%を 占め、事:例の少ない明治期1(6.2%)と 同様 の割 りあいを示 している。

それ に対 し、 「非戸主」 「二男～五男」 「弟」 は67人 、20.9%に す ぎない。 とく

に、明治37年 は 「戸主」 「長男」93人 、60.4%と 高 く、 日露戦争のための徴兵忌

避とも考え られる。家長および家督相続者の割 りあいが高いことか ら、口減 らしのためよ
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り、む しろ一家の経済その ものが逼迫して、再興のための出稼 ぎで あったと考えられる。

◎IV(移 民取扱会祉経由、大正2～10年)

「身分」を掲載する欄はなく、氏名に 「妻」 「携帯児」と添え書 きが あるにすぎない。1

実際に 「妻」であって も、添え書きのないものもある。全体の99.5%が 記載 されてい

ない。

◎V(移 民取扱会社経由、大正15/昭 和元 ～14年)

「身分」を掲載する欄はなく、一部家族同伴の者の氏名 に添え書きがあるにすぎない。

「携帯児」は 「男」と 「女」、 「長男」 とそのほかの別なく渡航していることが、この項

目か らもわかる。

◎VI(全 体のまとめ)

充分に分析するだけのデータはないが、限られたデータから明治期の 「戸主」 「長男」

の割 りあいが高く、 「二、三男坊」の口減 らしの渡航ではなかった ことがわかる。

◆f.職 業

あ らか じめ 「農 」 と印刷 され たものが あり、明 らかに 「農」以外 の 「職業」の者で

「農」と記載されたままの者が多数存在すると考え られる。大正4年 以降、昭和8年 の 】

人を除いて、 「農」を訂正 して 「職業」 を記載 したものがないことから、大正4年 以降、

事実上 「職業」 は記 載されていないことがわかる。 「農」以外 の 「職業」 の者について

は、かな り信頼できる。

◎1(移 民取扱会社経 由、明治36～38年)

明治36、37年 において 「農業」がそれぞれ95.9%、84.8%、38年 では

「大工」'a5.2%が 大半を占める。前者は、あ らか じめ 「農」 と印刷 され たものが多数

あるため、 「農業」というよ り明治以前の身分としての 「農民」の意味があるもの と思わ

れる。また、明治36、37年 の渡航・者は、手に職のない者でも従事で きる 「職業」に就

いたと理解で きる。いっぽう、明治38年 の 「大工」は、フィリピンの労働 市場の変化を

意味 してお り、もはや 「ベ ンゲット移民」のような技術 を要 しない労働が求められな くな

ったことを示 して いる。

◎H(移 民取扱会社経 由、明治40～45/大 正元年)

「農業」が98.2%と 大半を占める。 「農業」以外では、明治41年 の 「木挽」18

人、43年 の 「大工」10人 しかいない。明治43年 では159人 、47.3%の 記載が
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ない。

◎皿(自 由渡航者、明治34～44年)

多 い順か ら 「漁業」121人 、32.2%、 「大工」106人 、28.2%、 「農業」

71人 、18.9%と なる。そのほか個 々の数は少ないが、雑多の 自営業、熟練職工の職

種がな らぶ。 自由渡航者は集団ではな く、個人単位で渡航 した者が多いと考 えられる。

◎IV(移 民取扱会社経 由、大正2～10年)

あ らか じめ 「農」 と印刷 されてお り、 「大工」 「木挽」はそれを訂正するかたちで記入

されているが、大正4年 以降訂正して記載したものはない。

大正2年 の 「木挽」の34人 はすべて 「木挽」 目的、 「渡航地」 「ミンダナオ島 リマオ

ン」、 「契約期限」 「2年 間」で、大正3年 の 「木挽」117人 はすべて 「木挽」目的、

、「渡航地 」は 「パ ラワン島バ ンカ ラン」 の2人 を除 いてすべて 「ミンダナオ 島 リマオ

ン」、 「契約期限」は 「3年 間」の6人 を除いてすべて 「2年 間」であった。

◎V(移 民取扱会社経 由、大正15/昭 和元～14年)

記載されたものでは、 「漁業」の1人 を除いて、すべて印刷 されたままの 「農業」であ

る。 「記載な し」が全体の38.6%を 占め、大正期の1.6%か ら大幅に増えたことか

らも、昭和期では事実上 「職業」が記載されていないことがわかる。

◎VI(全 体のまとめ)

あ らか じめ 「農」 と印刷 されて いたため、移民取扱会 社経 由の渡航者 は 「農業」が

97.3%と 圧倒的に多 い。 「農業」以外では、明治期1の 「大工」254人 、10.4

%が 目立つ程度である。 「農業」以外の 「職業」、とくに 「大工」 「漁業」 「商業」な ど

の自営業者や会社員は自由渡航あるいは 「非移民」として渡航 した もの と考えられる。

「o.渡 航 目的(渡 航 ノ目的、労働ノ種類)」 か ら、実際の職業は 「農業」でないもの

がかな り含まれていることがわかる。当時の日本の農山村社会は、 自家用米 を生産するこ

とを基盤 とした 自給 的農家が大多数を占め、農業 と同時に農閑期には、 「大工」や 「木

挽 」 「杣職」な どの現金収入 の得 られ る仕事に就 いていた。そ のため 、 「職業」欄は

「農」であって も、 「大工」など専門職の経験 を有する者が少なか らず いたと考え られ

る 。 「職業」と 「渡航 目的」が相異す るのは、このようなことか らか もしれない。漁村

について も同 じことがいえ、半農半漁の者が多数 いたと考え られる。ここでいう 「農」と

は、このような自給的農業従事者のことであったと考え られる。
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◆g.契 約年月日

明治36年11月14日 渡航、 「福岡」出身、 「大陸殖民合資会社」取 り扱いの48人

の記載 しかない。

◎1(移 民取扱会社経由、明治36～38年)

事例はわずかに明治36年 の48人 と少なく、はっきりしたことはいえな い。 この48

人か らわかることは、平均10月17日 に 「契約」 し、全員11月11日 に 「渡航許可」

され、1i月14日 に 「渡航」 したことである。 「契約」から 「渡航許可」まで平均25

111間、 「渡航 日」まで28日 間であった。

◎II(移 民取扱会社経 由、明治40～45/大 正元年)

記載な し。

◎m(自 由渡航者 、明治34～44年)

記載な し。

◎IV(移 民取扱会社経 出、大正2～10年)

記載な し。

◎V(移 民取扱会社経 由、大正15/昭 和元～14年)

記載な し。

◎VI(全 体のまとめ)

「契約年月 日」 は、明治27年 公布の 「移民保護規則」、29年 施行の 「移民保護法」

で定められた記載事項にな いため、一般には記載されなかった。

◆h.渡 航許可(旅 券下付)年 月 日

明治期 自由渡航者のものは、すべて実際には 「渡航年月 日」だと思われる。平均月は、

単純計算のあと0。5ヵ 月を加えた。 「渡航許可」は地方長官が行ない、出願者は出願書

に 「本籍地、身分、職業、氏名、生年月 日、渡航地および渡航 目的」を記入 して、本籍地

または寄留地の地方長官に提出した。 「渡航許可」は本人に通知されたが、渡航許可証は

道府県庁よ り直接 「出帆港」である 「横浜」 「神戸」 「長崎」の各港にある県庁 に送 られ

た。 「渡航許可」は、許可 日か ら6ヵ 月以内に 「出帆」 しなければ、失効 した(12》。

◎1(移 民取扱会社経由、明治36～38年)

平均月は、明治36年8.6(+0.5)月 、37年5.0月 、38年2.9月 であっ

た。 「ベンゲ ット移民」をはじめとするブーム期であったため、季節性 はあまり感 じられ
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ない。

◎H(移 民取扱会社経由、明治40～45/大 正元年)

10月15.6%、3月12.7%、2月11.6%の 順で多い。明治43年 以降、年

問を通 して渡航者がお り、年度末と秋に多 くなる傾向がある。

◎皿(自 由渡航者、明治34～44年)

「渡航年月 日」の記載がな く、 「渡航許可年月日」の記載が同年1月 から12月 まであ

り、前年の記載がないことか ら、実際には 「渡航年月日」が記載されているものと思われ

る。農閑期の秋か ら冬 にかけての渡航者が、多い傾向がある。

◎IV(移 民取扱会社経 由、大正2～10年)

3月15.1%、2月11.1%、9月9.9%、4月9.8%、8月9.5%の 順で

多い。年度変わ りに多 い傾向があるが、各年によって多少の変動がある。大正5年11月

までの同一 「渡航許可年月 日」 はせいぜ い20人 程度で、これ らの渡航者の 「渡航年月

日」は必ず しも一致 していない。その後、20～30人 規模の集団で、 「渡航許可」か ら

「渡航地」まで同一のものが散見されるが、基本的に 「渡航許可」は順次行ない、まとま

りしだい渡航 したものと考え られる。

◎V(移 民取扱会社経 由、大正15/昭 和元～14年)

9月10.0%、5月9.6%、3月9。5%、7月9.3%の 順で、11月 から翌年

2月 にかけて少ない程度で、大正期に比べよ り分散傾向がある。各年によって大きく変動

することか ら、募集する側の事情によるもの と思われる。また、100人 以上の集団で許

可されることが多くな っている。

◎VI(全 体のまとめ)

移民取扱会社経 由の渡航・者全体では、3月10.9%、9月10.5%、10月9.2

%の 順で多 く、年度末 と秋 に多少多 くな る傾向がある。大正期には年度末 に集 中したた

め、平均月がほかの期よ り1ヵ 月ほど早くなっている。 自由渡航者 は、 「渡航許可年月

日」ではな く 「渡航年月日」が記載されているものと思われる。

◆i.旅 券下付年月日

明治45/大 正元年6月 から12月 までの257人 の記載 しかない。旅券 下付願は、渡

航許可願 と同一の書面で本籍地または寄留地の道府県 に提 出したが 、 「旅券下付」は、渡

航許可証 に基づいて 「出帆港」の県庁で行なった。旅券下付願 には、身元申告書、戸籍謄
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本または抄本、写真などを添付した。フィリピン行きには、 「旅券下付」 とともに駐 日ア

メ リカ合衆国領事の査証を必要としたq3)。

◎1(移 民取扱会社経由、明治36～38年)

記載な し。

◎n(移 民取扱会社経由、明治40～45/大 正元年)

大正元年10～12月 の渡航者のみ 「旅券下付年月日」が記載されている。これ らのデ

ータから、 「渡航許可」か ら 「旅券下付」まで平均30日 間、 「旅券下付」か ら 「出帆」

まで6日 間だったことがわかる。

◎m(自 由渡航者、明治34～44年)

記載なし。

◎IV(移 民取扱会社経 由、大正2～10年)

記載なし。

◎V(移 民取扱会社経 由、大正15/昭 和元～1・4年)

記載な し。

◎VI(全 体のまとめ)

明治27年 公布の 「移民保護規則」で定め られた記載事項の 「旅券下付ノ年月日」が、

明治29年 施行の 「移民保護法」では 「渡航許可ノ官庁及年月 日」に変更になった。 「移

民保護規則」に従って記載されたものが、明治45/大 正元年の257人 だ と思われる。

◆j.渡 航年月日(本 邦出発 ノ年月 日)

明治40年 以降 「本邦出発 ノ年月日」 となっている。日本を出発 した年月 日ではな く、

出帆 した港で乗船 した年月[1で 、その後 日本国内の港に寄港 した者がいる。また、実際に

は渡航予定年月日の ものがある。明治期 自由渡航者の記載はまった くない。明治期1の3

年間では145人 、4.7%の 者の記載がない。記載されていない者は、登録されている

ファイルか ら渡航年を推定 した。平均月は、単純計算のあ と0.5ヵ 月を加 えた。

◎1(移 民取扱会社経 由、明治36～38年)

「渡航許可年月日」か ら 「渡航年月El」 まで0 .8～1.1ヵ 月で、平均1.0ヵ 月間

かかっている。明治36年1月 か ら渡航者は徐々に増加 し、3月 には124人 に達 した。

しか し、そ の後8月 の50人 を除 いて低調で、本格的な渡航者の増加は 「ベ ンゲ ッ ト移

民」の渡航のは じまる10月 を待たねばならなかった。10月 か ら12月 までの3ヵ 月間
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に渡航 した者は1107人 、36年 全体の82.2%を 占める。37年 になると10月 ま

でほぼ毎月百数十人が渡航 しているが、ベ ンゲッ ト道路工事終了近 くの11月 以降激減す

る。38年h半 期は毎月数十人の渡航者がいるが、8月 以降の渡航者はまった くいな い。

36年1月 の渡航者の 目的 にはバ ラツキがあるが、2月 はほとん ど 「農業」 と 「荷役人

夫」である。10月 以降37年 ユ1月 末 までベンゲッ ト道路工事用人夫、および、それに

類する労働に従 箏することを目的とした者が集団で渡航 している。一般 に、特殊な技術を

要しな い労働 を目的とする者は、集団での渡航が 目立っ。38年 になると 「大工」が集団

で渡航 して いるが、その規模 は 「ベ ンゲ ッ ト移 民」に比べはるかに小さい。出身県別で

は、明治36年1、2月 がすべて 「和歌111」、3月 になると 「広島」 「熊本」が集団で渡

航 している。10月2日 渡航の 「ベ ンゲ ット移民」の第1陣 のほとん どは、 「防長移民合

資会社」取 り扱いの 「山口」出身者で占め られている。

◎H(移 民取扱会社経由、明治40～45/大 正元年)

「渡航許可年月日」から 「本邦出発 ノ年月 日」までに要する月数は、明治40年0.6

ヵ月、41年0.9ヵ 月、42年0.5ヵ 月、43年0.8ヵ 月、44年0.7ヵ 月、

45/大 正元年0.8ヵ 月 とな り、全体で平均0.7ヵ 月とな る。 「渡航許可」から 「出

帆」 まで約21口 間であったことがわかる。

◎皿(自 山渡航者、明治34～44年)

記載な し。

◎rv(移 民取扱会社経由、大正2～10年)

4月12.9%、5月12.4%、10月10.4%、3月10。1%の 順で、年度初

めと秋 に多いが、各年によって異な り一定 していない。 「渡航許可年月日」から 「出帆」

まで1.0～1.5カ 月で、平均1.2ヵ 月は明治期、昭和期よ り長い。同一日、同一港

出帆人数は、各年とも 「長崎港」出帆のものがもっとも多いが、大正6年 の100人 が最

高で、大正14年7月24日 付の機密信で、マニ ラの総領事がフィリピン人の反 日感情を

意識 して各船100人 を超えぬよ う助言 していたことが、大筋で守 られていたことがわか

る(剛 。また、渡航者の多い県で、 「ダバオ」 「サンホセ」 「呂宋島カ ラムバ」を目的地

とするものが集団で渡航する傾向があった。

◎V(移 民取扱会社経由、大正15/昭 和元～14年)

11月10.0%、12月9.5%、8月9.4%、10月9.0%の 順で、下半期に

多くなる傾向があるが、もっとも少ない1月 でも6.7%で 大 きな差はない。明治期、大
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正 期 と比 べ 、 よ り分 散 傾 向 が あ っ た 。 「渡 航 許 可 年 月 日」 と の 差 は0.7～1.1ヵ 月 で

平 均0.8ヵ 月 は 、 大 正 期 の1.2ヵ 月 よ り短 い 。 マ ニ ラ の 総 領 事 が 目立 た ぬ よ う1船 に

100人 を 超 え な い よ う 助 言 した こ とが 大 筋 で 守 られ 、100人 内 外 の 集 団 が 目 立 つ 。

110人 を超 え る 集 団 は 、 昭 和2年 に4度 、3年3度 、4年2度 、5年1度 、12年4度

で 、 す べ て ・「長 崎 港 」 を 「出 帆 」 し て い る 。 最 高 は 、 昭 和3年2月18日 「出 帆 」 の

155人 で あ っ た 。

◎VI(全 体 の ま と め)

移 民 取 扱 会 社 経 由 の 渡 航 者 全 体 で は 、10月11.3%、4月9.7%、11月9.0

%の 順 で 、 年 度 初 め と 秋 に 多 少 多 くな る 傾 向 が あ る 。 「渡 航 許 可 」 か ら 平 均0.9ヵ 月 で

r出 帆 」 して い る 。

◆k.出 帆港

明治期1お よび明治期 自由渡航者、すべての記載がない。

◎1(移 民取扱会社経 由、明治36～38年)

記載な し。

◎H(移 民取扱会社経 由、明治40～45/大 正元年)

「出帆港」 として 「長崎」が重要になっていく一方、 「神戸」があま り利用されなくな

ぐ。全体で 「長崎」48.3%、 「横浜」43.7%、 「神戸」6.5%の 順 となった。

「長崎」が重要となるのは、中国、九州 ・沖縄地方か らの渡航者が増加 したためである。

明治40～43年 の渡航者のなかには便船名が記載 されているものがあ り、すべて 日本船

の熊野丸、八幡丸、日光丸であった。外国船で渡航 した者も多数いたが 、この渡航者名簿

にはその記載がない。 これ らの船 は、 「横浜」を出航 した後、 「神戸」 「長崎」に寄港 し

た。

◎IH(自 由渡航者、明治34～44年)

記載なし。

◎IV(移 民取扱会社経由、大 正2～10年)

「長崎」が全体で60.6%、 大正10年 を除けば各年58.0～69.8%を 占め、

安定 している。 「横浜」は渡航者数の多い年に増加す る傾向がある。 「渡航許可官庁」別

に 「出帆港」が決まる傾向があるが、時代が下るにしたがって例外が出て くる。詳 しくは

「m.渡 航許可官庁(道 府県)」 の項参照。 「出帆港」の記載のないのは、 「日本植民合
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資会社」取り扱いのすべてと、 「南米植民株式会社」取り扱 いの大正5年 の3人 である。

◎V(移 民取扱会社経 由、大正15/昭 和元～14年)

「長崎」か らの 「出帆」が次第に多 くな り、昭和10年 以降は95%以 上を占め、ほぼ

独占するようになる。 このことは、昭和8年1月 長崎市に南洋方面行き渡航者のための移

住教養所 が設置され、昭和15年3月 末 までに収容回数214回 、収容人員9158人 を

数えた ことと無関係ではないだろうu9。

◎VI(全 体のまとめ)

全体で 「長崎」か ら67.1%、 「神戸」から16.8%、 「横浜」か ら16.1%が

「出帆」(乗 船)し ているが、 「長崎」 「神戸」か らが順次増加 したのに対 し、 「横浜」

か らは減少 した。全体 として、関西出身者が多い ことと、長崎市に移住教養所が設置され

たことが影響 した もの と思われる。

◆1.旅 券審号

明治期 自由渡航者では、90.1%の 者の記載がない。 「妻」や 「携帯児」には 「旅券

番号」がな く、保護者に並記 された場合が多数み られる。

◎1(移 民取扱会社経由、明治36～38年)

当時、 「夫」に同伴の 「妻」や同伴家族の老人 ・子どもには旅券が発給されなかったこ

とか ら、夫婦、同伴家族の存在がはっき りする。 「性別」の項で述べた とお り、1人 の老

母 を除いて 「女性」は全員 「妻」であり、明治36年 に12組 、37年 に18組 の夫婦が

渡航 した。この数は、 「ベンゲッ ト移民」の口頭契約で許可された100組 に遠 く及ばな

い(剛 。 この ころの日本人労働者が、定着性 のない出稼 ぎ型であったことを示している。

また、別人同一番 号のものが全体で36組 にのぼった。記載上の誤 りもあろうが、それだ

けではないよ うに思える。旅券の偽造、改変が行なわれたのではな いか と疑われる。当時

少なくなかった 「密航」などの不正渡航 の一端が、 日本国内にもあった と想像される。

◎H(移 民取扱会社経 由、明治40～45/大 正元年)

明治期1と 異な り、 「妻」にも 「夫」 とは別に旅券が発給され、 「携帯児」の多くも単

独 に旅券が発給された。別人同一番号が19組 ある。

◎m(自 由渡航者、明治34～44年)

全体で90.1%の 記載がない。
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◎IV(移 民取扱会社経由、大正2～10年)

「別人2人 重複」 「別人3人 重複」が全体で211組 あ り、無視できない数であるが、

原因についてはよくわか らない。下1桁 の前後の数値の欠番か ら、約3分 の2は 誤記の可

能性 がある。211組 中、 「渡航許可 日」44組 、21.3%、 「渡航 日」85組 、

40.8%、 「渡航許可官庁」103組 、49.3%、 「渡航 目的」203組 、96.2

%、 「渡航地」138組 、65.9%、 「契約期限」190組 、90.0%が それぞれ一

致する。 「出帆港」 「移民取扱会社」はすべて一致 している。

◎V(移 民取扱会社経由、大正15/昭 和元～14年)

「別人2人 重複」180組 、 「別人3人 重複」3組 、 「夫婦 と別人重複」4組 、 「父母

子3人 と別人重複」1組 以外の272組 は、夫婦、親子な ど家族での渡航である。別人の

重複は誤記の可能性 もあるが、原因にっいてはよくわか らない。

◎VI(全 体のまとめ)

同一家族では世帯主または保護者のみ に旅券が発給 された場合があ り、旅券番号が重複

する。別人でありなが ら重複 しているものは、443組 、重複全体の58.5%を 占め

る。誤記、偽造などの可能性 もあるが、はっき りした理由はわか らない。つぎに 「夫婦 ・

同姓男女」が191組 、33.2%、 「母子」合計71組 、9.4%が 多い。 これ らのこ

とか ら、夫婦または母子の呼寄せによる渡航であった ことがわかる。

◆m.渡 航 許 可 官 庁(道 府 県)

現 住 所 と 「渡 航 許 可 官 庁 」 が 、 相 違 す る も の が あ る。 こ の こ とは 、現 住 所(寄 留 地)と

本 籍 地 の いず れ か で 許 可 申 請 で きた こ と に よ る 。

◎1(移 民 取 扱 会 社 経 由 、 明 治36～38年)

100人 以 上 が 渡 航 した 県 名 を 列 挙 す れ ば 、 「福 岡 」651人 、21.1%、 「広 島 」

482人 、15.6%、 「熊 本 」477人 、15.5%、 「和 歌 山 」379人 、12.3

%、 「山 口」319人 、10.4%、 「新 潟 」174人 、5.6%、 「沖 縄 」112人 、

3.6%の 順 とな る 。 これ ら上 位7県 で2594人 、 全 体 の84.2露 を 占 め る 。 一 般 に

信 じ られ て い る 「多 数 の 沖 縄 県 人 」 の イ メ ー ジ は 、 の ち に 半 数 を 超 え たfダ バ オ 」 で の

「沖 縄 」 県 人 の 存 在 の 影 響 で あ ろ う 。 こ の 時 期 で は 、 そ れ ほ ど多 くな い 。 渡 航 者 の 出 身 県

に片 寄 りが あ る の は 、 移 民 取 扱 会 社 の 活 動 に よ る た め で 、 年 に よ っ て 増 減 が あ る の も 同 じ

理 由 か らで あ ろ う。
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明 治36年 に 世 界 各 地 に移 住 した 日本 人 は 全 体 で1万4055人(う ち2215人 が フ

ィ リ ピ ン)、 出 身 県 は 「広 島 」4122人 、 「熊 本 」2689人 、 「山 口」2470人 、

「福 岡」1437人 の 順 と な って お り、 フ ィ リ ピ ン 行 き と同 様 の 傾 向 を 示 して い る('η 。

◎II(移 民 取 扱 会 社 経 由 、 明 治40～45年)

明 治 期1に わ ず か19人 、0.6%に す ぎ な か っ た 「福 島 」 出 身 者 が 、581人 、

34.0%を 占 め る 。 つ づ い て 「広 島 」306人 、17.9%、 「沖 縄 」238人 、

13.9%、 「長 崎 」124人 、7.3%、 「福 井 」116人 、6.8%の 順 と な る。 明

治 期1で 多 数 を 占 め た 「福 岡 」 「熊 本 」 「和 歌 山 」 「山 口 」 「新 潟 」 は 、 そ れ ぞ れ50

人 、30人 、15人 、0人 、0人 と 少 な い。 こ の こ と か ら 明 治 期1と 明 治 期Hの 関 連 性 が

乏 し い こ とが わ か る 。 「福 島 」 「広 島 」 「沖 縄 」 は 、集 団 で の 渡 航 が 目 立 つ 。

◎ 皿(自 由 渡 航 者 、 明 治34～44年)

「長 崎 」158人 、28.11%、 「岡 山 」139人 、24.7%、 「広 島 」101人 、

17.9%が 多 数 を 占 め る 。 明 治 期1で1人 も い な か っ た 「長 崎 」 出 身 者 が 明 治37、

38年 両 年 合 計 で80人 い る が 、 「職 業 」 「渡 航 目的 」 が 記 載 さ れ て お らず 、 詳 細 は わ か

らな い 。 「岡 山」 出 身 者 も 、 明 治 期1(61人)お よ び 明 治 期H(58人)で そ れ ほ ど 多

く な い こ と か ら、 「長 崎 」 と と も に 移 民 取 扱 会 社 の 活 動 が 活 発 で な か っ た こ と が 想 像 され

る 。 ま た 、 「岡 山 」 「広 島 」 両 県 出 身 者 の 「職 業 」 は 「漁 業 」 が 多 い こ とか ら、 漁 業 関 係

者 は 移 民 取 扱 会 社 を経 ず に 渡 航 した こ と が わ か る 。

◎IV(移 民 取 扱 会 社 経 由 、 大 正2～10年)

「広 島 」1382人 、14.8%、 「福 島 」977人 、10.5%、 「山 口 」886

人 、9.5%、 「熊 本 」778人 、8.3%、 「沖 縄 」726人 、7.8%、 「福 岡 」

648人 、7.0%、 「岡 山 」612人 、6.6%の 順 で 多 い。 渡 航 者 数 の 多 い 大 正6、

7年 に 「広 島 」 か らの 渡 航 者 が 相 対 的 に 少 な く 、 そ れ ぞ れ8.2%、8.0%に す ぎ な

い 。 大 正 期 を 通 じ て ま っ た く渡 航 者 の い な い の は 、 「北 海 道 」 「青 森 」 「岩 手 」 「宮 城 」

「群 馬 」 「宮 崎 」 の1道5県 め み で あ る 。

道 府 県 別 で と く に 大 き な 特 徴 は な い が 、 「出 帆 港 」 お よ び 「渡 航 地 」 に 特 徴 が あ る 。

「出 帆 港 」 で は 、 大 正2年 で は 「福 井 」 以 東 が 「横 浜 港 」 、 「岐 阜 」 以 西 「岡 山 」 以 東 と

「山 口」 が 「神 戸 港 」 、 「広 島 」 「愛 媛 」 と 九 州 各 県 の 出 身 者 が 「長 崎 港 」 と な っ て い

る 。3年 で は 「富 山 」 「石 川 」 が 「神 戸 港 」 、 「長 野 」 は 「横 浜 港 」 、 「愛 知 」 「三 重 」

が 「神 戸 港 」 とな って い る 。4年 で は 「福 井 」 が 「神 戸 港 」 に変 わ り、 「山 梨 」 は 「横 浜
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港 」 、 「岡 山 」 「山 口」 が 「長 崎 港 」 に 変 わ って い る 。5年 で は 「富 山 」 が 「横 浜 港 」 に

変 わ り 、 「香 川 」 「高 知 」 は 「神 戸 港 」 で あ っ た 。6年 で は 「愛 知 」 「三 重 」 が 「横 浜

港 」 に 、 「和 歌 山 」 「島 根 」 が 「長 崎 港 」 に 変 わ っ た 。7年 に は 「三 重 」 が 「神 戸 港 」 の

ほ う が 過 半 数 を 占 め る よ う に な り、 「和 歌 山 」 「島 根 」 も 「神 戸 港 」 に 戻 っ た 。8年 で は

「徳 島 」 が 「神 戸 港 」 と な っ て い る。9年 で は 「愛 知 」 が 「神 戸 港 」 に 変 わ っ た 。10年

で は 「愛 知 」 が 「横 浜 港 」 に 戻 り、 「広 島 」 が 「神 戸 港 」 に 変 わ っ た 。 大 正10年 に 「神

戸 港 」 が 「長 崎 港 」 を 上 回 り、 過 半 数 を 占め た の は 「広 島 」 が 「長 崎 港 」 か ら 「神 戸 港 」

に 変 わ っ た こ と に よ る 。 この よ う に 、 県 別 に 「出 帆 港 」 が ほ ぼ 決 ま っ て い た こ と が う か が

え る。 こ の こ と は 、移 民 取 扱 会 社 の 活 動 が県 単位 で 、 移 民 取 扱 会 社 代 理 人 に よ っ て 「出 帆

港 」 が 決 め られ た こ と に よ る 。

「渡 航 地 」 で は 、 「広 島 」 「山 口 」 な どが 各 地 に 分 散 す る 傾 向 が あ っ た の に 対 し て 、

「沖 縄 」 「福 島 」 な ど で は 「ダバ オ 」 行 き に 集 中 す る 傾 向 が あ っ た 。

◎V(移 民 取 扱 会 社 経 由 、大 正15/昭 和 元 ～14年)

「沖 縄 」5084人 、46.2%、 「広 島 」1404人 、12.8%、 「熊 本 」

1056人 、9.6%の 順 で 、 「沖 縄 」 が 大 正期 の726人 、7.8%に 比 べ 大 幅 に 増 加

し た こ とが わ か る 。 し か し 、 「沖 縄 」 は 昭 和6年 に52人 、12.6%、7年 に2人 、

1.2%、8年 に20人 、11.6%と 極 端 に少 な い 年 が あ る 。 「沖 縄 」 で の 移 民 取 扱 会

社 の 募 集 活 動 に よ っ て 大 き く変 動 した も の と 思 わ れ る 。

◎VI(全 体 の ま と め)

移 民 取 扱 会 社 経 由 の 渡 航 者 全 体 で は 、 「沖 縄 」6160人 、24.5%、.「 広 島 」

3573人 、14.2%、 「熊 本 」2341人 、9.3%、 「福 島 」2205人 、8.8

%、 「福 岡 」1973人 、7.3%、 「山 口 」1479人 、5.9%、 「和 歌 山 」

1019人 、4.1%、 「岡 山 」787人 、3.1%、 「鹿 児 島 」658人 、2.6%、

「長 崎 」573人 、2.3%の 順 とな る 。 昭 和 期 に 「沖 縄 」 出 身 者 が 急 増 す る。 近 畿 以 西

の 関 西 地 方 の 合 計2万311人 は 、 全 体 の80.8%に あ た り、 関 東 地 方 に 対 して 圧 倒 的

に 多 い こ と が わ か る 。 「神 戸 港 」 お よ び 「長 崎 港 」 か ら 出 帆 し た 渡 航 者 の 合 計 、1万

8304人 、83.9%に 匹 敵 す る 数 で あ る 。

戦 前 世 界 各 地 に 移 住 し た 日 本 人 の 県 別 人 数 を 多 い 順 に 並 べ る と、 「広 島」9万6848

人 、14.8%、 「沖 縄 」7万2227人 、11.0%、 「熊 本 」6万8245人 、

10.4%、 「福 岡 」5万1240人 、7.8%、 「II」口」4万5223人 、6.9%、
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「和 歌 山 」3万980人 、4 .7%、 「福 島 」2万5923人 、4.0%、 「北 海 道 」

2万2674人 、3.5%、 「岡 山 」2万839人 、3.2%、 「長 崎 」1万9331

人 、2.9%と な る(翫 ω 。 フ ィ リ ピ ン行 き は 「沖 縄 」 「福 島 」 出 身 の 割 り あ い が 倍 以 上

で 、 「北 海 道 」 出 身が わ ず か3人 と な っ て い る の が 特 徴 で あ る 。 そ の ほ か は 、 ほ ぼ 同 じ割

りあ い を 示 し て い る。

表8「 出 生 地 別 ・本 籍 地 別 フ ィ リ ピ ン 在 留 日本 人 人 口(昭 和15年)」 か ら、 在 留 日本

人 の 出 生 地 別 人 口 を渡 航 者 名 簿 の デ ー タ で 割 っ て 定 着 率 を み た と こ ろ 、100人 以 上 フ ィ

リ ピ ン に 渡 航 した 道 府 県 で は 、 「福 井 」 が も っ と も低 く7.4%、 以 下 「新 潟 」13.5

%、 「和 歌 山 」14.2%、 「富 山 」16.8%、 「大 阪 」17.0%、 「広 島 」

17.3%、 「岡 山 」17.8%の 順 と な る 。 「木 挽 」 「杣 職 」 の 渡 航 者 の 多 い 北 陸 地

:方、 「漁 民 」 の 多 い 瀬 戸 内 沿 岸 地 方 と 「和 歌 山 」 の 出 稼 ぎ 的 傾 向 が 強 か っ た こ と が わ か

る 。 い っ ぽ う 、 高 い ほ う で は 「沖 縄 」 が101.7%と 抜 き ん 出 て お り 、 「長 野 」

55.2%、 「福 島 」44.0%、 「埼 玉 」41.3%と 続 い て い る。 そ の ほ か で500

人 以 上 の 渡 航 者 の い る 県 で は 、 「福 岡 」20.9%、 「山 口」21.6%、 「長 崎 」

26.7%、 「鹿 児 島 」31。8%、 「熊 本 」37.9%と な っ て い る 。.

本 籍 地 別 人 口 と 出 生 地 別 人 口 の 差 は 、 フ ィ リ ピ ン で 生 ま れ た 二 世 、 三 世 の 合 計7511

人 と み て い い だ ろ う 。 そ の 差 を 多 い 順 に 並 べ る と 、 「沖 縄 」3634人 、48.4%、

「福 島 」820人 、10 .9%、 「熊 本 」632人 、8.4%、 「広 島 」397人 、

5.3%、 「福 岡 」335人 、4.5%、 「II」口 」247人 、3.3%、 「長 野 」205

人 、2.7%と な る 。 「沖 縄 」 「長 野 」 が 渡 航 者 の わ り に多 く 、 「広 島 」 「福 岡 」 「山

口 」 が 少 な く な っ て お り、 こ の こ とか ら も 出 身 県 別 の 定 着 性 が 読 み とれ る 。

「女 性 」 比 率 で は 、 出 生 地100人 以 上 の 県 を み る と 「長 崎 」 が43 .6%と 高 く 、

「か ら ゆ き さ ん 」 で そ の 後 在 留 した 者 の 存 在 が う か が え る 。 低 い ほ うで は 「和 歌 山 」 の

18.6%が 目立 つ 。 「漁 民 」 の 出 稼 ぎ が 多 い こ と と 関 係 して い る か も しれ な い 。

◆n.移 民取扱会社(保 証人又は移民取扱人氏名若会社、保証人又ハ移民取扱人ノ氏名若

クハ社名)

明治期1で 各県が提 出したものは、 「保証人又は移民取扱人氏名若会社」または 「保証

人又ハ移民取扱人ノ氏名若 クハ社名」となっている。
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◎1(移 民取扱会社経 由、明治36～38年)

「帝 国殖 民合資 会社」717人 、23.1%、 「海外渡航株 式会社」703人 、

22.7%の2社 で半数近 くを占める。 「ベンゲ ッ ト移民」の 口頭契約 を最初 に結んだ

「神戸渡航合資会社」 は、明治36年10]人 、7.4%、37年24人 、1.6%と 少

ない。 フィリピンでの口頭契約とは無関係に 「移民」が送 られていたことがわかる。明治

37年 に、2社 または3社 の各々の合計人数だけが記載された者が9人 いる。

明治36、37年 については、移民取扱会社別統計資料は少なくとも3っ ある。1っ は

『日本外交文書』第36巻 、第37巻(外 交史料館文書3門8類2項184号1「 米国比

律賓群島へ本邦人出稼一件 明治35年12月 ～大正10年8月 」)、1っ は岩谷譲吉報

告 「比律賓群島移民事情」 『移民調査報告 第六』(明 治44年3月 編纂、102～03

頁)で ある。前者の明治36年 の統計はマニラの上陸数に基づいて集計したもの、37年

のは 「移民取扱人代理人届出二係ル比律賓島出稼本邦移民来著表」(r日 本外交文書 』第

37巻 、369～70頁)で ある。後者の岩谷報告には、何の断 り書きも添え られていな

い。そ して、3つ 目の統計資料は、本稿でデータ処理 した渡航者名簿である。それぞれを

比較すると、表7「 移民取扱会社別フィリピン行 き渡航者数(明 治36～37年)」 のと

お り、かなり異なった数値 が存在する。明治36年 に限ると、外務省通商局の 「移民保護

法二依 リ渡航許可ヲ与ヘタルモノ」の統計もある(剛 。 これによると 「移民取扱人二依ル

モノ」は1802人 で、岩谷報告1470人 、渡航者名簿 ユ368人 、 『日本外交文書』

1109人 よ りかな り多 い。37年 では渡航・者名簿1477人 、 『日本 外交文 書 』

2144人 、岩谷報告1626人 となっている。許可を得た者で実際に渡航 しなかった

者、あるいは、 「密航」 して正規の手続きを踏まなかった者が存在 したとも考え られる。

もちろん統計の取 り方やそのほかの不備 も考えられる。これらのことか ら、外務省の意図

に反 し、外務省が海外渡航者の実態を」正確 に把握 していなかった ことがわかる。

◎H(移 民取扱会社経 由、明治40～45/大 正元年)

「東洋移 民合資会社」 のほぼ独占で、1674人 、98 .4%を 占める。明治4ユ 、

42年 両年に 「防長移民合資会社」がそれぞれ 、18人 、9人 を取 り扱ったほかは、すべて

「東洋移民合資会社」がフィリピン行 き渡航者を扱っている。明治期1の ような移民取扱

会社間の競争がなかったことがわかる。

◎IH(自 由渡航者、明治34～44年)

明治36年 に2人 、37年16.人 、38年3人 、合計21人 が含まれていたので、この
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自由渡航者のデータ処理か ら除外 し、明治期1に 加えた。

◎IV(移 民取扱会社経 由、大正2～10年 〉

大正6年 まで 「東洋移民合資会社」が大半を占めていたが、大正6年12月 移民取扱業

務を 「海外興業株式会社」 に譲渡 し、翌年1月 に解散 したのにともない、以後 「海外興業

株式会社」が大半を占めるようになる。 「日本植民合資会社」の渡航者名簿では、 「出帆

港」の記載がまったくない。 「契約期限」も大正3～5年 の記載がほとん どなく(大 正6

年はすべて 「3年 間」)、 大正4～6年 の渡航者はすべて 「農業」 目的の 「ダバオ」行き

で、記載内容 に正確さが欠ける。特徴的なのは、大正3年 取 り扱いの93人 のうち半数以

上の59人 が、 「木挽」 「杣職」を目的 としていることで ある。 「南米移民株式会社」の

渡航者名簿では、すべて 「農業」 目的 ・ 「米領比律賓」行 き ・ 「3年 契約」で、正確さに

疑問が残る。 「森岡移民株式合資会社」の渡航者名簿には、 「契約期限」が記載 されてお

らず 、大正8年 の9人 すべてが 「木挽」 目的で、 「望月林業地」に渡航 してお り、大正9

年の59人 のうち31人 が 「木挽」 目的で 「望月林業地」 「南部林業地」 「木原木材」に

渡航 している。

◎V(移 民取扱会社経 由、大正15/昭 和元～14年)

日本で唯一の移民取扱会社 となった 「海外興業株式会社」が独占した。 「海外興業株式

会社」の名簿は月々の報告で、昭和6年10月 、昭和13年10月 、昭和14年2、5、

6月 を除いて連続 して いる。掲載あない月はいずれも渡航者数が減少 した時期であ り、実

際に渡航者数が0で 、報告書が欠落 した可能性は低い。

◎VI(全 体のまとめ)

昭和7年 の 『海外興業株式会社現勢要覧』によると、移民取 り扱いは 「宣伝、募集、乗

船手続、輸送、配耕及び保護」 の5つ に分けられていた。事務所は東京本社、神戸輸送事

務所のほかに海外に5ヵ 所、代理人による海外渡航相談所はほぼ各道府県、主要都市45

ヵ所にあり、海外にもマニラ、ダバオなどの主要移住地にあった。宣伝は、各道府県の代

理人を通 して各地で講演会、活動写真映画会 を開催し、案内書 を頒布した。募集は社員が

巡回、講演、新聞公告を行ない、代理人が応募者から移住条件に適 した者 を割 りあて人数

分選んだ。そ して、 「渡航許可」の手続 きを代行 し、長崎移住教養所の入所手続き、健康

証明書、予防接種証明書などの必要書類を作成 した。っいで長崎県庁か ら旅券、アメ リカ

合衆国領事か ら査証を受け取 り、乗船手続きの うえ輸送した。 「海外興業株式会社」は、

南米では拓殖事業会社でもあったが、フィリピンでは配耕の手配まではしなかった。渡航
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後の保護 ・指導については、マニラや ダバオの代理人を通 して行なった(2ω 。

「海外興業株式会社大正6年 創立以降取扱本邦海外移住者員数表(自 大正6年 至昭和

11年20年 間」の 「参考」によると、 「明治30年 以降大正9年11月 迄他 ノ移民会社

ニテ取扱 ヒタル人員」の 「比穣賓」は6722人 と記載されている 〔2'}。しかし、渡航者

名簿の このデータ分析 から得られた 「海外興業株式会社」以外の合計は1万183人 で、

上記の数字と異なる。 「海外興業株式会社」が大正6年 の合併に際 して継承 した 「東洋移

民合資会社」 「南米殖 民株式会社」 「日本殖民会社」の合計6988人 、および9年 合併

の 「森岡移民会社」110人 を加えた数 とも違う数値である(22)。 いっぽう、 「海外興業

株式会社」の渡航者数は、表6「 海外興業株式会社取 り扱いフィ リピン行き渡航者数(大

正6～ 昭和15年)」 のとお り、 このデータ分析 とほぼ一致 していることか ら正 しいもの

と思われ る。 また、大正11年 か ら15年10月 までの3546人 の渡航者名簿が欠けて

いることがわかる。

明治36～37年 は、 「ベンゲ ット移民」などを多数送 り出した 「帝国殖民合資会社」

「海外渡航株式会社」 に、当時林立していた各移民取扱会社が渡航者獲得競争ヒ加わって

いたことがわかる。明治40～ 大正6年 まで 「東洋移民合資会社」がほぼ独占す るように

な り、大正9年12月 以降は日本で唯一の移民取扱会社 となった 「海外興業株式会社」の

独壇場となる。

◆o.渡 航 目的(渡 航ノ目的、労働 ノ種類)

明治40年 以降 「労働 ノ種類」 となっている。明確な基準があって記載されて いるわけ

ではないので、同 じ 「職業」が別の名称で、別々の 「職業」が同 じ名称で記載されている

可能性がある。 「土工」は、重複 した事例から 「土木工事」の略であることがわかる。

◎1(移 民取扱会社経 由、明治36～38年)

「ベンゲ ッ ト移民」渡航以前の明治36年9月 まで は、 「農業」 「荷役人夫」 「大工」

「漁業」が多 い。10月 には 「開墾」が多 くなる。明治36年10月 以降37年 末まで、

明 らかにベ ンゲ ッ ト道路工事およびそれ に類する労働 に従事する ことを目的 とした 「道路

工夫」 「道路工事」 「土木」 「土工」が多 く、合計で半数 を占める。ベ ンゲ ット道路工事

な どの終 了した明治38年 には、 「大工」が大半を占めるようになる。3年 間全体では、

「土工」710人 、25.3%、 「土木(土 木事業、土木工事)」409人 、14.6

%、 「農業」386人 、13.8%、 丁大工」355人 、12.7%の 順で多い。
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◎H(移 民取扱会社経 由、明治40～45/大 正元年)

明治期1と 異な り、職種が限 られていることか ら、 「契約」 に基づいて目的をもって渡

航 したことがわかる。商品作物栽培のための 「農業」1112人 、65.1%、 建築のた

めの 「大工」、358人 、20.9%、 森林開発のための 「木挽」173人 、10.1

%、 「杣職」16人 、0.9%の3つ に大別できる。

◎皿(自 由渡航者 、明治34～44年)

「漁業」 「漁業出稼 ぎ」 「漁業再渡航」 「遠洋漁業」合計101人 、34.5%、 「大

工」 「大工出稼ぎ」 「大工再渡航」合計50人 、17.1%が 多数を占める。そ のほか多

種多様な職種が並ぶ。 自営業、熟練職工またはマニラで雇用され ることを期待 した職種が

目立っ。 目的意識がはっきりしている こと、出稼ぎである ことを意識しての渡航 であるこ

とが特徴 としてあげられる。ただし、多数を占める 「長崎」 「広島」両県出身者 を含 む全

体 の半数 を超える50.4%の 「渡航 目的」が記載されていない。

◎IV(移 民取扱会社経 由、大正2～10年)

、全体で 「農業」を目的とす る者が95.4%を 占めるが、林業地や木材会社に勤める目

的にもかかわ らず、 「農業」 を目的としている者 もお り、実際には 「農業」以外の者が多

数含まれていると考え られる。 「木挽」 目的で 「契約期限」を記載 している大正2～4年

のほとん どが 「2年 間」であることか ら、 「農業」を目的とす る者で も 「契約期限」 「2

年間」の者は、実際には 「木挽」目的の可能性がある。 「農業」を 目的とする者 の 「契約

期限」は、一般に 「3年 間」である。 「農業」以外では、 「木挽」が大正2年 に46人 、

5.6%、3年 に204人 、31.2%、4年 に48人 、14.5%、9年 に30人 、

15.5%を 占めるのが目立つ。大正7年 の 「鍛冶屋」を目的とす る3人 のうち2人 は、

「ピソ農牧会社」行きで、残 りの1人 も 「ダバオ」行 きであることか ら、牧場関係で渡航

したものと思われる。

◎V(移 民取扱会社経由、大正15/昭 和元～14年)

「漁業」347人 、3.1%、 「大工」29人 、0.3%、 「理髪業」5人 、 「鉱業」

2人 、 「店員」2人 、 「菓子製造」1人 、家族 と同行 ・同伴 ・呼寄 を除いて、すべて印刷

された 「農業」のままである。昭和10、11年 に、 「漁業」 目的で渡航 した者が100

人以一ヒいたこと以外に特記することはない。

◎VI(全 体のまとめ)

大正期以降、圧倒的多数を 「農業」が占めるようになる。 この ことは、 「農業」を目的
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と した 者 が 移 民 取 扱 会 社 経 由 で 渡 航 した こ と を意 味 し、 ほ か の 目的 で 渡 航 し た 者 で も 「農

業 」 目的 と記 載 さ れ た 者 が 多 数 い た こ とが 想 像 さ れ る 。 ま た 、 「農 業 」 以 外 を 目 的 と し た

者 の 多 くが 、 自 由 渡 航 や 「非 移 民 」 と し て 渡 航 し た と考 え られ る 。 昭 和14年 の 主 な 職 業

別 在 留 日 本 人 人 口 を み る と 、 「農 業 」6527人 、53.5%、 「水 産 業 」1076人 、

8.8%、 「鉱 業 」11人 、0.1%、 「工 業 」1410人 、11.6%、 「商 業 」

2512人 、20.6%、f交 通 業 」 ユ ユ7人 、1。0%、 「公 務 自 由 業 」288人 、

2.4%、 「家 事 使 用 人 」71人 、0.6%、 「其 他 ノ有 業 者 」188人 、1.5%、 有

業 者 合 計1万2200人 、 「無 業(主 トシテ 家 族)」1万3069人 で あ っ た(23)。 上 記

の 統 計 と比 較 す る と 、 こ の 渡 航 者 名 簿 の デ ー タ 処 理 か ら 「農 業 」 目 的 以 外 の 実 態 が ほ とん

ど わ か ら な か っ た こと が 明 らか で あ る。 また 、 表4「 目的 別 フ ィ リ ピ ン行 き 外 国 旅 券 下 付

人 員(明 治24～ 昭 和12年)」 か ら 、 大 正 期 ま で 「商 業 」 「職 工 」 目的 の 者 が 「非 移

民 」 と して 渡 航 して い た こ と が わ か る。 昭 和6～12年 の も の は す べ て 「移 民 」 だ が 、7

年 間 の 合 計 「農 業 」7733人 、60.2%、 「商 業 」1593人 、12.4%、 「漁

業 」1283人 、10。0%は 、 上 記 の 職 業 別 在 留 日本 人 人 口 に 近 い 比 率 を 示 し て い る 。

「商 業 」 は 、 「非 移 民 」 と し て の 渡 航 が 多 く、 ま た 、 フ ィ リ ピ ンで は 「農 業 」 や そ の ほ か

の 目的 で 渡 航 し、 の ち に 「商 業 」 に 転 向 した 者 が 多 く い た と い わ れ る 〔24)。

◆p.渡 航 地(旅 行 地 名 、 行 先 地)

明 治 期 で は 「旅 行 地 名 」 「行 先 地 」 と な っ て い る も の が あ る。 記 載 の な い も の は 、 「フ

ィ リ ピ ン」 に 分 類 した 。 「渡 航 地 」 で は な く 、 渡 航 先 の 上 陸 港 を 記 載 し た も の が あ る 。

◎1(移 民 取 扱 会 社 経 由 、 明 治36～38年)

「比 律 賓 」 と 「マ ニ ラ」 が ま っ た く区 別 され る こ と な く使 わ れ て い る よ う に思 え る1明

治36年10月 ま で 「比 律 賓 」 が ほ とん どで 、 そ れ 以 降 「マ ご ラ 」 も 増 え る 。 こ の こ と か

ら 「ベ ン ゲ ッ ト移 民 」 が は じ ま る ま で 、 「比 律 賓 」 と しか 認 識 さ れ て い な か った の が 、 上

陸 港 「マ ニ ラ 」 の 名 も 知 ら れ る よ う に な っ た と考 え られ る 。

◎H(移 民 取 扱 会 社 経 由、 明 治40～45/大1E元 年)

「ミ ン ド[1」450人 、26 .5%、 「比 律 賓 」355人 、20.9%、 「ミ ン ドロ島

サ ン ボ セ 」245人 、14.4%、 「ダ バ オ 」160人 、9.4%、 「バ ギ ヲ 」146

人 、8.6%の 順 で 多 い 。 「ミ ン ドロ 島 マ ン ガ リ ン」72人 、4.2%を 加 え 、 ミ ン ドロ

島 へ は 合 計767人 、45.1%が 渡 航 し て い る 。
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明治期1で は、 「比律賓」と 「マニラ」が区別されず、具体的に労働 に従事する地名は

まったく明記されていなか った。明治期Hで は、大半のものに就労地が記載されてお り、

「契約」に基づいていた ことがうかがえる。明治42、43年 の 「バギヲ」行 き146人

はすべて 「大 工」、42年 「ミンダナオ島バガー ン」行 き24人 はすべて 「木挽」、 「タ

ル ラック&パ ンパンガ」行き14人 はす べて 「福井」出身で 「杣職」 、 「パナィ」行き

21人 はすべて 「福島」出身で 「鉄道工夫」をそれぞれ 「渡航目的」 とした。明治45/

大正元年になると 「契約」に基づ く渡航 であることがよ り明確 にな り、 「ミン ドロ島マン

ガリン」行きは 「農業」、ミン ドロ島 丁サンボセ」行きは 「農業」 と 「大工」、 「ミンダ

ナオ島 リマオン」行きは 「木挽」、ミンダナオ島 「ルマラオ」行 きは 「農業」、 「ダバ

オ」行きは 「農業」を 目的とした。 「ダバオ」行 き 「農業」移民は、43年 の49人 全員

が 「福島」出身者であったように、大半が 「福島」からの渡航者であった。

◎IH(自 由渡航者、明治34～44年)

明治37年 の 「キアツボメン トザー」1人 以外 、具体的に 「渡航地」 を記載したものは

な い。 「フィ リピン」231人 、41.0%、 「マニ ラ」329人 、58.4%、 「呂宋

島」2人 、0.4%で あった。すべてマニラという都市で働 くか、職 を見っけることを期

待 した ものと思われる。

◎IV(移 民取扱会社経 由、大IE2～10年)

ミンダナオ島 「ダバ ォ」行 きは、大正4年282人 、85.5%、5年869人 、

97.6%、6年2044人 、72.5%と 人数が増加 し、各年大半を占めた。大正6年

以降の 「ダバ オ」行きは、さらに細分化 されて各農業会社毎の分類になる。 「太 田興業」

行き合計1336人 、 「古川拓殖」行き505人 、 「ギア ンガ会社」行き39人 、 「南比

プランテー ション」行き108人 、 「松岡興業」行き68人 、 「南洋開拓」行き28人 、

「ビアオ」行き38人 、 「ピソ農牧会社」行 き111人 、 「バヤバス」行き2人 の合計

2207人 は、すべて 「ダバオ」の日本人経営の農業会社行きで、 「ダバオ」行き一般の

合計4361人 を加えて、少なくとも6568人 、全体の70.3%が 「ダバオ」 に渡航

した ことがわかる。 これ ら 「ダバオ」行き渡航者の大半は、 「契約期限」 「3年 間」で

「農業」を 目的 に渡航 して いる。そのほかの農業関係では、バ シラン島の 「バ シラン興

業」行きおよび 「ラミタ ン興業」行 き、 「サ ンボアンガ殖産」行きがそれぞれ合計14人

ずつ、 「農業」目的で渡航 している。 これ らの会社は主にココヤシ栽培 を行なっていた。

また、 「ミ ンドロ島マ ンガ リン」(Mangarin)行 き6人 は大正2年 のみで、すべて 「農
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業」を目的としている。同島 「サ ンホセ」行きは同じく大正2年 のみで、 「大工」11人

以外の444人 すべてが 「農業」 目的。 「ミンダナオ島 リマオン」行きは場所 を特定でき

ないが、大正2、3年 のみで、3年 の7人 を除 く166人 すべてが 「木挽」 を目的として

お り、その大半は 「2年 契約」である。大正3、4年 のみのミンダナオ島ラナオ州 「コラ

ンプガン」(Kolambugan)行 きは、合計72人 すべてが 「木挽」目的で、4年 の約半数が

「契約期限」 の記載 がな く、そ のほかはすべて 「2年 間」である。 同島 「ルマ ラオ」

(Lumarao、 おそ らくサ ンボアンガ市か ら直線距離で約100km離 れた シブゲイ湾岸の小

村)行 きは、大正2年 のみの5人 で、 「農業」 を目的 として渡航 しているが、場所および

「契約期限」 「1～2年 間」か ら考えて、木材伐採のための渡航の可能性が高い。大正3

年のみのパラワン島 「アボルラン」(Abor】an)行 きは 「契約期限」の記載がな く、1木 挽」

目的5人 、 「杣職」 目的4人 の合計9人 である。 同じく3年 のみの同島南の 「バ ンカラ

ン」(Bancalan)島 行き15人 は、すべて 「契約期限」 「2年 間」の 「木挽」 目的であ

る。大正7、8年 の合計12人 の 「パ ラワン」行きは、 「農業」 目的で渡航 してお り、 こ

れ らの林業との関係は不明である。そのほかの林業関係では、 「望月林業地」 「南部林業

地」 「ポ リー ヨ木材会社」 「木原木材」 「シブヤン島グローブ製材会社」 「シブヤ ン」

「タヤバス」(ソ ー ミル会社?)の 名がみえる。 「望月林業地」の場所は特定できない

が、大正8、9年 両年合計18人 すべてが 「木挽」を 目的 としてお り、10年 の5人 は

「農業」 目的であるが、 「木挽」 目的の可能性が高い。 「南部林業地」の場所も特定でき

ないが、大正9年 の14人 すべてが 「木挽」目的で、10年 の20人 は 「農業」 目的であ

るが、 これ も 「木挽」 目的で あろ う。 「シブヤ ン島グローブ製材会社」行き大正7年 の

27人(「3年 契約」)、 「シブヤン」行き大正7年 の9人 、 「タヤバス」行 き大正8年

の2人 、 「ポ リーヨ木材会社」行き大正10年 の7人 は、すべて 「農業」目的だが、 「木

挽」 目的の可能性が高い。 「木原木材」行き大正9年 の7人 は、 「木挽」目的である。ま

た、大正3年 のみの 「マニ ラ」行き49人 は、すべて 「日本植民合資会社」の取 り扱 い

で、 「木挽」または 「柚職」を 目的としてお り、 「マニラ」に上陸 した後、伐採地に入っ

たものと思われる。

そのほかの 目的地の場所、会社は特定できないが、すべて 「契約期限」の記載はな く、

「農業」を目的としている。

◎V(移 民取扱会社経 由、大正15/昭 和元～14年)

「ダバオ赤 嶺」行きの4人 を除き、すべて 「渡航地」で はなく 「上陸港」が記載されて
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いる。ダバ オ在留 日本人の数が減少傾向にあった昭和7～10年 および14年 に'「ダバ

オ」行きは半数を割るが、もっとも多い昭和4年 には1439人 、82。4%に のぼって

いる。 「セブ」 「サ ンボアンガ」行 きは少数であるが、実際には 「マニ ラ」経由の者がい

たと考え られる。

◎VI(全 体のまとめ)

大正期以降 「ダバオ」行きが大半 を占めるようになる。 「ダバオ」への 「農業」移民は

もっぱら移民取扱会社経由の渡航者であった ことがわかる。 「ミン ドロ島」への 「農業」

移民は、大正3年 以降 まったくいな くなることか ら、成功 しなかったことがわかる。 「ル

ソン島カランバ」への入植 も大正4年 以降行なわれていない。 「ダバオ」を除 くミンダナ

オ島各地への 「農業」移民、 「木挽」 「杣職」の移民も大正4年 以降行なわれていない。

大正3年 まで、各地、各種の移民の試みがことごとく失敗し、 「ダバオ」への 「農業」移

民だけが成功 した ことがわかる。 「ダバオ」への 「農業」移民以外でフィリピンに在留 し

た者は、移民取扱会社経由ではなく、自由渡航 または 「非移民」 として渡航 したものと思

われ、既述の職業別人 口はそのことを物語っているものと思われる。

◆q.契 約期限(就 業期限、在留期限)

移民取扱会社経由の明治44年2、3月 は 「就業期限」、4月 以降は 「在留期限」 とな

っている。あらか じめ 「満3年 」 と印刷 されたものがある。昭和期か ら 「在留期限」の欄

がな くなるが、それ以前か ら、 とくに 「農業」 目的の者については、実質上ほとんど意味

がなかったよ うに思える。

◎1(移 民取扱会社経由、明治36～38年)

当時の海外出稼 ぎ渡航者の 「契約期限」は 「3年 間」が一般的であったため、ほとんど

が 「3年 問」 と記載されている。 しか し、この 「3年 間」の期限が実質的に意味をもった

とは思えない。明治38年 になると 「契約期限」を記載 した者が少な くなる。

◎H(移 民取扱会社経由、明治40～45/大 正元年)

「契約期限」の記載は、明治44、45/大 正元年の2年 間分 しかない。明治44年 の

「契約期限」 「1年 間」75人 はすべて 「大工」 、 「不定」451人 の大半は 「農業」を

目的とした。明治45/大 正元 年の 「1年 間」65人 は 「ミンダナオ島ルマ ラオ」行 き

「農業」、 「1.5年 間」93人 はミン ドロ島 「サ ンボセ」行き 「大工」、 「2年 間」

230人 は 「サ ンボセ」行き 「農業」 と 「ミンダナオ島 リマオン」行き 「木挽」、 「3年
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間」108人 は 「ダバオ」行き 「農業」、そして 「不定」109人 は 「ミン ドロ島マ ンガ

リン」行き(「 比律賓」行 きは重複記載者か ら 「マ ンガ リン」行きと考えられる)「 農

業」 を、それぞれすべてあるいはほぼすべての渡航者が 「渡航地」 「渡航 目的」 とした。

「不定」の者はすべて 「農業」を目的としたのに対 し、 「大工」 「木挽」 「杣職」を目的

とした者は、短期間の出稼ぎ型渡航者が多い。

◎皿(自 由渡航者、明治34～44年)

明治40年 に 「電鍍金職」を 「渡航 目的」 とした1人 が、 「5年 問」 と記載されている

以外に記載例はない。

◎IV(移 民取扱会社経由、大正2～10年)

全体の86.0%の 者が 「3年 契約」で渡航 している。 「2年 契約」の大半は大正2、

3年 の 「サ ンホセ」 「ミンダナオ島リマオン」 「呂宋島カ ラムバ」 「コランプガ ン」 「パ

ラ ワン島バ ンカ ラン」行 き渡航者 で、大正2年 の 「サ ンボセ」 行き 「大 工」 目的は

「1 .5年 間」、同 「農業」 目的は 「2年 間」が大半を占める。 「大工」 「木挽」 「杣

職」 目的の 「契約期限」は1～2年 間 と短 く、 「ダバオ」行き 「農業」移民は 「3年 間」

が一般的であった。

◎V(移 民取扱会社経 山、大正15/昭 和元～14年)

「契約期限」はまった く記されていない。以前から有名無実だったものが、省略される

ようになったと考え られる。

◎VI(全 体のまとめ)

「3年 間」が一般的であったが、実際には期限はなかった ものと思われる。単 に 「3年

間」 を目安に渡航 した ものと考え られ、出稼ぎ的意味あいで渡航 したことがわかる。そも

そもアメリカ合衆国領フィリピンでは、1903年(明 治36年)3月3日 発布のアメリ

カ本土の移民法(AnticontractLaborLaワ)・ が、6月26日 フィ リピン諸 島で も施行さ

れ、契約移民労働者を雇用する ことができなかったため、 「契約期限」があること自体、

違法であった。

◆r・.帰 国年

「帰国年」の欄はな く、欄外に記入されているだけで、明治期1の データしかない。必

ず しも記載されているとは限 らず、移民取扱会社、記載者 によって もバラツキがある。
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◎1(移 民取扱会社経由、明治36～38年)

「帰国年」 を記載されていない者が必ず しも帰国していないとはいえず、はっきりした

こ とはわ か らな い。 しか し、 「渡航年 」 を含 め3年 以 内に帰国 し、記 載された者 が

13.1%に ものぼる。 とくに明治37年 に渡航 し、その年に帰国 した者は180人 、

12.1%と 多い。 「ベンゲッ ト移民」などが 「3年 間」 の 「契約期限」を終えることな

く帰国 した ことがわかる。

◎H(移 民取扱会社経由、明治40～45/大 正元年〉

記載な し。

◎HI(自 由渡航者、明治34～44年)

記載な し。

◎IV(移 民取扱会社経 由、大正2～10年)

記載な し。

◎V(移 民取扱会社経 由、大正15/昭 和元～14年)

記載な し。

◎VI(全 体のまとめ)

「帰国年」 は、明治27年 公布の 「移民保護規則」、29年 施行の 「移民保護法」で定

められた記載事項 にないため、一般には記載されなかった。

◆s.死 亡年

「死亡年」の欄はな く、欄外 に記入されているだけで、明治期1の データ しかない。必

ず しも記載されているとは限 らず、移民取扱会社、記載者によって もバラツキがある。

◎ 【(移 民取扱会祉経 由、明治36～38年)

死亡者 もすべて記載 されているとは限 らず、正確な ことはわからない。 しかし、記載さ

れているだけで2.4%の 死亡率はけっして低 くない。

◎n:(移 民取扱会社経 由、明治40～45/大 正元年)

記載なし。

◎皿(自 由渡航者、明治34～44年)

記載なし。

◎IV(移 民取扱会社経 由、大正2～10年)

記載なし。
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◎V(移 民取扱会社経由、大正15/昭 和元～14年)

記載な し。

◎VI(全 体のまとめ)

「死亡年」は、明治27年 公布の 「移民保護規則」、29年 施行の 「移民保護法」で定

め られた記載事項にないため、一般には記載されなかった。

◆t.呼 寄 ・再渡航

昭和期のデータ しかない。 「呼寄 ・再渡航」を希望する者は、旅券下付願に呼寄証明書

または再渡航証明書を添付する必要があった。呼寄証明書は、外国在留者が同国の本国領

事に本国に在留する者を呼寄せ る旨を出願 し、領事あ証明書の下付を受けて、これ を本国

の被呼寄人に送付 した。再渡航証明書は、本人が帰国するとき、領事よ りふたたび渡航す

ることの証明書を受け、旅券下付願に添付 した(25)。

◎1(移 民取扱会社経由,明 治36～38年)

記載な し。

◎H(移 民取扱会社経 山、明治40～45/大 正元年)

記載な し。

◎m(自 由渡航者、明治34～44年)

記載な し。

◎IV(移 民取扱会社経 由、大正2～10年)

記載な し。

◎V(移 民取扱会社経 由、大正15/昭 和元～14年)

「呼寄」合計431人 、3.8%、 「再渡航」合計290人 、2.6%は 、ダバオ領事

館分館のみの取 り扱い 「外国旅券下付出願二要スル各種証明書発給表」の大正15/昭 和

元～14年 の 「呼寄」合計5096件 、 「再渡航」合計3867件 と比べてもはるかに少

ない(26}。 記載されて いな いものが、かな りの数にのぼる と考えられる。

大 正15/昭 和元～10年 に世界各地に渡航 した 日本人全体では、 「初渡航」18万

81・7人 、'「再渡航」1万6425人 で、8.3%を 占めた(27}。 フィ リピン行きの

2.6%よ りかな り高 い。 「男女」別の 「再渡航」の比率では .「男」9.7%、 「女」

6.1%で 、 「男」のほうが渡航頻度が高いことがわかる。
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◎VI(全 体 の ま とめ)

大 正15/昭 和 元 年 の フ ィ リ ピ ン 行 き 渡 航 者2197人 の う ち 、 「初 渡 航 者 」 は

1938人(男1583人 、女355人)で 、 全 体 の88.2%を 占 め た 。 「再 渡航 者 」

の う ち 「帰 国 後1年 ヲ 経 過 セ サ ル 者 」203人(男176人 、 女27人)、9.2%、

「帰 国 後1年 以 上 ヲ 経 過 セ ル 者 」56人(男40人 、 女16人)、2 .5%で 、80%近

い 者 が 帰 国 して1年 未 満 で 「再 渡 航 」 して い る こ とが わ か る(28}。 「再 渡 航 者 」 の割 りあ

い が11.8%に の ぼ る こ と か ら、 この デ ー タ 分 析 よ りさ らに 多 く の 渡 航 者 が 、 実 際 に は

「再 渡 航 」 で あ っ た こ と もわ か る。

表4「 目的 別 フ ィ リ ピ ン行 き 外 国 旅 券 下 付 人 員(明 治24～ 昭 和12年)」 に 記 載 され

た 「再 渡 航 者 及 同 伴 又 ハ 呼 寄 家 族 」 は 、 大 正13～15年 の わ ず か3年 間分 しか な い が 、

3年 間 の 合 計 「男 」419人 、 「女 」658人 で 、 「女 性 」 比 率61.1%の 高 さ を 示 し

て い る 。

大 正9～ 昭 和16年 の22年 間 の ダ バ オ 分 館 取 り扱 い の 「外 国 旅 券 下 付 出 願 二 要 ス ル 各

種 証 明 書 発 給 表 」(29)を 集 計 す る と 、 「呼 寄 」 合 計5598件 、 「再 渡 航 」 合 計5066

件 と な る 。 「呼 寄 」 の う ち 多 い 順 に 「妻 」2967件 、53.0%、 「弟 」428件 、

7。6%、 「長 男 」355件 、6.3%、 「知 人 ・知 己 」223件 、4.o%、 「妻 子j

200件 、3.6%、 「使 用 人 」199件 、3.6%、 「甥 」154件 、2.8%と な

る 。 「妻 子 」 以 外 の 親 戚 ・縁 者 、 「知 人 ・知 己 」 「使 用 人 」 の 多 さ か ら、 ダ バ オ の 労 働 者

不 足 の た め に 、 す ぐ に 働 き 手 に な る 者 を 呼 寄 せ て い た 様 子 が わ か る 。 い っ ぽ う 、 「再 渡

航 」 の 内 訳 を み る と 、 多 い 順 に 「本 人 の み 」2579件 、50.9%、 「妻 同 伴 」

1091件 、2ヱ.5%、 「妻 子 同 伴 」279件 、5.5%と な り、 そ の ほ か ち家 族 の 一

員 を と も な っ て の 「再 渡 航 」 が ほ とん ど で あ っ た 。 ダ バ オ で の 生 活 基 盤 が で き た か らで あ

ろ う 。

◆u.換 算

昭和4年8月31日 「神戸港」出帆より 「換算」の禰がある。 「携帯児」を年齢によっ

て2分 の1、4分 の1、0と 換算 した ものだが、年齢の基準 には多少のずれがある。満

7～11歳2分 の1、3～6歳4分 の1、3歳 未満0が 基準 と思われる。
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◆[各 期のま とめ]

◎1(移 民取扱会社経 由、明治36～38年)

明治36年10月 か ら37年 末 までの、いわゆる 「ベンゲ ッ ト移民」期は顕著な特徴 を

示した。 この渡航者名簿の分析か らわかる 「ベ ンゲッ ト移民」像は、 「福岡」 「広 島」

「熊本」 「和歌山」 「山口」出身の手に職のない 「農民」が、主に肉体労働に従事す るこ

とを目的に,「3年 間」の 「契約期限」、単身でフィリピンに渡っていった ことである。

これ らの各県では、ハワイはじめ 世界各地へ渡航する者が多 く、フィリピンへは地理的に

近い ことか ら、短期出稼ぎを目的 として渡航 した。年齢的にも高い者が少な くな く、妻子

を故郷に残しての渡航者 もかな りお り、家長や後継ぎが少な くなかった ことから一家の命

運をかけての渡航者もいた ことが想像される。渡航手続き等をいっさい移民取扱会社 に任

せ、ベンゲッ ト道路工事などの労働情況を詳 しく知ることな く、 「契約」後1ヵ 月ほどで

慌ただしく出国し、約10日 間かけて 「マニラ」 に到着 した。なかには正規の旅券を取る

ことなく 「密航」 した者もいた らしく、渡航者名簿には別人同一 「旅券番号」が明治36

年に15組 、37年 に21組 存在する。また、出発前の船待ちの港や寄港地などで、渡航

を取 り止めた り、行き先を変更する者 もいたと考えられる。フィリピン渡航後の労働は予

想以上に厳しく、生活環境の変化、病気、望郷の念な どが重な りあい、 「3年 間」の 「契

約期限」を守ることな く帰国する者が少な くなか った。

◎n(移 民取扱会社経 由、明治40～45/大 正元年)

明治期Hは 、直接明治期1と 結びつかないデータを示した。明治期1は 「渡航 目的」が

明確でなかったのに対 し、明治期Hは 本来フィリピンでは契約移民が禁 じられていたにも

かかわ らず、 「契約」に基づいて 日本で職種 にあった人材が選ばれ、渡航していたことが

うかがわれる。職種は 「大工」 「木挽」 「杣職」 「農業」に大別す ることができる。植民

地事業に必要な木材伐採 とその木材 を利用した建築に必要な 「木挽」 「杣職」 「大工」が

不足 していたことがわかる。アメリカ合衆国がフィリピン諸島を領有 して10年 間が経過

したにもかかわらず、イ ンフラス トラクチャーの整備は充分 といえず、また技術を要する

労働者の育成 も順調に進んでいなかったことがうかがえる。一方、農業開発もとくに商品

作物栽培の伸びがそれほど進まず、日本人農業移民の受け入れ を許す ことになったと考え

られる。 これ らの職種 の内容か ら考えて、フィリピン諸島におけるアメリカ合衆国の初期

植民地経営はけっ して順調ではなかった ことが想像され、フィリピン人労働者の不足、不

充分 さを日本人労働者が補 った と考え られる。しか し、日本人労働者の数は、 「ベンゲッ
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ト移民」期のよ うな急激な増加をみせることな く、あ くまでも補充的役割を果た したにす

ぎなかったと考えられる。なお、 「契約期限」 「不定」で 「農業」 を目的として渡航 して

きた者のなかに、フィリピンに定着する者が現われるが、この調査か らは長期的な展望に

基づ く移民というよ り、単なる海外 出稼 ぎ渡航者のイメージが感 じられ る。

◎皿(自 由渡航者、明治34～44年)

移民取扱会社経由の渡航者名簿に基づ く 「移民取扱人二依ルモノ」に比べ、自由渡航者

名簿 に基づく 「移民取扱人二依 ラサルモ ノ」は、 「女性」渡航者比率の高さ、 「年齢」の

高さ、 「漁業」関係者 ・自営業者 ・熟練職工の多さに特徴がある。明治期1お よび明治期

Hで は、フィリピン側の必要に応じた未熟練単純 肉体労働者、 「大工」 「農民」 「木挽」

「杣職」が集団で渡航 したのに対し、明治期自由渡航者ではフィ リピン側の要請あるいは

日本側の意図 とは関係な く、個人の意志にしたがって 自由に渡航 したものと考えられる。

とくに、 「漁業」関係者は 「岡山」 「広島」両県か ら集団で自然流出した。 「長崎」出身

者が 「漁業」関係者でないなら、 「長崎」 という特殊な地理的条件から海外 に出ていった

もの と想像される。明治期 自由渡航者において、 「女性」の渡航者が明治期1お よび明治

期Hに 比べ多 いとはいえ、絶対数が少ない ことか ら永住希望者が多かった とはいいがた

い。 この ことは、家長および家督相続者 の多さおよび出稼ぎと明記 した者か らも推測され

る。また、 「年齢」の高さ、自営業者 ・熟練職工の個々の職種とそ の人数の少なさか ら、

「漁業」関係者を除いて、組織だった意 図をもった渡航ではな く、明らかに個人的な事情

による渡航であったと想像される。

◎rv(移 民取扱会社経 由、大正2～10年)

明治期Hと の顕著な相異点は、5項 目に表れた。平均 「年齢」で0.8歳 若くなり、と

くに16～25歳 が全体 の66.1%で 、明治期Hの56。6%を10ポ イ ント近く上回

っている。 「渡航許可官庁」は特定の県 に片寄 らず、明治期Hで 「福島」 「広島」の上位

2県 だけで過半数 の52.0%で あ った ものが、 「広 島」 「福 島」の上位2県 で、

25.3%と 半数にも満たな くなった。 「労働 ノ種類」 「渡航地」 「契約期限」では、

「農業」 目的の 「ダバオ」行き、 「3年 契約ゴが大多数 を占めるようにな り、目的地の場

所や会社名が具体的に明記されるようになった。 これ らの ことか ら、明治期Hと 大正期に

は、フィ リピン行き渡航者に明 らかな相異がみ られ、それはとくに大正6、7年 のダバオ

のマニラ麻栽培に従事する ことを目的とした渡航者の急増と関連がある。大正4年 までは

明治期 皿と同 じ傾向があるといえるか もしれない。表1「 フィ リピン行き日本人移住者
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数(明 治32～ 昭和16年)」 のとお り、このブーム以降フィ リピン在留 日本人人口は急

速に減少し、定着率(在 比 日本人人 口÷累積移住者数)は 大正7年 の62.8%か ら12

年の34.4%へ と減少 した。

ブーム期の渡航者は、それ以前のアメリカ植民支配下のフィ リピンで不足 して いた労働

者 ・技術者 として雇われたのではな く、日本の資本が投下された土地、とくに 「ダバ オ」

のマニ ラ麻農園で働 くことを目的としている。 したがって、以前にも増 して、出稼ぎ的要

素が強 くなったと考え られる。 このことは、ブームの終わ った大正8年6月30日 現在の

「ダバ オ」の女性人 口が208人 、3.7%で あることか らもわかる。 このブームを境

に、フィリピン行き渡航者は、欧米支配下の苦力的 「アジア人移民」か ら本国の資本を背

景とした 「植民的海外出稼 ぎ移民」へ と変わったと考え られる。

◎V(移 民取扱会社経由、大正15/昭 和元～14年)

昭和期の第1の 特徴 として、 「女性」 「携帯児」の増加があげ られ る。 このことか ら,

フィリピンの 日本人社会が安定してきたことが読みとれる。 「呼寄 ・再渡航者」の増加、

「契 約期 限」 の無 記入 も、 この ことを裏付 けて いる。 しか し、名 簿記 載率 の低 さ

(37.1%)、 記載の簡略化 から、明治期 、大正期 に比べ、移民取扱会社経由の渡航者

はともか く、自由渡航者を含めた移住者全体の実態を充分にっかめたとはいいがたい。

◎VI(全 体のまとめ)

以上の渡航者名簿のデー タ分析から時代区分すると、(1}明治36～38年 の 「ベ ンゲ ッ

ト移 民」 に代表されるアメリカ植民政府の求めた 「クーリー労働」の時代、②明治40～

大正4年 の植民地開発 に必要な 「大工」 「木挽」 「農民」などの時代、(3}大正5年 以降の

日本の資本を背景 とした 「ダバオ」のマニラ麻産業のための 「農業」出稼ぎか ら移民の時

代 となる。

第3期 の 「ダバオ」のマニラ麻産業の発展とともに、表2「 フィ リピン在留日本人人日

(明 治22～ 昭和18年)」 の とお り 「ダバ オ」の 日本人人口は増加 し、大正6年 以降

「マニラ」の 日本人人 口を一1二回るようになった。そ して、昭和15年10月1日 現在、ダ

バオ領事館管内では 「男」1万2088人 、 「女」7179人 、合計1万9267人 に達

し、幽フィリピン全」二では 「男」1万8896人 、 「女」9835人 、合計2万8731人

となった。戦前のフィ リピン在留 日本人人 口3万 人、 「ダバオ」2万 人 といわれたゆえん

である。この 「ダバオ」の 「農業」移民は》第一次世界大戦巾の 「アバカ ・ブーム」時に

は成年男子の単身渡航で あったのが、 しだいに夫婦 ・家族連れでの渡航 に変わ り、昭和
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11年 には 「ダバオ」在留の日本人 「女性」人口の比率は、3分 の1を 超えた。 さらに、

昭和16年12月 の戦争勃発後 も、 「マニラ」の 日本人 「女性」人口の比率が10ポ イン

ト近 く低下 したのに対 し、 「ダバオ」では逆に増加 し、定着ぶ りを示 した。満州国をもじ

って 「ダバ オ国(ク オ)」 と呼 ばれる 日本人社会をつ くっていたので ある。この 「ダバ

オ」への 「農業」移民の多 くが移民取扱会社経由で渡航 し、このデータ分析か ら、その実

態が明 らかになった。

いっぽう、 「ダバオ」の 「農業」移民以外 の集団での移住の試みはつ ぎつ ぎに失敗 し、

「ダバオ」以外の在留 日本人は、個人の自由渡航か 「非移民」 として渡航した経営者か、

あるいは手に職をもつ人が、その技術をあてに各地を転々として雇われ、やがて定着 した

人び とであったと考え られる。また、第 一次 世界大戦を契機に、日本の商社や銀行な どの

支店が 「マニ ラ」に開設され、会社員が駐在員として派遣されたが、これらの人びとは自 ・

由渡航か 「非 移民」 として渡航 したため、このデータ分析では明らかにできなかった。

戦前のフィ リピン行 き渡航者は、このように 「ダバオ」行きと 「マニ ラ」行きに2分 さ

れていた と考えられる。 しか し、個人の自由渡航者のなかには、転々と場所 と職を変えた

結果、 「ダバ オ」 に定着 した者 もお り、また、 「マニ ラ」でも 「ダバオ」のマニラ麻を貿

易品として扱 う商店 ・商社が繁盛し、日本人人口2万 人の 「ダバオ」の存在は、フィ リピ

ンの 日本人社会全体に大きな影響を与えていた。戦前に東南ア ジア各地に渡航 した 日本人

の うち約7割 がフィリピン行きであったのも、 「ダバオ」行 きと 「マニ ラ」行き渡航者が

有機的に結びっいた結果であったといってもいいだろう。

戦 前に世界各地 に移住した 日本人は、朝鮮、満州、南洋群島な ど日本の支配下にあった

地域 を除いて77万6304人 で、フィリピン行き移住者は5万3115人 、6.8%を

占めた。人数的にはさほど多 くないが、地理的な近さもあって、継続的に渡航 しているの

が特徴 である。はじめ手に職のある渡航者が多かったた め、比較的年齢が高かったが、

「ダバオ」への 「農業」移民が本格的になってか らは、定着性のある植民をめざす若者、

家族連れが増加した。 「沖縄」 「福島」出身者が多かったのは、初期のダバオで活躍 した

「沖縄」出身で太田興業株式会社重役の大城孝蔵 と 「福島」出身で医師の橋本音治の功績

が大きい。これらの県 からは、具体的な成功話 とともに 「移民取扱会社」の代理人が活発

だったために、っぎつぎとダバオに渡航 したものと考えられる。満州移民のような国策移

民で も、南米各地へのような集団での契約移民でもないにもかかわ らず 、 「ダバオ」では

民間主導の植民基盤ができあがってお り、渡航手続きを 「移民取扱会社」に任せて、 「渡

44



航許可」から1ヵ 月足 らずで 「出帆」 し、家族、親戚、知人のいるアバ カ(マ ニ ラ麻)耕

地に入っていったものと思われる。昭和8年1月 以降は、長崎市に設置された移住教養所

において、身体検査や予防接種をす るだけでな く、フィリピンの言語、地理、慣習、農業

など移住地事情の教育 を受けた者 もいた。

大正7年 に長野県上伊那郡富縣村 の富縣植民研究会のまとめた 「ヒリツピン渡航の栞」

には、出発までの様子をっぎのように伝 えている。

◎旅費仕度費…切で二百円位かかる 即見せ金六拾円 入国税拾六円 会社手数料ニ
ママ

給[拾】五円 横浜滞在費(一 日八拾銭)及 横浜までの旅費検疫雑費が拾円位 船賃マ

ニラまで二拾五円(其 先きの船賃三拾七八円滞在費等は見せ金で払へる)小 計百三拾

六円と外に仕度費五拾円位と小使拾余円合計二百円

◎渡航手続は 戸籍謄本一通 医師の健康診断書一一一通 写真三枚(手 札形で台紙には

らず履歴書一通(労 働の経験が有るかないかを知るためで労働の出来なきものは許可

されない)以 止の書類に会社手数料の内金五円を添へて申込む

◎そうすると会社の方で 願書を作つてくれるから 願人及び戸主は願書に捺印して

自ら之を警察署に出す(度 々出頭して警察に御願すれば早く取次がるるならん)

◎警察署で人物を調べたり指紋を取つて前記の願書と共に県庁に回すと 凡そ二三週

間位たっと糞便検査器を警察でくれる 之に糞便を入れて神奈川県庁警察部へ小包で

送る 十日内外で合格か不合格の通知が本人へ来る 合格しておれば之れから…週間
マ マ

内外 に警察へ呼んで渡航許可の通知 をしてくれる 若 し虫が居 ると治療をせよとふ い

[いふ】通知が くる そうした ら一週間以上治療して医師の治療証明書をもらひ警察へ

出す と数 日の中に渡航許可の通知が くる 十人に七八人虫が居 る

◎渡航許可の通知を受けたらば いつ出かけて宜いか を問合せる 出帆 日より八 日前

に横浜市元浜町三丁 目松坂屋に投宿する 出帆 日の四 日又五日前に身体検査 を神奈川

県庁でする トラホームと十二指腸虫を しらべる検査に不合格になった ら 次の船ま

でに治療する 十二指腸虫ならば横浜で入院すれば五 日で大概なほる入院料一 日二円

位である滞在 中は移民講習所に行つて外国行の万事を教へ られた り 仕度を整へた り

・する そして乗船する 〔30}

本調査 にお いて、渡航者名簿をデータ処理する ことによって、渡航前、渡航時の状況の

一端を明 らか にすることができた。渡航後については、 「在留邦人職業別人 口表」などの

分析 を必要とする。今後の課題 としたい。
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註:

(D外 交文書では 「移民取扱人」を正式名称 とし、一一般には 「移民会社」 として知 られ

る。 「移民会社」は 「移民取扱人」の一種であるが 、しだいに個人の 「移民取扱人」

が減 り、そのほとんどが会社経営 になったため、一般に 「移民会社」 と呼ばれるよう

になった。本稿では、海外での拓殖事業会社や移植民団体な どと区別 して、 「移民保

護法」 で規定された行政庁 の許可を受けた商事会社である 「移民取扱人」 として、

「移民取扱会社」の名称を使 う。・

(2)『 日本外交文書』第27巻 、619～22頁 。

(3)『 日本外交文書』第29巻1978～85頁;第30巻 、661～70頁 。

(4)拓 務大臣官房文書課編r拓 務要覧 昭和15年 版』昭和16年 、540～48頁 。

(5)『 日本外交文書』第29巻 、978～81頁 。

(6)詳 しくは、早瀬晋三 『「ベ ンゲ ッ ト移民」の虚像と実像 一 近代 日本 ・東南アジア

関係史の一考察』同文舘、平成元年、292頁 、参照。

(7)外 務省外交史料館文書3門8類2項283号7「 旅券下付出願二要スル在外公館発

給各種証明書交付人名表一件 馬尼刺之部」;同283号12「 旅券下付出願二要ス

ル在外公館発給各種証明書交付人名表一件 ダヴァオ之部」。

(8)『 通商彙纂 』26号(明 治38年5月13日)、47～48頁 。

(9)拓 務省拓務局 『海外移住統計 昭和11年10月 現在』昭和12年 、4～5頁 。

(10)『 通商彙纂 』62号(明 治37年11月14日)、36頁 。

(ll)拓 務省拓務局 『海外移住統計 昭和11年10月 現在』昭和12年 、28～29

頁。

(12)拓 務大 臣官房文書課編 『拓務要覧 昭和15年 版』昭和16年 、527頁 。

(13)同 上。

(14)外 務省外交史料館文書3門8類2項285号12「 本邦移民関係雑件 比律賓之

部」大正14年7月14日 付在マニ ラ総領事縫田栄四郎か ら外務大臣幣原喜重郎宛

「ダヴァオ行本邦農業労働者取扱方二関スル提案」。

(15)拓 務大臣官房文書課編 『拓務要覧 昭和15年 版』昭和16年 、532頁 。

(16)r日 本外交文書 』第36巻 、428～31頁 。

(17)『 通商彙纂』62号(明 治37年11月14日)、31～36頁 。

(18)国 際協力事業団編 『海外移住統計』昭和63年 、ll5頁 。
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(19)r通 商彙纂』62号(明 治37年11月14日)、27～36頁 。

(20)r昭 和7年10月 海外興業株式会社現勢要覧』1頁;拓 務大臣官房文書課編r拓

務要覧 昭和15年 版』昭和16年 、536頁 。

(2D拓 務省拓務局 『海外移住統計 昭和11年10月 現在』昭和12年 、38頁 。

(22)比 律賓協会(吉 村敏夫)『 日比関係の回顧 と現状』昭和11年3月 、30頁 。

(23)外 務省調査部 『海外各地在留本邦人人口表 昭和14年10月1日 現在』昭和15

年、73頁 。

(24)拓 務大臣官房文書課編 『拓務要覧 昭和15年 版』昭和16年 、525頁 。

(25)同 上、527～28頁 。

(26)外 務省外交史料館文書J門2類2項0目J3-9「 外国旅券下付出願二要スル在外

公館発給各種証明書交付人名表報告雑纂 マニラノ部」;J3-5「 外国旅券下付出

願二要スル在外公館発給各種証明書交付人名表報告雑纂 ダヴァオノ部」。

(27)拓 務省拓務局 『海外移住統計 昭和11年10月 現在』昭和12年 、34頁 。

(28)『 昭和2年6月 海外移民統計資料』4頁 。

(29)外 務省外交史料館文書3門8類2項283号12「 旅券下付出願二要スル在外公館

発給各種証明書交付人名表一一件 ダヴァオ之部」;同J門2類2項0目J3-5「 外

国旅券下付出願二要スル在外公館発給各種証明書交付人名表報告雑纂 ダ ヴ ァ オ ノ

部」。

(30)中 村国穂編 『ブラジルとヒリツピン』大正堂、大正7年 、183～84頁 。

付記:本 調査は、平成3年 度文部省科学研究費補助金(奨 励研究A)お よび平成5～7年

度文部省科学研究費補助金(重 点領域研究)の 補助 を受けた。記 して感謝の意 を表 し

たい。
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表1:フ ィリピン行き 日本人移住者数(明 治32～ 昭和16年)
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%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

毘

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

5

7

2

6

4

6

3

8

8

8

1

5

3

5

5

5

0

0

7

0

3

0

0

0

0

2

2

8

2

2

9

5

8

9

4

8

7

2

4

0

0
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人2

7

6

0

5

6

5

5

2

9

8

5

1

4

5

9

1

3

1

1

3

7

1

9

1

7

2

7

7

8

7

8

正

3

9

8

8

7

4

6

9

1

9

6

9

0

1

9

3

8

9

1

5

5

5

5

7

7

3

0

0

8

4

0

9

3

9

6

2

0

8

3

8

2

1

9

4

5

6

8

3

7

6

3

1

3

9

2

0

4

0

8

9

1

5

9

6

7

1

6

2

3

8

6

2

3

3

7

0

6

6

9

9

4

6

4

9

0

5

4

0

9

7

2

7

1

2

2

2

1

1

2

2

2

3

4

5

5

6

7

0

9

9

8

7

6

8

8

9

0

3

5

9

9

9

0

0

1

1

3

5

5

8

1

1

1

1

1

1

重

2

2

2

2

2

2

2

2

累積移住者数

人7

5

2

7

0

7

8

4

7

7

3

9

8

8

0

8

7

7

3

1

2

7

6

5

3

8

5

5

2

7

2

1

8

9

3

5

4

0

8

2

8

5

1

2

0

1

4

6

3

i

5

2

2

1

0

3

2

8

1

8

3

7

8

9

8

3

8

1

蓋

7

5

8

7

8

2

6

1

1

2

0

8

4

6

1

蓋

3

2

6

7

9

0

2

6

2

9

8

6

0

1

2

3

2

6

0

2

7

2

9

1

7

8

3

0

1

9

8

4

2

0

9

2

1

7

1

2

5

5

5

5

6

6

6

7

7

8

9

0

1

4

7

8

8

9

9

9

0

1

4

6

8

3

6

7

7

8

0

2

5

8

i

2

2

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

4

4

4

4

5

5

5

5

在比日本人/累積

2

0

3

6

2

1

4

8

0

6

4

3

5

5

宜

2

2

9

3

8

4

9

9

9

1

8

6

4

2

2

1

0

0

6

8

0

8

4

5

4

4

3

3

3

3

3

4

4

5

5

5

5

5

6

5

4

4

3

3

3

3

3

4

4

4

5

5

5

5

5

5

4

4

5

4

5

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

鬼

%

%

%

4

0

0

3

0

7

7

6

9

2

0

8

8

8

1

8

8

3

9

藍

4

8

3

8

0

3

4

4

2

7

6

9

9

8

9

3

5

4

出典:外 務省外交史料館文書3.8.2.38「 移民取扱人ヲ経由セル海外渡航者名簿」;同3.8.2.

90「 移民取扱人二依 ラザル移民二対 シ渡航許可ヲ与ヘタル者ノ姓名月表警視庁府県 ヨリ

報告一件」:同 」.L2,0.J3-H「 本邦移民取扱人関係雑件 海外興業株式会社 海外渡

航者名簿」;国 際 協力事業団編 『海外移住統計』1988年,109頁 。

48



表2:フ ィリピン在留 日本人人 口(明 治22～ 昭和18年)

年 月 日

1889.12.31

(明 治22年)

1891.12.31

(明 治24年)

1896.1`L.31

(明 治29年)

1A97.12.3]

(明 治30年)

1898.12.31*

(明 治31年)

1899.12.31

(明 治32年)

1900.3.31

(明 治33年)

1900.12.31

(明 治33年)

里901.12.3董 零

(明 治34年)

1902.7.23ホ

(明 治35年)

1903.6.9零

(明 治36年)

1903.6.30

(明 治36年)

1904.7。15率

(明 治37年)

1905.8.17#

(明 治38年)

1905.12.31

(明 治38年)

1906.1.1.19#

(明 治39年)

1907.7.20零

(明 治40年)

1907.12.31

(明 治40年)

フ ィ リ ピ ン

男

2人

100.0%

5
100.0%

7
100.0%

13

81.3髭

8

農
U

82
89.1%

78
92.9%

103
61.7%

226
57.1%

約590

65.6%

773

63.6%

1,622
77.4%

1,687
78.89b

1,802

74.0鑑

1,476
70.8%

1,500

68.8光

1,'461
77.2%

女

0人

0

0

3
18.7%

£
U

8

is
10.9%

6
7.1%

69
38.3%

lea

42,9光

約310

34.996

442

36.4%

474
22.6%

455
21.2%

633
zs.o%

609
29.296

680

3豆.2%

431
22.8%

合 計

2人

5

7

16

4

4

り
4

り
6

92

89

167

396

900

1,2且5

2,096

2,142

2,435

2,085

2,180

1,892

マ ニ ラ 及 其 付 近

男

2人

100.0%

9
100.0%

7
100.0%

13
86.7%

630

63.6%

415
66.2%

女

0人

0

0

2
13.3%

361
36.9%

212

33.8%

合 計

2人

100.0%

9

80.0

7

100。0%

15
93.8%

711

991

81.6瓢

627

33.1%

ダ バ オ 及 其 付 近

男

22
100.0%

311

99.7%

女

0

1
0.3%

合 計

22
1.S%

3藍2

16.5%
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1908.12.31

(明 治41年)

1909.12.31

(明 治42年)

1910.12.31

(明 治43年)

1911.12.31

(明 治44年)

1912.6.30

(明 治45年)

1912.12.31

(大 正 元 年)

1913.6.30

(大 正2年)

1913.12.31

(大 正2年)

1914.6.30

(大 正3年)

1915.6.30

(大 正4年)

1916.6.30

(大 正5年)

1917.6.30

(大 正6年)

1918.6.30

(大 正7年)

1919.6.30

(大 正8年)

1920.6.30

(大 正9年)

1921.6.30

(大 正10年)

1922.6.30

(大 正ll年)

1923.6.30

(大 正12年)

1924.6.30

(大 正13年)

1,520
79.2%

1,688
78.2%

1,902
74.4%

2,268
76.9%

2,536
78.4%

2,863
78.9%

3,431
80.296

3,935
82.4%

9,315
83.3%

4,689

83.3艶

5,193
83.7%

6,290
86.29b

9,812
90.2%

8,731
90.5%

8,091
87.9%

7,255
86.5%

6,158
83.9%

5,729
84.4%

6,629
82.2%

399
20.8%

470
21.8%

653
25.6%

683
23.1%

694
21.6%

791
21.6%

846
19.8%

840
176%

864
16.7%

942
16.7%

1,010
16.3%

1,011
13.8%

1,069
9.8%

912
9.5%

1,116
12.19d

1,136
13.59b

1,181
16.t%

1,062
15.6%

1,438
17.8%

1,919

2,158

2,555

2,951

3,233

3,659

4,277

4,775

5,179

5,631

6,203

7,301

10,881

9,643

9,207

8,391

7,339

6,791

8,067

499
69.2%

537
68.9%

517

65.2瓢

774
71.8%

799
72.1%

955
72.5%

1,282
75.8%

1,349
76.1%

1,381
75.9%

1,475

74、6%

1,634
74.7%

1,801
77.1%

1,690
81.7%

i,582
78.3%

1,899

81.6%

1,770
77.8%

1,667
76.9%

1,692
73.0%

50

222
30.8%

242
31.1%

276
34.8%

309
28.2%

308
27,9%

363
27.5%

410
24.2%

423
23.9%

439
24.1%

501
25.4%

552

253毘

535
22.9%

398
18.3%

439
21.7%

429
18.4%

505
22.2%

501
23.1%

625
27.0%

721
37.6%

779
36.1%

793
31.0%

1,078
36.5%

1,102
34.1%

1,318
36.1%

1,692
35.4%

1,772
34.2%

i,g20
32.3%

1,976
31.9%

2,186
29.9%

2,336
21.5%

2,068
21.4%

2,021
21.0%

2,328
27.7%

2,275
31.0%

2,168
31.9%

2,317
28.7%

319
98.2%

330
96.5R;

348
96.4%

290
95.4%

351
97.0%

415
96.7%

573
94.9%

675
95.1%

989
95.8%

1,383
95.9%

2,746
96.1%

6,149
96.6%

5,413
96.3%

5,168

93.1%

3,856

90.4%

2,847
89.1%

2,436
90.8%

3,253
87.1%

6
1.8%

12
3.5%

13
3.6%

14
4.6%

1韮

3.0%

19
3.3%

31

5.1毘

35
4.9%

93
4.2%

59
4.1%

112
3.9%

219
3.4%

208
3.7%

389

69%

408
9.6%

349
10.9%

248
9.2%

480
12.9%

325
16.9%

342
15.8%

361
14.1%

304
10.3%

362
11.2%

429
11.7%

604
12.6%

710
13.7%

1,027
18.2%

1,442
23.2%

2,858
39.1%

6,368
58.5%

5,621

58.3器

5,552

60.3%

4,269
50.S%

3,196
43.5%

2,684
39.5%

3,733
46.3%



1925.10.1

(大 正14年)

1926.6.30

(大 正15年)

1927.10.1

(昭 和2年)

1928.10.1

(昭 和3年)

1929.10.1

(昭 和4年)

1930.10.1

(昭 和5年)

1931.10.1

(昭 和6年)

1932.10.1

(昭 和7年)

1933.10.1

(昭 和8年)

1934.10.1

(昭 和9年)

1935.10.1

(昭 和10年)

1936.10.1

(昭 和11年)

1937.10.1

(昭 和12年)

1938.10.1

(昭 和13年)

1939.10.1

(昭 和14年)

1940.10.1+

(昭 和15年)

1941.12.10

(昭 和16年)

1943.1.23#

(昭 和18年)

1943.7.叢

(昭 和18年)

7,069
82.0%

7,772

809%

8,927
81.3%

10,920
78.3%

11,926
77.0%

14,624
74.5%

14,432
74.3%

14,572
72.9%

14,363
71.6%

14,425
70.2%

14,822
69.0%

14,339
68.0%

16,074
672%

17,211
66.8%

16,575
65.6%

18,896
65.8%

1,553

18.眺

1,835
19.1%

z,osa

18.7%

3,018
21.7%

3,561
23.0%

5,004
25.5%

4,979
25.7%

5,421
27.1%

5,686

28.4%

6,133
29.8%

6,646
31.0%

6,718
32.0%

7,860
32.8%

8,565
33.2%

8,694
34.4%

9,835
34.2%

8,622

9,607

董0,987

13,938

15,987

19,628

19,411

19,993

20,049

20,558

21,468

2t,087

23,939

25,776

25,269

28,731

豊,571

72.2%

1,687
72,1%

1,648
74.3%

1,931
70.8%

2,302

71.2鑑

2,756
69.2%

2,886
69.0%

2,899
69.4%

3,052
694%

2,744
673%

2,828
68.9%

2,570
66.8%

3,043
68.0%

3,110

68.6覧

2,304

67.596

3,145

醐

5,575
75.6%

606
27.8%

654
27.9%

571
25.7%

798
29.2%

929
zs.a%

t,zzs
30.8%

1,296
31.0%

1,280
30.6%

1,345
30.6%

i,332
32.7%

1,309
31.6%

1,276
33,2%

1,431
320%

1,424
31.4%

1,109

32.5%

1,465

職

i,761
239%

2,177
25.2%

2,341
24.4%

2,219
zo.a%

2,729

19.6瓢

3,231
20.9%

3,984
20.3%

4,182
21.5%

4,179
20,9%

4,397
21.9%

4,076
19.896

4,137
19.3%

3,846
18.2%

4,474

18.7瓢

4,539
17.6%

3,413
13.5%

4,610

16.0

7,376

零年月 日報告,#年 月日発表,ほ かは年 月日現在。

叢男女 の合計 と 「合計」が一致 しない。
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3,917
86.896

4,585
84.8%

5,SO6
83.6%

7,141
80.1%

7,885

78。7%

9,716
77.5%

9,599
75.3%

9,557
73.6%

9,129
71,7%

9,i28
69.9%

9,249
68.4%

9,270
66.1%

9,879

652箔

10,770
64.3%

11,ll8
62.9%

12,088
62.7%

11,758
61.6%

598
13.2%

822
15.2%

1.iii
16.4%

1,771
19.9%

2,140
21.3%

2,82孟

22。5需

3,157
24.7%

3,435

26.、4%

3,601
28.3%

3,930
30.1%

4,279
31.6%

4,759
33.9%

5,271
34.8%

5,985
35.7%

6,549
37.1%

7,179
37.3%

7,331

38.4嵩

4,515
52.4%

5,407
56.3%

6,947
63.2%

8,912
63.9%

10,025
64.7%

12,537
63.9%

12,756
65.7%

12,992
65.0%

12,730

63.5

13,058
63.5%

13,528
63.0%

14,029
66.5%

15,150
63.3%

16,755
65.0%

17,667
69.9%

19,267
67.1%

17,679

19,089



+在 マニラ総領事館管内および在ダバオ領事館管内の合計デー タしか ないため、マニ ラのデータ

は1939年 のデータか らの推計(下 線部)、 ダバオにつ いては1939年 の数値で管内合計の96.7%
がダバオであることか ら、管内合計の数値を掲載 した。

男 ・女 の下の数値は男女比率,合 計の下の数値 はフィ リピン全体に対す る比率。
出典:外 務省外交史料館文書7.1.5.4「 海外在 留本邦人職業別 人口調査一件」;同K3.7、0.7

「在外本邦人職業別人 口表一件」;外 務省通商局編 『海外 各地在 留本邦人職業別人口表』 ,
外務省調査部編 『海外 各地在留本邦人人口表』;『 通商彙纂』;『 マニ ラ新聞 』
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表3:移 民 ・非移民別フィ リピン行 き渡航者数(明 治24～ 昭和12年)

総 数 移 民 非 移 民

男 女 合 計 男 女 合 計 男 女 合 計

明治24年 4人 一

4人 4人 一 4人

25年 5 1人 6 5 1人 6

83.3% 16.7% 83.3% 16.7%

26年 23 3 26 23 3 26

88.5% 11.5% 88.5% 11.5%

27年 4 1 5 4 1 5

80.0% 20.0% 80.0% 20.0%

28年 12 1 13 12 1 13

92.3% 7.7% 92.3% 7.7Ro

29年 12 一 12 12 一 12

30年 1$ 2 ao 18 a 20

90.0光 10.0% 90.0% 10.0%

31年 10 一 10 10 一 10

32年 102 12人 77 13 90

11.8% 85.6% 14.4% 88.2%

33年 66 5 53 8 6]

7.6% 86.9% 13.1% 92.4%

34年 200 8 173 19 192

4.0% 90.1瓢 9.9% 96.0%

35年 129 77 46 1 47

62.1% 97.9瓢 z.t% 37.9%

36年 2,986 2,215 216 55 271

89.1% 79.7Ro 20.3% 10.9%

37年 3,569 2,923 611 35 646

81.9% 94.6% 5.4% 18.1%

38年 969 427 486 56 542

44.1% 89.7% 10.3% 55.9%

3幽9年 297 71 156 70 226

23.9X 69.0% 3重.0% 76.IRo

40年 447 176 222 49 271

39.4% 81.9% 18.1% 60.6%

41年 340 143 166 31 197

42.1% 84.3% 15.7% 57.9%
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42年

43年

44年

年
年

年

5
元

2

4
正大

正

/

大

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

1

1

1

1

1

年

年

年

5
元

2

1
和昭

和

/

昭

328 
82.8%

590 
89.8%

857 
92.8%

996 
91.2%

840 
91.1%

613 
82.7%

1,120 
89.6%

3,434 
95.4%

3,365 
90.1%

1,190 
79.5%

629 
69.8%

586 
73.3%

410 
71.3%

666 
77.7%

1,767 
82.7%

2,158 
81.3%

 68 
17.2%

 67 
10.2%

66 
7.2%

96 
8.8%

82 
8.9%

128 
17.3%

130 
10.4%

165 
4.6%

368 
9.9%

306 
20.5%

272 
30.2%

213 
26.7%

165 
28.7%

191 
22.3%

370 
17.3%

498 
18.8%

397

396

657

923

1,092

922

741

1,250

3,599

3.733

1,496

901

799

575

746

857

2, 137

2,656

3,022

291/ 
86.9%

533 
91.6%

764 
94.9%

891 
92.7%

736 
92.3%

456 
86.0%

949 
93.9%

3,141 
97.2%

2,944 
91.9%

816 
84.9%

305 
70.8%

342 
80.9%

151 
78.6%

1,799 
81.9%

54

 44A 
13.1%

49 
8.4%

41 
5.1%

70 
7.3%

61 
7.7%

 74 
14.0%

62 
6A%

90 
2. 8%

259 
8.1%

145 
15.1%

126 
29.2%

 81 
19.1%

 41 
21.4%

398 
18.1%

170 
42. 8%

335 
84. 6%

582 
88.6%

805 
87.2%

961 
88.0%

797 
86.4%

530 
71.5%

1,011 
80.9%

3,231 
89.8%

3,203 
85.8%

961 
64.2%

431 
47.8%

423 
52.9%

192 
33.4%

449 
60.2%

548 
63.9%

1,635 
76.5%

2,197 
82.7%

2,660 
88.0%

194 
85. 5%

 37 
60. 7%

 57 
76.0%

 93 
78.8%

105 
80.2%

104 
83.2%

157 
74.4%

171 
71.5%

293 
79.6%

421 

79.4

374 
69.9%

324 
68.9%

244 
64.9%

259 
67.6%

 33 
14.5%

 24 
39. 3%

 18 
24.0%

 25 
21.2%

 26 
19.8%

 21 
16.8%

 54 
25.6%

 68 
28.5%

 75 
20.4%

109 
20.6%

161 
30.1%

146 
31.1%

132 
35.1%

124 
32.4%

227 
57. 2%

 61 
15. 4%

 75 
11.4%

118 
12.8%

131 
12.0%

125 
13.6%

211 
28.5%

239 
19.1%

368 
10.2%

530 
14A%

535 
35.8%

470 
52.2%

376 
47.1%

383 
66.6%

297 
39.8%

309 
36.1%

502 
23.5%

459 
17.3%

362 
12.0%



年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

1

1, 180 
71.7%

791 
66. 3%

992 
66. 1%

1, 471 
69. 3%

2, 883 
71.2%

3, 803 
73. 7%

、4 }ミ
両

(昭和10年 を除く)

年

年

年

年

3

4

5

6

1

1

1

1

466 
28. 3%

402 
33. 7%

508 
33. 9%

653 
30. 7%

1, 167 
28. 8%

1, 354 
26. 3%

2, 569

3, 578

3, 209

1, 646

1, 193

1, 500

2, 124

4, 050

5, 157

60, 621

814 
72. 6%

477 
63. 9%

604 
64.2%

1, 040 
67. 4%

1, 205 
66. 9%

2, 042 
70. 6%

2, 862 
75. 1%

307 
27.4%

269 
36. 1%

337 
35. 8%

504 
32. 6%

597 
33. 1%

849 
29.4%

949 
24. 9%

2, 077 
80. 8%

4, 535 
126. 7%

2, 685 
83. 7%

1, 121 
68. 1%

746 
62. 5%

941 
62. 7%

1, 544 
72. 7%

1, 802

2, 891 
71. 4%

3, 811 
73. 9%

47, 529 
78. 4%

2, 388 

 854 

 626 

 347

366 
69. 7%

314 
70. 2%

388 
69. 4%

431 
74. 3%

841 
72. 6%

941 
69. 9%

159 
30. 3%

133 
29. 8%

171 
30. 6%

149 
25. 7%

318 
27. 4%

405 
30. 1%

492 
19. 2%

-957 
-26 . 7%

524 
16. 3%

525 
31.9%

447 
37. 5%

559 
37. 3%

580 
27. 3%

1, 159 
28'. 6%

1, 346 
26. 1%

13, 092 
21. 6%

男 ・女 の下の数値は男女比率、合計の下の数値は全体 に対する比率。

出典:内 閣統計局編 『日本帝国統計年鑑 』各年;拓 務大 臣官房文書課編r拓 務統計』各年;吉 村敏
夫 『昭和十一年三月 日比関係の回顧 と現状』比律賓協会 、29頁 。
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表4:目 的別フィ リピン行 き外国旅券下付人員(明 治24～ 昭和12年)

明治24年馬
比

25年 比
26年 比

27年 比

28年 比

29年 麻

比
30年 馬

31年 馬
32年 馬

比
33年 比

34年 馬

比
35年

36年
37年

38年
39年

40年
4且年

42年

男
女
率
計

比
合

性

計

女

小

明 治43年
44年

45年

大 正2年
3年

4年
5年

6年

7年
8年

9年
10年

11年

12年
13年

14年

15年

小計 男
女

女性比率
合計

昭 和6年 零
7年

8年
9年

10年 零

il年

12年 皐

小計 男女

女性比率
合計

男
公 用

女

3
1

2

3

3

2
1

4

2

1

3
2

5
2

1
3

38

9

19.1%

47

16瓢

1

2

」侵

り
白

公 用

z
z

6
1

z
4

3

3
7

1

4
9

13

5

il
u

1

2

1

2
2

7

3

6

5

79

30

27,5瓢

且09

0.5瓢

製造 工業

7

7

【
」
ツ
ー
【
」
7
1
0

董

2

9
0
2

3

」
侵

7

ρ0

4

118

31

22,3瓢

152

1.2瓢

男
留 学

女

私費2

1

3

且

4

2

皇

1

%

15

15

'
50

唱

唱

唱

昌

鴫

唱

q

騨

就 学

ー

2

1

5

3

5

3

2

2

2

8

1

6

2

噛

}

1

、

ー

}

1

辱

53

3

54器

56

02瓢

土木建築

7

00
「0

5

9

0

3

4

2

2

4

【
」
3

4

3

1

禮
U
8

9

0

-

9
白
l

1

1

3

4

6

472

208

30.6瓢

680

5.3瓢

農 業

6

0

り0
5

9
白
9
6
0
J

1

2

1

397
332

472

1

10

4

2
1

41
101

69

3,268

229

6,5鑑

3,497

15.4%

農 業

534

248

240
525

612

1227
2197

140

149

(6fl
262

291

562
57A

5,5R3

2,150

27.8男

7,733

60.2%

男
商 用

女

l

l

り
6
4

8

6

1

4
5

zo

s
24

zi
9

53

70

且83

34

26

23

35

536

39

6.8覧

575

zo.t%

唱

ー

「

q

唱

嶋

3

「
1

4

嶋
2

2

2

9

2

3

商 業

26

32

33
51

64
66

74

155
225

214

169
95

108

2

0
」
9

9

2

4

5

4

2

3

8

-

0

3

9

9

7

0

0

4

3

5

畳

2

2

2

3

3

3

3

1

2

2

1,682
303
(5.39G

1,9H5
8.7%

商

2

7
「
ー

4

0

9

1

5

「
D
8

0

亡
0
皇

3

G
σ
-

」
帰
3

£
U
2

4

0
」
2

0
J
1

0
」
7

0

1

1

2

1

-

2

i,tss

394

24.7×

1,593

12.4瓢

農事漁業
男 女

12

5
12

i

9

45

51

3

138

12

8,0瓢

150

5.2艶

9
0
8

2

漁 業

3

1
1

6

3
4

4

1
2

9
8

6

1
-

i
2

4
2

4

2

り
σ

7

3

104

21

16.8瓢

125

0.5髭

漁 業

ρ0

£
U
7

3

3

-

7

7

3

6

?
り
7
-
8

2

1

2

3

蓋

27

6
46

40

57

14

i,093

isa

i4.8駕

1,283

10.0瓢

男
職 工

女

18

1

3

8

42

27

且65

14

3

12

M

307

z

o.s%

309

10.8罵

「

「

鴨

q

「

鴨

、

「

肺

:

:

1

鞠
f

嚇

醸 脚 呼寄

22
98

99

124
224

3[0

419

658

61.1%

且,077

4.7%

鉱業運鮫適

1

3

i

2

1

2

り
0
4

1

1

2

1

2

}

3

3

17.
6

0.oo.

23

5

9駕

za

2瓢

傭
男 女

1

出 稼 ・傭

出

2

一
3

1

ー

稼

り
O
l

4

4

2

6

6

1

9

4

4

董

8

2

4

1

3

5

1

9

1

0

`

3

4

[

ー

1

2

2

2

7

6

0

7

8

3

1

2

畳

ー

ー

ー

1,038

iio

9.6瓢

1,148

40,1%

移 民

291

533
764

891
736

456

949
3141

2944

816
305

342

151

44

49

ai

70

61

74

62

90

259

145

且26

81

41

2,319

(,143

8,5光

3,462

59.2瓢

理燃 洗蕨

3

7

一
3

8

【
e
り0

一

一

一

一

一

置

「

ワ

9

一

一

一

一

一

一

「
0

2

一

1

3

【
σ

42

39
ao

506%
79

0.so.

z

i

3
0%

男
遊 歴

女

「

、

～

鞘

:

:

鴨

=

弓

喝

噺

視 察

2

8

0

8

5

皇

7

7

6

7

2

3

2

3

9

5

3

2

2

2

2

7

1

3

層
2

3

3

7

3

453

32

6.6瓢

485

2,1瓢

家事捷用人

2

2

9
魯
【
0
6

4

4

5

£
U
1

0

7

ai

as

581罵

74

06完

男
其 他

女

1

2

1

5

1

2

2

3

-

」

9

9

2

9

2

8

8

0

3

置

5

1

6

9

2

4

3

1

8

2

6

9

4

1

1

6

6

5

3

0

3

4

2

9
0
3

2

ー

ー

916

204

32.9瓢

620

21.6需

雑

9

19
53

50
ai

47

53
86

54

85
87

86
78

23
60

351

is

且4

23

23

12

36

46

52

64

iii

ioo

90

83

5
8

75

1.172

767

39,6瓢

1,939

8.5瓢

雑

4

2

1

9

8

1

0
」

」
「
3

7

8

2

8

亡
0

0

[
σ
ρ0
0
」
9

7

0

5

」
㌦
5

6

3

4

2

置

1

2

504

726

59」0駕

1,230

9.6%

男
合 計

女

1

0
0

5

3

4

2

り
4

1

且

2

8

5

4

1

5

5

6

0

9

丑

3

瓢

置

1

5

3

5

7

4

3

3

8

8

1

ρD

8

7

・
く
∪

8

4

8

0

7

0

3

5

8

6

6

-

6

6

2

6

4

、4

3

3

8

且

ー

6

-

5

3

3

4

i

置

8

5

2

6

9

'

1

,

1

2

6

4

-

2

-

1

2

2

隣

ー

3

1

1

隔

「
2

辱

合 計

328

590

857
996

840
613

<<zo
3434

3365

1190
629

586

410

666
1767

2i5R

68

67
66

96
82

128

130
L65

368

306
272

213
165

191
370

498

19,549

3,185

14.0瓢

22.734

合 計

814

477
604

1090

1205
2042

2862

307
zss

337

504
597

849

949

9,044

3,812

29.7駕

12,856

昭和6～12年 につ いては、 「目的別フィリピン行き移民渡航者数」
比:比 律賓 群島または西領比律賓または米領比律賓;馬 または麻:馬 尼刺 または麻尼刺
再渡航 ・呼寄:再 渡航者及同伴又ハ呼寄家族
零各項の合計 と 「合計」の数値が一致 しない。

出典:内 閣統計局編 「日本帝国統計年鑑』各年;拓 務人臣官房文書課編 『拓務統計』各年。

56



表5:移 民取扱会社経 由 ・自由渡航者別フィリピン行き渡航者数(大 正15/昭 和元～12年)

大正15年

昭和元年

昭和2年

3年

4年

5年

6年

7年

8年

9年

10年

11年

12年

合 計

総 数

男

1,799人

81.9%

2,255

84.8%

1,619

77.9%

3,623
79.9%

2,188

81.5瓢

814

73.4%

A81
64.4%

609

64.2毘

1,040
67.496

1,205

66.9光

1,985

70.7%

2,906
75.0%

20,519

76.0%

女

398人

18.1鑑

409

15.2瓢

458

22.跳

912
ao.i%

497
18.5%

295

26.6%

266
35.6%

337

35.8%

509
32.6%

597

33.1%

824

29.3器

970
25.0%

6,461
24.0%

合 計

2,197人

2,659

2,077

9,535

2,685

1,109

747

941

1,544

1,802

2,809

3,876

26,981

移民取扱人ニヨルモノ(移民取援会社経由)

男

1,414人

94.8%

1,827

96.9瑞

1,150

93.3%

2,603

85.4鬼

1,597
90.0%

399

92.5%

toO

76.3鑑

142
84.5%

328
87.7%

929

90.6%

742

91.2瑞

1,142

93.6%

1i,863
91.0%

女

77人

5.2%

59

3.1%

83

6.7%

446
14.6%

177
io.o%

32

7.5%

31

23.7鑑

26

15.5%

96
12.3%

49

9.9%

72

8.8%

78
6.496

1,171
9.0%

合 計

1,491人

67.9光

1,886

70.99K

1,233

59.4%

3,049
67.2%

1,774
66.1%

426

38.4%

13藍

17.5%

168

17.9%

374
24.2%

468

26.0%

819

29.0%

1,220
31.5%

13,034
48.3%

移民取援人ニヨラザルモノ(自由藍鎮者)

男

385人

54.5%

428

55.4%

469

55.6%

1,020
68.6%

591

64.9%

420

61.5%

381

61.9毘

962

59.8%

712

60.9%

781

58.5%

1,243

62.3Ro

1,769
66.4%

8,656
62.1%

女

321人

45.5

345

44.6%

375

44.4%

466
31.4%

320
35.1%

263

38.5%

235
38.1%

311

40.2%

458

39.1男

553

41.5%

752
37.7%

892

33.6%

5,291
37.9%

合 計

706入

32.1%

773

29.1%

844

40.6%

1,486
32.8%

911
33.9%

683

6L6%

616
82.5%

773

82.1%

藍,170

75.8%

1,334

74.0%

1,995
71.0%

2,656

68.5%

13,947
51.7%

男 ・女の下の数値は男女比率、合計の下の数値は フィ リピン全体に対する比率。

出典:内 閣統 計局編 『日本帝国統計年鑑 』(第56、 昭和12年 刊は 『大 日本帝国統計年鑑』)

各年;拓 務大臣官房文書課編r拓 務統 計』各年;『 昭和2年6月 海外移民統計資料』
2頁 。

57



表6:海 外興業株 式会社取 り扱いフィ リピン行 き渡航者数(大 正6～ 昭和15年)

年
年

年

年
年
年

年

年
年

年
年
年

年
年

年

年
年

年
年

年
年

年
年

年

6
7

8

9

0
1

2
3

4
5

2
3
4

5
6

7

8
9

0

1
2

3
4

5

正

1
1

1

1
1
1
和

1

1
1

1
1

1

大

昭

海 外興 業 調べ

2,

1

1

1

1

1

1

1,

242人

709

675

137

251

115

358

461

352

528

920

284

778

459

438

168

177

384

476

837

227

744

130

27

海外渡航者名簿

,
2

1

1

1

1

,
1

人1

0

3

4

6

0

1

7

3

4

9
臼
7
.
ρ0

1

9
】

8

0

3

7

7

0

8

7

4

6

7

7

4

9

6

2

8

7

2

2

6

7

8

7

3

2

4

8

2

9

2

7

4

4

1

1

3

4

8

2

7

f移民取捷人ニヨルモノ」全体

1,491人

1,886

1,233

3,049

1,774

426

131

168

374

468

814

1,220

出典:拓 務省拓務局編 『海外移住統計 昭和11年10月 現在 』
拓務大臣官房文書課編 『拓務統 計』各年。
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表7:移 民取扱会社別 フィリピン行き渡航者(明 治36～37年)

海外渡航株式会社
関西移民合名会社
皇国殖民株式会社
厚生移民株式会社
神戸渡航合資会社
小 見 正 孝
三 丸 商 会
山陽移民合資会社
大陸殖民合資会社
田 中 兼 松
中国移民合資会社
帝国殖民合資会社
東京移民合資会社
広島移民合名会社
防長移民合資会社
光
森
森
山

永
岡
島

口

久
商
寿
武

太
会

雄

一

2社 ・3社 の 内1

重

不
複
明

合 計

明 治36年

『日本外交文書』

4

0

0

6

1

0

2

0

0

0

0

4

0

0

1

0

0

7

4

3

1

8

4

8

9

4

1

0
6

9
0

1

1

1,109

岩谷譲吉報告

0

0

0

一
2

0

2

0

7

[

2

8

0

0

6

一
〇

3

9

0

6

3

5

5

2

4

り
白

-

1

3

3

1

1

1,470

酬臨者名簿

7

0

0

4

1

0

7

0

0

0

5

0

0

0

8

0

0

5

0

一

1

1

0

【
0

6

5

1

」
怯

り
O

1

4

り
6

1

1,368

明 治37年

r日本外交文書1

4

7

1

0

3

9

6

3

8

0

0

6

7

2

7

0

7

4

8

3

1

2

9

1

2

5

9

5

9

7

4

2

4

£U

り
白

り
白

2,144

岩谷譲舗 告

1

0

9

一
9

2

一
4

4

一

〇

5

5

3

0

一
1

3

6

4

3

1

2

2

1

5

3

5

8

4

4

4

1

4

1

1

1,62G

麟断者名簿

5

1

4

0

4

8

9

2

0

1

7

2

3

5

7

1

2

3

一

2

4

7

8

4

2

0

1

6

5

6

8

5

7

1

4

2

1

3

1

2

9
白

1,477

出典:『 日本外交 文書』第36巻,第37巻(外 交史料館文書3門8類2項184号1「 米国
比律賓群島へ本邦人出稼一件 明治35年12月 ～大正10年8月 」);岩 谷譲吉報告
「比律賓群島移民事情」 『移民調査報告 第六 』(明 治44年3月 編纂)
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表8:出 生地別 ・本籍地別 フィリピン在留 日本人人口(昭 和15年)

道府県

総 計

内地
合計

北海道
青 森
岩 手
宮 城
秋 田
山 形
福 島

城
木
馬
玉
葉
京
川
潟
山
川
井
梨
野

奈

茨
栃
群
埼
千
束
神
新
富
石
福
山
長

岐
静
愛

三
滋

阜
岡
知

重
賀

都
阪
庫
良
山歌

京
大
兵
奈
和

鳥
島
岡

取
根
山

出 生 地 別

男

12,mO人

62.9%

8,345

71.4%

9

12

10
30
8

9
655

67.5%

17

5
8

35
8

23
18

23
28

9
17

11
150

68.5%

35

46

70

778鑑

42
57

68.7%

13
14

28

7
118

8L4%

34

32

1星8

71.5%

女

7,133人

37.1%

3,335
28.6%

9

5

8

14

9

3

3皇5

32.5%

6
3

3

10
2

10
8

13
9

6
9
3

69

31.5%

13

10

20

222光

is
26

31.3%

4
10

20

2
27

18.6%

19

17
47

28.5%

A
口 計

19,233人

680

60.7%

18

17

18

44

12

互2

970

5,4%

23
8

11
95

10

33
26
36

37
15

26
19

219

1.1%

48

56

90
0.5%

60

83

04%

17
29

48
9

195
0.a%

48

49
165

0.9%

本 籍 地 別

男

12,100入

62.9%

8
20

12
37
8

11

0ss

59.6%

21

4

9
JI

10
39

29
49

57
15

24
is

239
56.4%

46

55

105
58.3%

68

100
59.2%

15

23

39
6

149
70.3%

99

47
189

61.1%

女

7,133人

37.1%

3
10

9
27
10

6

729
40.4%

董8

3

9

28

2

16

12

28

32

10

10

9

185

43.6鑑

32

23
75

41.7%

30

69
408%

8

14

19
4

63
29.7%

31

33
117

38.9%

A
口 計

19,233人

11

30
21

64
ig

17
1,790

9.3%

39

7
18

79
12

50

91
72
89

25

39
16

424
2.2%

78

78
180

0.9%

98

169
0.9%

23

37

53
10

2i2
1.1%

80
80

301

1.6%

60

渡航者名
簿 合計

25,701人

3

15
10
34

1
21

2,205

8.6%

12
8

33

109
11

85
85

267
220

58
352

A6
39?

1.5%

163

97
410

1.6%

164

373
1.5%

32

141

63
9

020
4.0%

139
81

926

3.6%

出生地

渡航者

74.8%

600.0%

ll3.3髭

180.OR;

129.4%

1100%

57.IR;

44.0%

191.7%

100.0%

33.3%

41.3%

90.9%

38.8%

30.6%

13.5%

裏6.8%

25.9%

7.4%

16.3%

55.2%

29.

57.

22.

4%
7%

0%

36.6%

22.3%

53.

17.

76.

oo.

19.

34.

60.

17.

1%

ox
2%

o%

2%

5%
5%

8%



広 島

山 口

島
川
媛
知
岡

徳
香
愛
高
福

佐 賀

長 崎

熊 本

大 分

宮 崎
鹿児島

沖 縄

外地
合計

朝 鮮
台 湾
樺 太
関東州

府県別外地別

不 詳

外国
合計

比律賓
グアム

米本土
布 畦
ペルー

不 詳

468

73.7%

230
71,9%

z

19
38

22
279

65.4%

G9

72.7%

iio
56.4%

605
67.19b

56

65.9%

11

156

74.6鑑

4,596
73.4%

6

37.5%

り
乙

9
4

り
6

2

3,746

49.7光

3,739

49.8%

1

5

1

1

167
26,3%

90

28.1%

1

5

童9

9

195

34.6%

29

27.3%

85

43.6%

296
32.9%

29

39.1%

6

53
25.9%

1,669
26.6%

10

62.5%

3,787
50.3%

3,772

50.2%

n
乙

2

1

1

635
3.3%

320

1.7光

3

19

57

31

419

2.2駕

88

0.5%

髭

【
U

O

9

.

901
4.7%

85

0.4鑑

17

209
i.i%

6,265
32.6%

16

0.1%

3

7

0
0
90

2

0.0%

7,533
39.2%

7,511

39.1光

0
0

7

り
白

1

z

651

63.1%

355

62.6路

G

l6
48

39

439
58.2%

106

61.3%

179

56.5%

939
61.3%

88

63.3%

18

240

66.7光

6,389

64.5髭

3

2

381

36.9%

212

37.4%

1

8
25

33
315

41.8%

67

38.7%

139

43.5%

599
38.7%

51

36.7%

12

120
33.3%

3,510
35.5%

3

3

1,032
5.4%

567
2.9%

7

24
73

67
759

3.9%

173

0.9%

%

8

震
U

n

U

・

0
0
1

1,533
8.0%

139

0.7%

30
360

1.9%

9,899
51.5%

6

5

0.o%

3,679

14.3%

1,481
5.8%

11

40
197

79
2,008

7.8%

359

1.4%

731

2.8%

2,377
9.2%

276

1.1%

23

658
2.6%

6,160
24.0%

17.3%

2'1.6%

27.3%

47.5%

28.9瓢

4L9瑞

20.9%

24.9%

26.7%

37.9%

30.8%

73.9男

31.8%

101.7%

出典:外 務省調査局編 『昭和十五年 海外在留本邦人調査結果表』
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表9フ ィリピン行き渡航者調査1(移 民取扱会社経由,明 治36～38年),
フィリピン行き渡航者調査H(移 民取扱会社経由,明 治40～45/大 正元年)

延 べ 人 数

2重 重複者

3重 重複者

実 人 数

携 帯 児

総 実 人 数

明 治36年
1903年

1,385入

19

i

1,369

28.5瓢

監

0.1飴

1,370

明 治37年

1904年

1、625人

iza

2

1,493

31.0瓢

0

1,993

明 治38年
1905年

264人

18

a

246
5.196

a

246

明治40年
1907年

27人

0

a

27

0.6鬼

a

27

明治41年
1908年

8杁

0

0

81

1.7瑞

0

Sl

明 治42年
1909年

134人

0

0

134

2.8鑑

0

134

明治43年

1910年

338人

z

0

336
7.0%

0

336

明 治44年

1911年

521人

0

0

5'll

lO.8瓢

7
1.3Ro

528

明治45年

1912年

606人

4

0

602

12.5瓢

1
0.z%

603

合 計

4,98臥

166

3

4,809

9
0.z%

4,818

a.氏 名

b.性 別

遍
」り

女

小 能一三
口

携帯児 男

携帯児 女

合 計

明治36年

1,357人

99.1艶

12

0.9鑑

1,369

1

0

1,370

1男治37年

1,474人

98.7%

男

9

0
0

1,493

0

a

1,493

正少」治38{喜 三 隅弓治40f蓄 三

246人

100.眺

a

246

0

0

246

27人

100.0瑞

0

27

0

0

27

明治41年

77人

95,1鬼

9
4.9%

81

0

0

81

明治42年

134人

100.0駕

0

139

0

0

134

明治43年

333人

99.i鑑

3

0.9瑞

336

a

a

336

明治44年

500人

96.眺

21
9.0%

521

3

9

528

明治45年

599人

99.5瓢

3

0.5瓢

602

1

0

603

合 計

4,747人

98.7%

62

1.3瑞

9,809

5

4

9,818

c.年 齢

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

7歳

8歳

9歳

明治36年

0人

0

a

a

0

a

a

0

a

a

明治37年

0人

0

a

a

0

0

a

a

a

0

明治3.8年

0人

a

a

0

a

a

a

0

a

a

明治40年

0人

0

0

0

a

0

0

0

a

0

明治41年

0入

0

0

a

0

0

0

0

0

0

明治42年

0人

0

a

0

0

0

0

0

a

0

明治43年

0人

a

a

0

a

a

0

0

0

0

明治44年

0人

a

a

1

0.1毘

0

z

O.4瓢

藍

0.2鑑

0

z
O.4%

a

明治45年

0人

0

0

0

1

0.2瑞

0

0

0

a

a

合 計

0人

0

0

1

0.o%

1

0.0瓢

2

0.0男

i
o.o%

a

z

O.眺

0

62



10歳

11歳

12歳

13歳

14歳

15歳

16歳

17歳

18歳

19歳

20歳

21歳

22歳

23歳

24歳

25歳

26歳

27歳

28歳

29歳

30歳

31歳

32歳

33歳

34歳

35.歳

1

0.喘

a

i

O.瑞

a

i

O.喘

z

O.2艶

26

2,3鬼

62
5.4%

84
7,3%

83

7.2光

70

61鬼

81

70晃

s2

7.1瓢

56

49毘

56

4.9艶

48
42%

46

4眺

40

3,5光

48

4,2晃

34
3.0%

37

32髭

驚

3

0

2

.
2

27
2.3%

器

8

霞
U

25

22瓢

光

9

5

リ
ム

・
2

0

a

0

0

5

0.3覧

覧

7

2

47

33鑑

93

6.5光

87
61%

82

5.7毘

52

3.6冤

79
5.4%

77

5.4光

71

49瑞

78

5.4鬼

58
40%

56

3,9晃

63

4.4光

57

40毘

50

35鑑

49

3.4毘

33

.23斑

毘

7

0
」

2

'

37
26%

32

22毘

93

3眺

0

a

0

a

0

6

2.4瓢

5

2.眺

19

57鑑

10

4.1器

2

0,8光

3
1.2%

7

2.8毘

4

1.6冤

14

5,7冤

14

5.7鑑

6

2,4晃

u

4,5鬼

io

4、1鬼

!2

4.9覧

12

49光

io

4.1光

13

53鑑

6

2.4男

5
2.0%

10

4.1覧

ii
4.5%

0

0

0

0

a

a

0

z

7.4瓢

4

】4.8瑞

6

22.2鑑

0

藍

3.7%

0

監

3,7駕

1

3.7鬼

0

1

3.7毘

1

3.7毘

J

3.7晃

0

t

3,7光

0

z

7.4瑞

0

1

3.7毘

1

3,7瑞

0

0

0

0

0

0

z

2.5毘

7 瑞

6

」
■

6

7,嬬

II

l3.6瑞

4

4.9瓢

5

6.2瑞

a

2.5鬼

3

3.7瑞

3
3.7%

4

4.9髭

3

3.7晃

z

2.5駕

2

2.5毘

2

2,5瑞

z

2.5完

z

2.5瑞

4
4.9%

z

2.5毘

5

6.2光

4

4.9鑑

0

a

0

0

0

0

3

2.2毘

瑞

3

22

9
3.0%

to

9.0鑑

7
5.2%

5

3.7瓢

s
4.5%

8
6.0%

it

9.0鑑

9

6.7瑞

6

4.5鬼

4

3.0鑑

7

5.2瑞

5
3.7%

3

2.2覧

9

3.0器

3
z.z%

6

4.5瓢

z

I,5毘

4
3.0%

a

a

0

0

0

2

0.6罵

s

1,8光

15

45毘

30

9眺

18

54毘

12
3.6%

20

6.0覧

14
4.2%

17
5.1%

10
3.0%

18

5.4瓢

19

5.7鑑

冤

O
J
72

13

3,9驚

8
2.4%

ll

3.3瑞

7

2.1光

11

33光

18

54器

12
36%

11

3,3器

0

i

O.2瓢

0

0

2

0.娚

1

0.2艶

9

1.7光

36

6.8瓢

41
78%

38

7,2器

17
3.2%

32

61妬

z2

4.2瓢

39

6.5毘

35
s.s%

25
4.7%

32

6.1瑞

29
・55毘

23
4.4%

17
3.2%

15

2.8瓢

19

3.6覧

13
2.5%

19

27瓢

6

1.1毘

瑞

0

9

0

0

0

0

0

z

O.3瓢

4
0.7%

as

6.6瓢

61
10.1%

69

11.4斑

27

4.5瑞

35
5.8%

32
5.3%

90

6.6瓢

41

6.8鑑

36

6.眺

26

4.3瓢

23

38鑑

z2
3.6%

a2

36毘

17
2.8%

15

2.5瑞

9
1.5%

7

1.2髭

10

17瓢

14
2.3%

1

0.0瑞

1

0.眺

亘

0.0鑑

0

8

0.2瑞

30
0.7%

102

2.2瓢

鬼

1

0

7

■

2

6

327

7.2鑑

晃

l

l

り
白

・

り0

7

192

4.2瑞

'164

5.8鑑

239
5.3%

瓢

4

4

4

.

2

5

250

5,5晃

204

4.5鑑

zoo

4.4瓢

181

4.眺-

185

4.1毘

150

3.3光

145

3.2瑞

116

2.6瓢

io2

2.2瓢

107

2.4光

103

2.3駕

光

7

8

2

.

且

り
4

63



36歳

37歳

38歳

39歳

40歳

41歳

42歳

43歳

44歳

45歳

46歳

47歳

48歳

49歳

50歳

51歳

52歳

53歳

54歳

55歳

平 均 年 令
+0.5

重 複

小 ト一=面

記 載 な し

合 計

i6

1,4光

瓢

0

7

2

.

is

1.6鑑

%
4U
4

16

1.4光

髭

CU

4

15

13瓢

1

1

%
1
0

8

0.7光

艶

りO

l

ii

1.0罵

5
0.a%

2

0.2瓢

3

0.3駕

0

0

a

a

0

1

0.1鑑

26.1歳

+0.5

0

i,isa
SA.1%

zta

l5.9髭

1,370

24
17%

毘

2

「0

2

.
1

30

2.1鑑

瓢

Ω
」
3

zs

2眺

.
1

ー

光

6

i

zi
L5%

14

1.0毘

8

0.6毘

11

0.8瓢

12

0.8男

!0

07駕

5

0.3瓢

z

O.1鬼

1
0.i%

t

O,1髭

0

a

0

0

26,4歳

+0 .5

鑑

9

3

1

■

1,436

96,2瑞

57
38%

1,493

3

1.2光

6
2.4%

s

2,4駕

is

41器

5

2.眺

7

2.8覧

9
i.s%

5
2.0%

2

0.8瓢

1 毘

3

2

z

O.8男

J

O.4毘

4

1,6艶

i

O.4毘

0

0

a

a

i

o.甥

0

29.3貨

+0 .5

i
O.4%

246
100.0%

0

2A6

a

1

3.7瓢

i

3,7駕

0

1
3.7%

0

a

1
3.7%

a

a

0

0

0

0

0

a

0

a

a

0

25.6譲

+0 .5

a

27

100眺

0

27

1

1.2鬼

ー 駕

藍

り
白

0

0

2
2.596

,
1 器

1

2

0

0

1

1.2毘

.
1 %

ー

2

0

a

0

0

0

0

a

0

0

0

25.6歳

+0.5

0

81
1000%

0

81

6
9.5%

1 %

2

【
」

1

0.7駕

t

O.7光

4
3.0%

0

0

4

3.0鑑

i

O.7瑞

{

0.7鶉

1
0.7%

0

0

0

0

0

0

0

0

0

27.1叢

+0.5

0

134

100.0瑞

0

139

7

2.1覧

is

3.6鶉

2

0,6駕

z

O.6瓢

9
i.z%

4

1.2覧

7

2.1毘

7

2.1瓢

9

1,2瓢

a

i

O,3瓢

1

0.3覧

a

a

0

0

0

0

a

0

27.0歳

+0.5

0

332
98.8%

1 覧

4

2

336

9
1.7%

8
1.5%

7

1、3器

6

1,且 鑑

5

0.9覧

9

0.8瓢

3

0.6瓢

4
0.a%

3

0.6瓢

0

0

0

a

0

0

0

0

1

0.2毘

0

0

25.0議

+0.5

0

527

99.8鑑

t

O.2覧

528

19

2.3瑞

6

1,0鑑

8

1.3鑑

4

0.7毘

3
0.5%

3

0.5駕

4

0.7鑑

z

O.3覧

z

O.3斑

a

z
O.3%

1

0.2瑞

a

0

a

a

a

0

0

0

24.5歳

+0.5

1

0.z%

603

100,眺

a

603

80
1.8%

78
1.7%

79

1.6毘

瓢

8

0
り

5

.
1

69

1.5瓢

置 男

1

-

5

54

1.2光

瑞

8

-

4

.

29

0.6瓢

zs
o.s%

zs

O.6瓢

18

0.4瓢

ii

O.2器

6
0.1%

1

0.0瓢

i
o.oz

0

1

0.0瓢

i

O.0瓢

1

0,0男

26,2歳

+0.5

21

0.5%

4,538

94.2瓢

280
5.8%

4,818

下線部は最大値

&4



0～5歳

6～10歳

11～[5歳

16～20歳

21～25歳

26～30歳

31～35歳

36～40歳

41～45歳

46～50歳

51～55歳

重 複

小 卜
..=
口

記 載 な し

合 計

明治36年

0人

i

O.1鑑

4

0.3毘

325

28.2覧

323

28,0毘

205

17.8覧

izz

io.6毘

87

7,6艶

63
5.5%

鑑

1

8

2

.

1

0.i髭

0

(,152

118

1,370

明治37年

0人

0

毘

2

【
」

2

'

361

25、1光

362

25,2毘

275

is.z%

172
12.0%

毘

4

6

2

.

1

8

70

4.9鑑

30

2.i毘

i

O.1髭

19

1,436

57

1,493

明治38年

0人

0

6

2.4毘

34

13.8艶

45

18.3光

55

22.4光

45

18,3器

30

12.2瑞

21

8.5鬼

8

3,3鑑

1

0.4毘

i

296

0

`L46

明治40年

0人

0

0

12

44.4光

3

11.1鑑

4

14、8鑑

4
{48%

3

B.1鑑

1

3.7毘

0

a

0

27

0

27

明治41年

0人

0

a

'19

35.8%

17

2LO瑞

II
13.6%

17

2LO器

4
4.9%

3

3.7光

0

0

0

81

0

81

明治42年

0人

0

0

29

21.6毘

40

29.9毘

.

18響 髭

19
142%

19

10.4覧

6

45器

i

O.7瓢

0

a

139

a

134

明治43年

0人

0

z

O.6瓢

8]
29.4%

79
23.8%

60

18.1鑑

59

17.8毘

27

8.1垢

22

6.6光

2

0.6瑞

0

0

33'1

9

336

明治44年

3人

0.6瓢

3

0.6瓢

9

0.8瓢

141

26.8鬼

198

28.1鑑

ins

22.0瑞

62
11.8%

35

6.6鑑

14
2.7Z

a

1

0.2覧

0

527

1

528

明治45年

杁

0,2瓢

a

2

0.3器

201

33.3鑑

184

30.5瓢

110

18,2鑑

55

9.隅

35

5.8覧

11

1.8毘

3
0.5%

0

置

603

0

603

合 計

4人

0.1男

瑞

4

ーα

40
0,9%

1,ll3

26,7器

1,201

26.5毘

S61

19.0瑞

555

12.2髪

359

7.9毘

2匡1

46瓢

%

ζ
0
4

6

.
1

9

0.1鬼

21

9,538

280

9,818

一ド線部は最大値

d.族 籍(族 称)

士 族

F 民

小 卜.ゴ
日

記 載 な し

合 計

明治36年

0人

1,152

1,152

zip

l5.9器

1,369

明治37年

人

毘

直
U
韮

り
4

'

2

1,239

1,'165

229

15.3鑑

1,993

明治38年

1人

0.嬬

245

246

0

296

明治40年

0人

27

27

0

27

明治41年

0人

81

81

0

81

明治42年

0人

134

139

0

134

明治43年

0人

336

336

0

336

明治44年

4人

0.8毘

5(7

521

a

521

明治45年

2人

0,3瓢

600

602

0

602

合 計

33人

9・8鬼

4,331

4,364

495

9.3毘

9,809

e.身 分

戸
ご
上

妻

携 帯 児

長 I

Jり

明治36年

5人

13.9鬼

i2
33.3%

6

且6.彿

明治37年

27人

28.4鬼

18

i8.9鬼

13

13,7鬼

明治38年

30人

49.2罵

0

14
23.0%

明治40年

0人

0

明治41年

4人

a

明治42年

0人

a

明治43年

3入

0

明治44年

21人

7

明治45年

3人

董

合 計

62人

61

8

33

65



二 男

三 男

四 男

五 男

六 男

長 男 嗣 子

二 男 嗣 子

三 男 嗣 子

養 嗣 子

婿 養 子

養 子

夫

弟

甥
.

父

母

小 計

記 載 な し

合 計

5
13.9%

0

1

2.8男

a

0

0

0

0

z

5.6覧

0

2
5.6%

a

3
8.3%

0

a

a

36

1,334

97.4鑑

1,370

7

7.4瓢

3

3.2完

z
z.i%

a

i
1.1%

1 瑞

l

Li瓢

1

Ll瓢

I
L眺

3

3,2鑑

0

豊 覧

13

13.7鑑

z
2.1%

a

i

L傷

95

1,398
93.6%

1,493

9
6.6%

0

i

I.6瓢

1

L6鬼

0

0

1

1.6瓢

0

2

3.3泥

0

5

8.2晃

0

2

3.3瓢

0

i

L6光

a

si

185
75.2%

246

a

27

100.眺

27

9

7ア

95.】 鑑

81

0

正34

100.0瓢

134

3

333

99.1鑑

336

28

500

94.7毘

528

4

599

99.3毘

603

[6

3

4

t

i

1

z

1

5

3

7

i

IS

2

1

1

231

4,587

95.2瑞

4,818

f.職 業

土 木

上木事乳上木工事

建 築

大 工

建 具 職

石 工

石工手伝職

明治36年

0人

0

36

3.2覧

0

3

0.3瓢

1

0.1瓢

明治37年

30人

2.6瓢

1

0.端

80

7.0瓢

z

O.2瓢

瓢

5

3

0

明治38年

0人

a

138
85.2%

a

a

0

明治46年

0人

明治41年

0人

明治42年

0人

明治43年

!0人

5.6瓢

明治44年

0人

明治45年

0人

合 計

30人

0.8瑞

1

0.眺

瑞

4

8

£
U

.

2

直
U

z

O.1晃

垂8

0.5瓢

1

0.0瓢

66



左 官

煉 瓦 職

泥 工 織

職 工

鍛 冶 屋

指 物 職

紺 屋 職

農 業

木 挽

杣 職

漁 業

重 複

小 計

判 読 不 明

記 載 な し

合 計

a

0

0

0

a

z

O.2晃

i
O.1%

1,099

95.9光

1
0.i%

a

i
o.i%

i
O,1%

1,141

a

aza

16.7髭

1,369

盤

0.i鑑

5
0.a%

i

O.1男

6

0.5鑑

io

O,9器

0

0

974

84.8晃

駕

ρ0

4

3

0.3鑑

0

4

0.3瓢

1,198

i
O.1%

344

23.眺

1,493

a

0

a

0

0

0

0

24

148光

0

0

0

0

162

0

84
39.1%

296

27

100.0毘

0

27

0

0

27

63
77.8%

18
22.L%

18

a

a

18

108

80.6毘

0

Los

0

zs

l9.4毘

134

167
94.9%

0

177

a

159

47.3鑑

336

521

100.0器

a

521

0

0

521

sot

lOO.0毘

0

602

a

0

602

1

0.0瓢

5

0.1瓢

l
o.o%

6
0.2%

io

O,3瓢

2
0.i%

1

0.眺

3,580
92.6X

35

0,9瑞

3
0.t%

1

0.0器

5

0.1瓢

3,867

1

0.0瑞

841

17.5瓢

9,809

9.契 約 年 月 日

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

'8月

9月

10月

11月

12月

小 計

【り」治36{蓄 三

0人

0

0

0

0

0

0

a

a

47

豊

0

鬼

8

5

4

■
3

明治37年

0人

0

a

a

0

0

0

0

0

a

a

a

a

明治38年

0人

a

0

a

0

0

0

0

0

0

a

a

a

明治40年 明治41年 明治42年 明治43年 明治44年 明治45年 合 計

67



記 載 な し

合 卜奪
"

1,320

1,368

1,477

1,47T

243

243

h.渡 航許可年月 日(旅 券下付年月日)

肖愈奪三5月

前年6月

前「f書三7月

直町{書三8タ1

前年9月

前年10月

前年11月

前年12月

同年1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

平均葭航洞 月

+0.5

重 複

小 計

明治36年

0人

a

a

a

a

0

a

20

15光

27

2眺

130
9.5%

a

6

0,4斑

1

0.璃

10

0.7毘

91

3.眺

89

6.5器

351

25,6器

464

33.9覧

121

8.8鑑

ion
7,8%

8.6月

+0.5

z

O.1瓢

1,369

明治37年

0人

0

2

0.1瓢

a

0

io

O.7晃

6

0.4男

124

8.3毘

105

7.眺

89

5.6晃

36

24瓢

212

14.2毘

235

15.8瓢

187

12.5垢

166

11.1毘

134

9.o鑑

isi
lO,1%

32
z.i%

4

0.3瓢

0

5.0月

+0.5

4

0.3瓢

1,A92

明治38年

2人

0.8毘

0

a

1 覧

ら
0
2

5

2.0鑑

5
2.0%

11
4.5%

26

10.6瓢

io

9.1%

8
3.3%

38

15.4鑑

62

25.2鑑

69

2a.o%

7

2.8瓢

0

0

a

0

a

0

2.9月

+0.5

0

246

明治40年

0人

0

a

0

a

a

0

0

a

0

0

a

0

19

704瑞

8
29.6%

11,3月

+0.5

0

z7

明治41年

0人

,
1 髭

1

2

29

358鑑

14

17.3斑

13

16眺

2

2.5冤

z

2.5斑

a

i

l.2髭

且 毘

1

2

is
22.2%

0

0

a

a

2,6月

+0.5

a

81

明治42年

0人

0

7
5.2%

量 覧

り
白
5

0

0

a

io
7.5%

20
19.9%

1

0.7瓢

is

134毘

7

5.2鑑

is

10,4罵

17

127器

38

284髭

8.7月

+0.5

a

134

明治43年

0人

0

1

0.3鑑

■
1 %
6
8

59
17.6%

47

14,0駕

39

11.0瑞

19

51瓢

2(

63瑞

29

7.1髭

42

12.5毘

瓢

O
J
6

2

■
8

51

152瓢

2
0.s%

0

5.7月

+0.5

a

336

明治44年

0人

0

a

11

21瓢

95

18.3瓢

lll

2{,3瓢

88

互6.9覧

48
9.2%

25

4.8瓢

is

3.7鑑

24

4.6男

20

38瓢

50

96瓢

17
3.3%

12
2.3%

5.0月

+0.5

a

520

明治45年

杁

0.2毘

i

O.2鑑

30

5眺

zs
4.3%

30

5.0瓢

56
9.3%

40

6.6瓢

32
5.3%

37

6.1瓢

30

5.0瓢

54

90鑑

59

9.8%

150
24.9%

39

6.5瓢

15
2,5%

6.朋

+0.5

2

0.3瓢

602

合 計

コ0

人

瓢

り
6
0

a

2

0.0瓢

3

0.1瓢

5
0.i%

16

0.3瓢

19
0.9%

237

4.9瓢

201
4.2%

419

8.7瓢

290

6.0瓢

447
9.3%

412
8.6%

308

6.4瓢

282

5.9鑑

379
7.9%

sip

12.8%

761

15.8毘

219

4.6%

iao

3.7瓢

6.3月

+0.5

瓢

8

2
・

0

4,807

68



記 載 な し

合
卜.ヨ
n

0

1,369

置

0.1%

1,993

0

`196

0

27

0

81

0

139

0

336

1
0.2z

S'll

a

602

z

O.0鑑

9,809

下線部は最人値

i.旅 券下付年月 日

同年6月

7月

8月

9月

10月

11ノ.]

12月

小 卜二
⇒
ロ

記 載 な し

合 計

明治36年 明治37年 明治38年 明治40年

27

27

明治41年

81

81

明治42年

134

134

明治43年

336

336

明治44年

521

521

明治45年

杁

0

4

II

77

83

81

257
42.7%

345

602

合 計

j.渡 航年 月 日(本 邦 出発 ノ年 月 口)

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

1ρ 月

11月

12月

平 均 出帆 月
+0.5

甑 月一甑綱 月

明治36年

人

瑞

-

震
U

O
6

.
1

32

2.4艶

124

9.2%

0

4

0,3瓢

3

0.2瓢

5

0.4瓢

50

3.7晃

a

557

41.4瓢

354

26.3瓢

iss

l4.6瓢

9.5月

+0.5

0.9ヵ 月

明治37年

129人

9.眺

its

8.1鑑

69

4.5髭

55

3.8晃

33

2,3瓢

zs2

20.4鑑

194

13.5瑞

163

11.4鑑

!47

10.3毘

124
8.7%

39

2.7瓢

z

O.1鑑

5.8月

+0.5

0.8ヵ 月

明治38年

7人

3.8毘

58

31,5器

15

8.2鬼

25

13.6鑑

20

10.9瓢

37

20.1鑑

z2

12.0瑞

0

a

a

a

a

4.0月

+0 .5

1.1ヵ 月

明治40年

0人

0

0

0

0

a

a

0

a

0

z

7,4瓢

25

92.6毘

11.9月

+0.5

0.6ヵ 月

明治41年

30人

37.0瓢

21

25.9覧

6

7.4%

2

2,5男

a

2.5罵

1

1.2男

,

ー %

-

り
直

a

18

22.2駕

0

a

0

3.5月

+0.5

0.9ヵ 月

明治42年

ヒ
6

入

Z

∩
コ
7

0

a

a

0

zo

I4.9鑑

7

5.2罵

16

11.9毘

5
3.7;K

13
9.7%

17

12.7鑑

97
35.1%

9.朗

+0.5

0.5ヵ 丹

明治43年

人

田
海

』
昌
2ー

[2
3.6%

44

13.1瓢

97

M.0毘

28

8.3光

39

10.跳

29

8.6瓢

is
5.4%

59

17.6毘

58

17.3覧

3

0.9瓢

0

6.5月

+0.5

0.8ヵ 月

明治44年

2人

0.4瓢

54

10.4瓢

96
18.4%

104
20.0%

95

8.6鑑

40
7.7%

31

6.0瓢

33

6.3瓢

29

9.6%

30

5.8瓢

30

5.8瓢

32

6.1瓢

.5.7月

+0.5

0.7朋

明治45年

34人

5.6瓢

27

4.5瓢

66

11.0瓢

13

2.2鑑

66

11.0瓢

23

3.8瑞

31

5.1鬼

22

3.7瓢

61

10.止%

80

13.3瓢

70
11.6%

105
17.9%

7.6月

+0.5

0.8ヵ 月

合 †一蚕臼

236人

5.1%

320

6.9瓢

4且5

8.9瓢

146

5.3鑑

198

4.2瓢

450

9.6瓢

320

6.9瓢

302
6.5%

314

6.7瓢

862

18.5瓢

5且5

皇1.0鑑

907

8.7毘

7.2月

+0.5

0.9ヵ 月

69



重 複

小 計

記 載 な し

合 ト一言面

a

1,346

98.3晃

23

1.7晃

1,369

75

5.2瓢

1,933
96.0%

60

4.眺

(,493

a

且84

74.8瓢

62

25.2髭

24fi

0

27

ioO.眺

a

27

0

81

100.0鑑

a

81

0

豆34

100.0鑑

a

134

0

336

100.0%

a

336

a

521

100.0毘

0

521

9
0.7%

602

童00.眺

0

602

79

1.7器

4,664

97.0駕

145

3.0光

4,809

下線部は最大値

k.出 帆港

横 浜

神 戸

長 崎

小 f量
0

記 載 な し

合 計

明治36年 明治37年 明治38年 明治40年

10人

37.0瓢

17
63.0%

0

27

a

27

明治41年

20人

31.7%

93

68,3瑞

0

63

18

22.2髭

81

明治42年

84人

67.2鑑

is

l2.8髭

zs

20.0男

125

9
6.7%

134

明治43年

232人

69.0%

a

104
31.0%

336

0

336

明治44年

299八

57.4男

11

2.1器

211

40.5瓢

521

a

521

明治45年

96人

15.9鑑

29

4.眺

482

80.1瓢

602

a

602

合 計

741人

44.3瑞

111

6.6瓢

822
99.1%

1,679

毘

7

£U

2

■

1,70皇

下線部は最大値

1.旅 券番 号

別人重複者

夫婦重複者

家嫉同伴重嚢者

夫灘・家隻同伴重複者

記 載 な し
および臓 棚

合 卜二̀両

明治36年

15人

12

i

0

z

O.正 鬼

1370

明治37年

2杁

is

a

1

34

2.3鑑

1993

明治38年

0人

0

0

a

zi

8.5毘

zas

明治40年

0人

0

0

27

明 治4蓋年

杁

a

a

81

明治42年

0人

a

0

134

明治43年

2人

0

0

336

明治44年

8人

1

1

0.2毘

528

明治45年

8人

1

0

603

合 計

55人

28

3

1

%

0
0
2

5

■

9818

m。 渡航許可官庁(道 府県)

北 海 道

森

岩 手

宮 城

秋 　旺

ji 形

福 島

明治36年

0人

0

0

a

a

0

8

0.6瓢

明治37年

0人

0

0

0

0

0

ii

O.7瓢

明治38年

0八

0

a

a

0

0

a

明治40年

0人

a

a

a

0

0

10

37,0瓢

明治41年

0人

a

0

0

0

0

zo

24,7瓢

明治42年

0人

0

0

0

a

0

98

35.8光

明治43年

0人

0

a

0

a

a

213

豆3・4%

明治44年

0人

0

0

0

a

0

199

蔓8.2%

明治45年

0人

0

0

0

a

0

89

14.8瓢

合 計

0人

a

a

0

0

a

598

12.5毘

70



茨 城

栃 木

群 馬

埼
一
・
、9

i

千 葉

東 京
(警視庁)

神 奈 川

新 潟

畠 1

石 ' ーー

福 井

山 梨

長 野

岐 重耳

静 尉ー

愛 　匁

重

滋 賀

暴 都

大 阪

兵
「
`

一
～

写
、

ノ
4 良

和 歌ll理

鳥 取

島 根

醐ー III

0

a

0

a

a

a

a

45
3.3%

0

0

0

0

0

0

0

a

a

5
0,4%

0

a

a

a

ll5

8.4鑑

0

i
o.i%

47

34鑑

0

0

a

6

0.4瓢

0

8
0.S%

4

0.3鑑

78

5.2瓢

a

0

0

0

0

0

3fi

24斑

7

0.5瓢

4

0.3晃

董

1
%

£U

ー

0

匠

0.1冤

0

0

255
ｻ.i%

34

2.3光

晃

£
U

l

8

0.5鑑

0

0

a

0

且

0,4瓢.

5
2.1%

22
9.2%

51

21.4鑑

a

0

M

59毘

57

23.9鑑

0

2]
8.8%

5

2.1瓢

1

0,4毘

z
O.8%

i

O.4男

%
3
3

0

13

5.5髭

0

9
3.8%

a

0

s
z.s%

a

a

0

0

0

0

0

a

0

a

0

0

0

0

a

a

a

a

a

a

a

0

0

0

0

0

0

0

a

a

0

0

0

a

a

0

0

0

0

0

0

a

0

0

0

0

0

0

0

0

a

a

0

a

0

0

a

1
0.7%

0

0

0

a

30

224髭

0

0

0

a

5
3.7%

0

7
5.2%

0

a

0

0

14

10.4鬼

a

a

a

0

0

0

0

a

1
0.3%

0

0

0

i

O,3瓢

28
8.3%

a

0

0

0

7

2,1鬼

5
1.5%

1

0.3毘

0

0

a

0

0

0

0

a

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

55

10.6鑑

0

a

3

0.6鑑

0

1

0.跳

13

2.5瑞

12
2.3%

0

0

0

0

0

a

0

35

6.7毘

a

a

a

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

23
3.8%

0

2

0.3男

z

O.3髭

5

0.8瓢

a

a

a

0

1

0.2艶

i

O,2瓢

0

23
3.8%

0

0

0

%

6

且0

1

0.0瓢

15

0.3瓢

zs
O.5%

豆74

3.6瓢

0

1
0.0%

]27

2.6瓢

瓢

7

り
6

5

・
1

a

器

7

0

4

.
1

91
0.9%

23
0.5%

zs
O.5%

瓢

7

0

差
■

.
1

3

0.皇 瓢

1

0.0瓢

13

0.3瓢

0

394
8.2%

35

0,7瓢

17

0.4瓢

119

2.5瓢

71



広 島

Uー 口

徳 島

香 」ー1

愛 媛

局 知

福 罎i

佐 賀

長 崎

熊 本

大 分

宮 崎

鹿 児 島

トき 縄

重 複

小 計

記 載 な し

合 卜舌
口

224
is.a%

25H

!8,8彫

a

z

O.且 瓢

0

0

332
24.3%

0

0

332

24.3瓢

0

0

0

0

a

1,369

0

1,369

250

16,7%

58
3.9%

0

0

5

0.3瓢

0

307

20.6瓢

44

2.9瓢

0

且45

9.7晃

21

且,4%

0

70

4.7瓢

109

7.3瓢

a

1,493

0

1,493

7

2.9瓢

3

1.3鬼

1
0.4%

a

a

a

iz
5.0%

遭

0,4瓢

0

0

0

0

0

1 覧

3

3

a

238

8
3.3%

246

0

0

0

a

0

a

0

0

a

a

0

a

0

17

63.0匿

0

27

0

27

a

0

a

0

0

a

i
1.2%

0

0

0

0

a

0

59

72,8瓢

i

1.2鑑

81

a

81

0

0

a

0

0

0

z
1.5%

7

5.2瓢

10

7.5覧

0

1

0,7瑞

a

0

9

6.7%

0

134

0

134

si
ia.z%

0

0

a

a

0

a

0

17
5.1%

a

i
O.3%

a

0

0

1

0.3瓢

336

0

336

99
1S.0%

0

a

0

0

0

a

0

99

9.4累

9
i.7%

0

0

96

8.8瓢

0

5

1.眺

521

0

521

151
25.1%

a

a

0

0

0

47

7.8鑑

0

48

8.0瓢

21
3.5%

a

0

36

6.0瓢

153

25.4瓢

a

602

a

soa

787

16.4瓢

3且9

6.6%

1

0.眺

0 瓢

2

0

'

5
0.i%

0

701

且4.眺

瓢

り
6

量

5

'

129

2.6瓢

507

10.6%

23

.0・5鬼

0

152

3.2瓢

350

7.3毘

7

0.1瓢

4,801

8

0.2瓢

4,809

下線部は最大値

n.移 民取扱会社(保 証人又 は移民取扱人氏名若会社,保 証 人又ハ移民取扱人ノ氏名若クハ 祉名)

海外渡航株
式会社

関西移民合
名会社

皇国殖民株
式会社

厚生移民株
式会祉

神戸渡航合
資会社

小 見 正 孝

明治36年

317人

23,2瓢

0

a

瓢

4

0

ioi

7.4髭

0

明治37年

385人

25.9瓢

41
2.8%

4

0.3%

0

瓢

」
里

£
U

り
6

.

8

0.5鑑

明治38年

1人

0.4%

a

162

65.9覧

0

0

5

2.眺

明治40年 明治41年 明治42年 明治43年 明治44年 明治45年 合 計

703人

14.6瓢

瓢

1

0
」

4

'
0

166

3.眺

畳4

0.3%

瓢

5

6

り
4

.

ー

0
6

13
0.3X

72



b
会

斜
商

資
丸

恰
三

lll陽移民 合

資 会 社

大 陸 殖 民
(合資)会 社

田 中 兼 松

田 中 菊 松

r書馨【到移 民 合

資 会社

帝国殖民合
資会社

東京移民合
資会社

東洋移民合
資会社

日本殖民株
式会社

広島移民合
名会社

防長移民合
資会社

光永 久太

森 岡 商 会
(森岡真)

森 島 寿 雄

(査島移民商会)

三丸商会ま

たは森岡真

三丸責会または帝醒殖

民また聴 順

重 複:

莇甑 ・預 商会

重 複:
大産舩 ・田中継

小 計

記 載 な し

合 計

57

4.2鑑

0

60

4.4髭

a

0

5

0.4瓢

ASO

32.9光

0

1
0.iz

0

218

15.9鑑

a

0

145

且0,6鬼

a

0

1

0.1器

0

1,369

0

1,369

109

7,3鑑

12

0.8瓢

67

4.5瓢

i

O,1瓢

9

0.6毘

57
3.8%

262

17.6瓢

83

5.6瓢

0

55

3.7鑑

77

5.2鑑

ii

O.7鑑

42

2.8毘

223
15.0%

9
0.sx

3
0.a%

a

4
0.3%

1,486

7

0.5%

i,493

2

0.8男

10

4.1晃

1

0.嬬

0

a

i

O.嬬

5
2.0%

58

23.6瓢

0

0

1

0.4鬼

a

0

0

0

0

a

0

zas

0

246

27人

100.0瓢

a

27

0

z7

63入

77.8器

18
22.1%

81

a

81

125人

93,3瓢

9

6.7鑑

且34

0

139

336人

100.眺

0

336

a

33fi

52且 人

ioo.o%

0

521

0

521

602人

100.0鑑

0

602

0

602

168
3.5%

zz

O.5瓢

128

2.7毘

1
0.ox

9
0.2%

瓢

3

3

£
U

・

717

14.9瓢 「

iai

2.9瓢

1,674

巡

1

0.眺

55

1.1瓢

323

6.7瓢

11

0.2瓢

42

0.9覧

368

7.7瓢

9

0.2瓢

3

0.1瓢

1

0.眺

4
0.i%

4,802

7

0,1瓢

4,809

下糠部は最大値

o.渡 航 目的(渡 航 ノ目的,労 働 ノ種 類)

労 働

道 路 工 夫

1少3治36{響三

0

入

鑑

2

2

0

明治37年

124入

8.8瓢

58

9.1%

明治38年

8人.

3.3鑑

a

明治40年

2人

7.4鑑

明治41年

0人

明治42年

0入

明治43年

0人

明治44年

0人

明治45年

0人

合 計

136人

3.0男

瓢

8

9
0

【
」

.

73



道 路 工 事

工 夫

土 木 事 業
土 木 工 事

士 工

建 築

大 工

石 工

石工手伝職

左 官

瓦 職

煉 瓦 職

桶犀(桶 業)

炭 破 工 夫

荷 役 人 夫

鉄 道 工 夫

職 工

工 業

鍛 冶 搬

硝 子 職 工

指 物 職

紺 屋 壕

洗 濯

菓 子製造

農 業

耕 作

開 墾

0

a

8

0.7瓢

610

53.0鑑

0

83

72瓢

ii

l.眺

i

O.1鑑

z
o.2%

3

0.3鑑

0

1

0.1瓢

髭

2

0

57
5.0%

0

49

4.3鑑

6
0.5%

a

z

O.2垢

且

0.1%

i

O.喘

1

0.1毘

ll7

10.2%

0

137

1L9覧

!13

8.0器

鑑

侮
4
90

398
28.3%

光

0

-

0

.

璽

7
ー

84
6.0%

58

4.1瓢

9

0.3駕

0

0

0

4

0,3瓢

1

0.1艶

a

0

9

0.6鑑

12

0.9覧

13

0.眺

a

O.6躬

0

0

l

G.i器

a

254

18.1瓢

累

0

4

2

・

a

0

0

1 晃

3

2

a

1
0.4%

214

87.0%

0

0

0

a

0

a

a

a

a

0

0

5
2.0%

0

a

0

0

15

6.1瓢

0

0

0

0

0

a

25
92.6%

0

0

18
2a.z%

0

63

77.8晃

5

3.7瑞

21

】5.7鑑

a

0

a

181

53.9瓢

0

0

1

0.3光

199

44.3器

80
15.9Ro

0

0

a

941
84.6%

92

15.3鑑

a

a

0

434
72,1%

亘13

2.5毘

髭

2

0
0

0

909

9」 瓢

Rio

l臥8瓢

斑

5

0
り

8

9

713

15,8瓢

15

0.3瑞

i

O.0瓢

2

0.0晃

3

σ.瑞

4
0.i%

z

O,眺

i2
0.3%

瑞

7
8

0
ゆ

5

・

1

21

0.5瑞

9

0.2男

瓢

O
J
O
O

7

.

20

0,4瓢

13

0.3毘

z

o.oz

I
o.o%

2

0.0瓢

i

O.0髭

且1498

33.3%

%

0

4

り
乙

.
0

137

3.0瑞

74



木 挽

杣 職

漁 業

重 複 合 計

重塵:秀働・大工

労働・樋屋

秀働・木挽

上レ 上工

上和 軒 蹟

止木・鼓

土木・織

土木畳 工磁

小 計

記 載 な し

合 計

%

∩
コ
7

a

`

ー

%
3
1

鬼

4

2

0

0

0

3

0

0

0

1

1,150

219

16.眺

t,369

is
o.s%

3

0.2晃

0

ll6

8.3艶

1

1

7

1

1

4

1

0

0
」

-

1,904

89

6.0鑑

1,993

0

0

a

0

0

0

0

0

0

0

0

0

246

0

246

0

0

27

0

27

0

Q

18

0

18

99

70.1鑑

M

10.4覧

134

0

134

3

0,9髭

2

0,6艶

336

0

336

a

a

521

0

521

76

12.6鑑

0

602

0

sot

zoo

4.5鑑

is

O.4%

13
0.3%

130

2.9瓢

1

監

7

104

i

I4

i

1

4,501

毘

8

」
¶

0

■

0
ゆ
6

4,809

.F線部は最大値

p.渡 航地(旅 行地名,行 先地)

フ ィ リピ ン

マ ニ ラ

マニ ラ市 カド

ワラダーギブソン会社

マニ ラ南テ
イ ラー.L場

ミ ン ド ロ

ミ ン ドロ島一
マ ンガ リ ン

ミンドロ島
サ ン ボ セ

バ ギ ヲ

タル ラック
パ ンパンガ

パ ナ イ

【ミンダナオ島1
バ ガ ー ン

ミンダナオ
島 リマオン

ミンダナオ

島ルマラオ

ダ バ オ

i少1治36勾 三

849人

62.0鑑

519

37,9晃

明治37年

937八

62.8飴

533
35.7%

明治38年

194人

78.9毘

44
17.9%

明治40年

27人

100.0曳

0

0

0

a

0

0

0

0

0

0

a

0

0

明治41年

63人

77.8%

is

22.2髭

0

a

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

明治42年

6杁

95.5%

9
6.7%

0

a

a

0

0

5

3.7毘

14

10.4毘

21

15.7髭

24
17.9%

0

a

0

明治43年

0人

0

28

8.3駕

11
3.3%

102

30.4瓢

0

0

霊41

42.0%

5

1.5%

0

0

a

0

49

14.6鬼

明治44年

170人

32.6光

0

0

0

398

66.8毘

0

0

0

0

0

0

0

0

3
0.sx

明治45年

34人

5.6毘

a

0

0

a

71
11.8%

245

40.7斑

0

0

0

a

79

且3.1晃

64

10.6髭

ios

I7.9光

合 計

2,335人

48.6%

1,且23

23.4男

28

0.6駕

n
o.2%

950
9.4%

71

L5瓢

245

5.1瑞

IA6

3.0毘

19

0、4瓢

21
0.4%

29
0.s%

瑞

O
J

農
U

7

.

%
4
3

6

.

iso

3.3%

75



比 律 賓 ・ミン

ドロ島マンガリン

重 複

合 計

艮

0.1%

1,369

毘

3

【
0

り
6

■

1,493

8
3.3%

296

0

a

27

a

a

81

0

0

且34

0

a

336

0

a

521

1

0.2瓢

a

602

1

0.眺

32
0.7%

4,809

下線部は最大倣

q.契 約期限(就 業期限,在 留期限)

1年 間

1.5{ド 艮蓄1

2イ 奮三 隅1

3年 間

不 定

小 卜噌=

記 載 な し

合 トユ⇒
0

1り」治36をF

0人

63
6.A%

sia
93.6%

981

388
28.3%

1,369

明治37年

2人

0.2晃

0

898

99.8毘

900

593

39.7瓢

1,493

明治38年

0八

a

38
ioo.o%

38

zos

84.6%

246

明治40年

0人

0

27

ioo.o%

2?

明治41年

0人

0

81

100.眺

SI

明治42年

0人

0

134
roo.o%

134

明治43年

2人

100.0鑑

a

0

0

0

2

339
99.4%

336

明治44年

75人

14.5%

0

0

0

944

85.5瑞

519

2
0.9%

521

明治45年

65入

10.8%

93
15.4%

230
38.2%

108
17.9%

106
17.6%

602

0

sot

合 計

M4人

4.7%

93
3.1%

293
9.6%

t,ss2

雌

550

且8」%

3,042

1,767

36.7毘

4,809

下線部は最大値

.r
.帰 国年

明治36年

明治37年

明治38年

明治39年

明治40年

小 計

記 載 な し

合 卜壽
ロ

匡り】治36{書 三

28人

z.o%

88
6.9%

sa

4.4髭

0

0

ins

1,193

87,1器

t,369

明治37年

一人

180

12.1覧

39
2.6%

4

0.3瓢

0

223

i,ago

85,1瓢

1,493

明治38年

一人

6

2,4毘

0

且

0.4毘

7

239

97.2覧

246

明治40年 明治41年 明治42年 明治43年 明治44年 明治45年 合 計

s.死 亡年

明治36年

明治37年

明治38年

明治36年

0人

瓢

9
ρ
6

2

・

13

0,9蕩

明治37年

一入

14

0,9瓢

男

0

3

2

.

明治38年

一人

1 鑑

凋
1
ρ0

明治40年 明治41年 明治42年 明治43年 明治44年 明治45年 合 計

7s



明治39年

小 卜

記 載 な し

合 卜

0

35

t,334

97.4瓢

1,369

2,

0.1毘

36

1,951

97.6晃

1,493

0

4

242

98.4瓢

246

77



表10=フ ィリピン行き渡航者調査皿(自 由渡航者,明 治34～44年)

延 べ 人 数

重 複 者

移既撚 二依肝 ノ

実 人 数

携 帯 児

総実 人数

明治34年
1901年

10人

a

0

瓢

0

0
0

i
9.1%

且1

1サ1治35f書…

1902年

75人

0

a

75

13.3%

1
1.3%

76

明治36年
1903年

121人

0

z

119

21.1瓢

a

its

明治37年
1904年

270人

7

16

247

43.9毘

3
1.`1%

250

明治38年
igO5年

45人

1

3

41

7.3光

1
2.9%

42

明 治39年
1906年

22人

0

0

22

3.9器

9
15'.4%

26

明治40年
丘907年

40人

0

0

90

7.1彫

9
9.(%

94

明治41年
1908年

6人

0

0

6

1.i駕

0

6

明 治44年
1911年

3人

a

a

3

0.5毘

a

3

合 計

592入

8

zi

563

19
2.4%

577

a.氏 名

b.性 別

男

女

小 卜二髄面

携帯児 男

携帯児 女

合

・
計

明治34年

7人

70.0瓢

3

30.q瑞

10

盈

0

11

明治35年

67人

89.3鑑

8

10,7晃

75

1

a

76

明治36年

ll1人

93.3男

8

6.7瓢

us

0

0

119

明治37年

235人

95.1斑

is
4.9%

247

1

z

250

明治38年

33人

80.5%

8

19.5毘

9]

1

0

42

明治39年

10人

45.5毘

12

54.5彫

22

z

z

26

明治40年

27人

G7.5%

13

32.5瓢

40

1

3

44

明治41年

4人

66.7瓢

2

33.3毘

6

a

a

6

明治44年

3人

100.0毘

a

3

0

0

3

合 計

497人

88.3瓢

66

11.7男

563

7

7

577

c.年 齢

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

7歳

8歳

9歳

10歳

明治34年

0人

0

i

9.1毘

0

0

a

0

0

0

a

a

明治35年

0人

0

0

1 毘

】

3

0

0

0

0

0

a

a

明治36年

0人

0

0

0

0

0

0

0

0

a

a

明治37年

0人

1
0.4%

a

2

0.8瓢

0

0

0

0

0

0

0

明治38年

0人

a

a

0

0

0

i

2.嬬

0

0

0

0

明治39年

0人

a

a

1

3.8驚

i

3.8覧

1

3.8器

0

i

3.8瓢

0

0

0

明治40年

0入

0

0

i

2.3毘

i

2.3瓢

1

2.3器

1

2.3鑑

0

0

a

0

明治41年

0人

a

a

0

0

0

0

a

0

0

0

明治44年

0人

0

0

0

0

0

0

a

0

0

a

合 計

0人

匡

0.2器

匡

0,2瓢

5

0.9瓢

2

0.3%

z
o.a%

2
D.3%

I

o.ax

0

0

a

78



11歳

12歳

13歳

14歳

15歳

16歳

17歳

18歳

19歳

20歳

21歳

22歳

23歳

24歳

25歳

26歳

27歳

28歳

29歳

30歳

31歳

.32歳

33歳

34歳

35歳

36歳

0昌

0

0

0

0

0

0

a

0

0

i

9,1鑑

a

0

1

9.1男

1

9.1瓢

i

9.1瓢

i

9.1駕

z
18.2%

0

2

18,2髪

0

1

9.1瓢

0

0

0

0

0

0

0

0

0

層

0

i

1.3光

.
1 覧

1

3

a

3

3.9毘

2

2.6鑑

z
2.6%

J

l.3毘

8
10.5%

4

5.3銘

3

3.9光

i

【.3駕

6

7.9瑞

4
5.3%

z

2.6瓢

4

5,3瓢

0

z

2.6瓢

8

【0.5驚

3

3.9毘

0

0

0

0

0

0

1
0.s%

.1 瓢

2

7

5

42鬼

1

0.8覧

6
5.0%

4
3.4%

t

O.8毘

7

5.9鑑

毘

0

4

1

.
8

9

7.6鬼

5

4,2晃

3

2.5劣

3

2.5罵

6

5.0諾

7

5.9瓢

1

0.8瑞

4

3.4瓢

3

2.5瓢

1
0.8X

3
2.5%

A

6.7瑞

0

0

0

t

O.4毘

a

8

3.2鑑

6

2,4覧

12

4.8晃

7

2.8光

7

2,8駕

5
'1
.0%

u

44髭

12

4.8器

10

4.0器

io
40%

口

44瑞

10

4.0鬼

8

3.2瓢

io

40鬼

8

3.2瓢

4
1.6%

11

4.嬬

6

2.4器

,
i 器

3

2

5

2.0瑞

ii

44毘

0

%
1
42

0

2 瓢

1

4

0

0

1

2,4瓢

0

1

2,4鑑

a

0

a

3
7.1%

2

4.8髭

0

z

48覧

2
4.8%

光

3

17

0

3

7.1鬼

i

2.4踏

4
9.5%

2

4.8髭

1

2.4器

a

1

2.4瓢

0

1

3.8器

0

0

0

0

a

7 髭

り
山

7

1

3.8晃

0

a

0

0

0

2

7.7鑑

1
3.8%

3
1L5%

1

3.8光

2

τ7髭

0

0

1

3,8瓢

a

1

3.8鑑

1

3.8艶

0

0

1

2.3髭

0

0

0

a

2

45器

9

9.1器

i

2.3鑑

1
2.3%

0

z

45髭

9

9.1覧

z

4.5瓢

1

2.3髭

0

1

2.3罵

3

6.8覧

3

6.8光

4

9.1瓢

1
2.3%

i

2,3瓢

a

1

2.3器

z

4.5器

z

45瓢

0

0

a

0

a

0

0

0

0

0

i

16.7器

0

0

z

33.3鑑

a

正

16.7%

0

0

0

0

a

a

a

0

a

0

0

0

0

a

0

0

1
33.3%

0

0

0

0

a

a

0

0

0

0

a

0

0

0

a

0

i

33.3%

0

a

a

3

0.5斑

a

z

O.3瓢

0

,
1 %

O
J
£
U

13

2.3瓢

24
4.2%

置1

1.9瓢

17

2.9毘

13

2.3瓢

16

2.8瑞

27

4.7鑑 、

35
s.i%

27

47瓢

29

4.2瓢

2i

3.δ 男

zs

4.5労

25

4.3瓢

2fi
4.5%

11

且.9器

zz

3.8瓢

13

2.3毘

16

2.8%

19

2.4鑑

zz
3.8%

79



37歳

38歳

39歳

40歳

41歳

42歳

43歳

44歳

45歳

46歳

47歳

48歳

49歳

50歳

51歳

52歳

53歳 以 上

平 均 年 令
+0.5

合 卜畠」
ロ

0

0

0

a

0

a

0

a

0

0

a

0

a

a

a

0

0

27.臓

+0.5

巨ー

4

5.3毘

2
2.6%

3
3.9%

0

z
2.6%

3

3.9瑞

z

2.6毘

藍

,

毘

1

3

ー %
1
3

1 瓢

1

3

I

l,3髭

0

0

a

0

0

a

31.1歳

+0.5

76

瓢

2

ワ
置

3

2.5瓢

1
0.sz

4

3.4髭

4

3.4瓢

3

2.5瑞

z

l,7瓢

i

O,8瓢

2

1.7鬼

3

2.5瓢

i

O.8鑑

3
2.5%

a

0

0

0

0

30.3歳

+o.s

119

Il
4.9%

1 %

」
「

£U

z

O.8瓢

S
2.0%

3 覧

8

り
ρ

z

O.8%

4

畳.6%

6

2,4瓢

5

2.0毘

9

3.6瓢

5

2.眺

3

1.2器

4
1.G%

0

監

0.4%

I
o.az

杁(57勧

o.a%

30,6歳

+0.5

250

5
11.9%

0

a

0

1

2.4覧

0

a

2

4.8罵

1
2.4%

1

2.4瑞

1

4.8瑞

1

2.4瓢

a

0

0

0

0

31.7歳

+0.5

42

1

3.8髭

0

0

0

0

i

3.8髭

0

0

a

z

7.7瓢

2
7.7%

0

a

0

a

a

0

30.7歳

+0,5

26

1

2,3瓢

0

藍

2.3瓢

i
2.3%

a

a

0

0

0

0

0

0

a

a

0

0

1人(64勧

2.3%

27.6歳

+o.s

94

0

0

0

a

i
I6.7%

a

0

0

0

a

a

1
16.7%

a

0

0

0

a

30.7歳

+0.5

6

豊

33.3瓢

0

0

a

0

a

a

0

0

a

a

0

0

0

a

a

0

29.3歳

+0.5

3

25

4.3鑑

1 %

Ω
」
震
U

【 瓢

7

2

瓢

0

7

'

is

2.8器

1 %

9

£
U

8

1.4覧

%
0
7

9

1.6鑑

16

2.8髭

ii

L9瓢

1 覧

8

膚
1

4

0.7瓢

0

I
o.zz

1
0.zx

z

O.3瓢

30.4歳

+0.5

5ア7

下線部は最大値

0～5歳

6～10歳

11～15歳

16～20歳

21～25歳

明治34年

1入

9.1瑞

0

0

a

3

27.3駕

明治35年

ー

人

駕

1

0
0

0

0

5

6,6瓢

17

22,4駕

明治36年

0人

0

0

童5

12.6毘

31
zs.iz

明治37年

1

人

鑑

9
0
2

a

i

O,4瓢

40

16.眺

48

19,2罵

明治38年

0人

1入

2.4瓢

4 鑑

り
白
8

z

4.8瓢

5

11.9瓢

明治39年

3入

1L5駕

3

人

瓢

1

8

1

3.8瓢

3

11.5瓢

z

7.7毘

明治40年

3人

6.8器

1A
2.3%

i

2.3瓢

8

18.2瓢

9

20.5瓢

明治41年

0入

0八

a

0

3

50.0器

明治44年

0人

0人

a

1

33.3

0

合 卜壽
闘

入

瓢

畳

9

3

0.5%

5

0.9垢

74

12.8瓢

ua
20.5%

80



26～30歳

31～35歳

36～40歳

41～45歳

46～50歳

51～55歳

56歳 以L

合 卜

6
54.5%

i

9.喘

0

a

0

a

0

1ー

16
'll

.1%

17

22.4光

9

H.8駕

9

1L8罵

z

2.6髭

0

0

76

14
20.2%

12

10.1毘

is

l5.1駕

12

10.1鑑

7

5.9毘

0

0

its

47
18.8%

29
11.6Z

33
i3.2%

25

10.0罵

21
8.9%

'1

0.8器

1

0.4鑑

250

io

23.8毘

8
19.0%

s
19.3%

4

9.5覧

4

9,5毘

0

0

az

7
'16
.9%

3

1L5瓢

皇

3.8%

1

3.8瓢

4

15,4瓢

0

0

26

II

25.0瓢

5

11.9%

5

11.4器

0

0

0

藍

2.3瓢

44

i
l6.7%

0

0

l
l6,7%

蓋

16.7%

0

0

6

a

奮

33.3

1

33.3鬼

0

0

0

0

3

izz
21.1%

76

13.2瓢

73

12.7男

52
9.0%

39

6.8瓢

2

0.3器

z
O.3%

577

下線部は最大値

d.族 籍(族 称)

曹

」
量 族

平 民

小 卜
・イ

■

記 載 な し

合 卜寺
口

明治34年

0人

s

s

4
4010%

is

明治35年

2

人

瑞

1

り
6

44

45

30
40.0%

75

明治36年

人

α勘

ー

0

Io4

105

14

lL8驚

119

明治37年

5人

2.3覧

214

zis

28

11.3鑑

297

明治38年

杁

2.8瓢

35

36

5

12.2瓢

41

明治39年

0入

!5

15

7

3L8鑑

zz

明治40年

1人

3.且 覧

31

32

8

20.眺

90

明治41年

0入

1

1

5

83.3男

6

明治44年

0人

3

3

0

3

合 計

八

%

O
J
OJ

l

453

462

101

17.9瓢

563

e.身 分

㎜∬ 」

非 戸 主

内 繰 の 妻

携 帯 児

長
I

Jソ

I

Jり

I

J,

四 9
」り

五 l
Jり

明治34年

2人

22.2累

韮

ll.1駕

3

33.3晃

0

I
ll.1%

i

ll.1瓢

i
ii.i%

a

0

0

明治35年

18人

45.0鑑

a

5

12.5鑑

0

1

2.5瓢

II

27.5瑞

2

5.0瓢

0

0

0

明治36年

12人

91.9%

6

20.7鑑

3

10.3瑞

a

0

4
13.S%

0

正

3.4瓢

0

0

明治37年

72人

96.8%

6

3.9晃

7

4.5瓢

a

3
L9毘

zi

l3.6晃

12

7.8器

6

3.9瓢

1 器

3

9

重

0.6瓢

明治38年

10人

40.0%

z

8.眺

6

24.眺

a

i

4.眺

i

4.眺

3

12.0瓢

1

4.0兆

a

0

明治39年

4人

16.7%

1

42髭

7
29.2%

1

4.2瓢

9

16.7瓢

0

a

a

i
4.2%

0

明治40年

6人

18.8瑞

a

5

15.眺

0

9

12.5瓢

z

6.3瓢

2

6.3瓢

1

3.1瓢

0

0

明治41年

2人

40.眺

0

1
20.0%

a

0

i
20.0%

0

0

0

0

明治44年

2人

66.7瓢

a

0

0

a

豊

33.3瓢

a

a

0

0

合 計

128八

39.9瓢

16

5.眺

37

11.5鬼

1
0.3%

14

44覧

42

13.1瓢

20
s.z%

9

2.8鑑

4

1,2瓢

丑

0.3瓢

81



養 嗣 子

養 子

庶 子

私 生 児

長 女

女

女

養 女

兄

養 冠,

弟

妹

従 弟

甥

父

母

叔 父

白イ 母

孫

小 計

記 載 な し

合 「
・叩コ
闘

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

a

a

a

0

a

0

0

0

9

z

18.2艶

11

z

5.0瓢

1

2.5%

0

0

0

0

D

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

a

0

40

36

47.4瓢

76

0

1

3.4器

0

a

1

3.4瓢

0

0

a

0

0

1
3.4%

0

0

0

0

0

0

0

0

29

90

75.6鑑

ll9

1

0.6瑞

3
1.9%

0

0

i

O.6光

1 %

2

り
0

0

a

1

0.6瓢

1

0.6晃

8
5.2%

藍

0.6晃

a

1

0.6瑞

1
0.s%

a

1

0.6光

1
0,6%

i

O.6駕

154

96

38.4器

250

0

0

0

0

1
4.0%

0

0

0

0

0

0

0

a

0

0

0

0

a

0

25

17

40.5毘

nz

0

a

0

0

1

4.2瓢

1

4.2髪

1

4,2毘

a

0

0

z

8.3瓢

0

0

a

0

0

0

0

1
4.2%

29

2

7.7毘

'16

0

0

1

3.1毘

0

i

3.1毘

0

0

1
3.1%

a

0

7

2L9瓢

a

1

3.1鑑

0

0

1

3.1瑞

0

a

0

3`1

12

27.3鑑

44

0

0

0

1

20.眺

0

0

0

0

0

0

0

a

0

0

a

0

0

a

a

5

1

16.7瓢

6

0

0

0

a

0

a

0

0

0

0

0

0

a

a

a

0

0

a

0

3

0

3

3

0.9駕

1 %

【
σ

ぐ
U

1

0.3光

0
.

覧

1

00

1 器

5

農
U

3
0.9%

1
0.3%

1

0.3器

1

0.3鬼

畳

0,3%

18
5.6%

i

O.3器

1

0.3器

1

0.3器

1

0,3毘

1

0.3鑑

1

0.3瓢

1

0.3瑞

2
0.6%

321

256

44.4鑑

577

下線部は最大値

f.職 業

工 夫

士 木 業

明治34年

0人

0

明治35年

0人

0

明治35年

0人

0

明治37年

0人

20

1L1晃

明治38年

0人

0

明治39年

1人

20.眺

0

明治40年

0入

0

明治41年

0入

0

明治44年

0人

0

合 計

杁

0.3%

瑞

0

3

2

.
5
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人 工

石 工

左 官

鍛 冶 屋

機 械 工

鉄.1二 職

電鑛金職 」:

仕 立 物 商

裁 縫

菓f商

麺 包 製 造

料 理 人

料 理 業

商 業

商 業 手 伝

(西洋)洗濯

理 髪 業

農 業

園.」.

煙 草(働 刻

木 挽

杣 職

漁 業

造 船 業

船修 繕業

無 職

i

20.0鑑

0

.0

0

0

0

0

0

0

0

0

a

0

a

0

0

0

3
so.o%

i

20.0瑞

0

a

0

a

0

0

0

io

【5.6光

0

0

0

0

a

a

0

瓢

2

13

0

0

0

0

0

0

0

2

3.1毘

38

59.4晃

a

1 光

1

6

4
6.3%

0

5

7.8髭

0

0

2
3.J%

47

60.
.3髭

0

0

2
2.6%

0

1 毘

1

3

0

0

0

0

0

0

a

3

3,8瓢

0

a

0

19

24.4瑞

0

0

0

0

6
7.7%

a

0

0

s2

17.8瓢

7

3.9毘

6

3.3晃

1 覧

2

玉

0

0

a

0

0

0

1

0,6覧

0

a

1

0,6瓢

0

監 光

偽
4
1

1 艶

3

7

7

3.9瑞

a

a

a

0

95

52.8鑑

i 垢

2

1

1
0.6%

1.
o.s%

is
4'1.9%

0

1

3.6器

0

0

0

a

a

0

1

3.6晃

0

0

0

0

0

0

a

1

3.6%

0

a

a

0

t3
4G.4%

a

0

0

0

0

a

a

1

20.0鑑

0

a

2

40.0器

0

0

a

i

20.0毘

0

0

0

0

a

0

0

a

0

0

0

a

a

a

2
1G.7%

0

0

0

0

0

1

8.3覧

0

0

a

a

0

z

16.7鑑

0

a

0

0

3
25.0%

0

a

0

D

z

l6,7瓢

a

a

z
J6.7%

a

0

0

a

a

a

a

a

0

0

a

a

0

a

i
100.0%

0

0

0

0

0

a

0

a

0

0

0

z

66.7器

0

0

0

0

a

a

Q

0

a

a

0

0

0

0

a

0

0

a

a

0

i
33.3X

0

0

0

a

ios

282光

1 %

7

0
」

7
1.9%

%

」
「
1

1
0.3%

1
0.3%

1

0.3器

z

O.5覧

z

O.5瓢

1

0.3毘

且

0,3驚

i

O.3器

2

0.5男

4

1.1瓢

1
0.3%

z

O.5瓢

5
L3%

71

、18.9光

i

O.3鑑

i

O.3毘

4

1.1艶

正

0.3光

121

32.2鬼

a

O.5%

且

0.3毘

ー %

【
」
3
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小 卜

記 載 な し

合 卜二
雪
置

5

50.0鑑

5

50.0瓢

is

64

85.3毘

11

14,7鑑

75

78

65,5瓢

AI
34.5%

ll9

180

72.9毘

67
27.1%

247

18

68.3器

is

31,7髭

引

5
22.7%

17
77.3%

22

12

30.0光

28

70.0瓢

40

1

16,7垢

5

83.3晃

6

3

且00.0%

0

3

376

66.8瓢

187

33.2器

563

下線部は最大値

9.契 約年月日

h.渡 航許可年月日 (旅券下付年月 日)

同年1月

2月

3/1

4月

5月

6月

7月

8月

9JJ

10月

11月

12月

納 護鼎 可月
+o.s

8月 ・9月

合 卜二β
0

明治34年

a

0

1
10.0%

0

0

0

0

0

1

10.0覧

3

30.眺

5

50.眺

0

9.7月

+0.5

io

「り!治35fl三

1
i.3%

io
13.3%

,

ー 毘

ー

3

0

a

z

2.7覧

0

0

3

4.0晃

3

4,0毘

za
29.3%

33

44,0罵

9.7月

+0.5

75

明治36年

5

4.2瓢

15

i2.6瑞

9
7.6%

3
1.5%

5
4.2%

8

6.7毘

is
lO.1%

s
6.7%

9
7.6%

15
i1.s%

5

4.2賜

`15

21.0%

7.4月

+0.5

119

明治37年

38

15.艦

14
5.7%

zs
10.5%

7

2.8毘

39

15,眺

lA

7.3瓢

iz

4.9鬼

29

11.7毘

17

6.9毘

40

16.2覧

7
2.8%

2

0.8鑑

5.8月

+0.5

249

明治38年

2

4.9毘

2

4.9毘

5
12,2%

9
22.0%

9

9.8瓢

0

z

4.9鑑

z

4.9器

9
22.0%

1
2.4%

3

7.3瓢

1
2.9%

6.用

+0.5

置

2.4髪

14

明治39年

2

9.1器

z

9.1冤

3

13,6晃

0

3

13.6鬼

4

18.2労

1
4.5%

4

18.2鑑

a

1

4.5垢

0

z
9.1%

5.8月

+0.5

zz

明治40年

a

3

7.5%

6

15,0瓢

9

22.5躬

5

12.5瓢

a

9
10.0%

1

2.5彫

6

15.0瑞

3
7.5%

i
2.5%

z

5.眺

6.0月

+0.5

40

明治41年

5
83.3%

1

16.7瑞

0

0

a

0

0

0

0

0

a

0

1.2月

+o.s

6

明治44年

0

3

ioo.o%

0

0

0

a

0

a

0

0

0

a

2.0月

+0.5

3

合 計

53
9.4%

50

8,9瓢

51
9.1%

28

5.眺

54
9.6%

3`1
5.7%

31
5.5%

44

7.8覧

45
8.0%

66

11.7男

43

7.7髭

65
1L5%

6.7月

一+0 .5

1

0.2鑑

563

下線 部は最 大 値

1.旅 券.下付 年月1.J

j.渡 航年 月 日(本 邦 出発 ノ年 月 「D

k.lll帆 港

1.旅 券番 号

夫婦重複者

記 載 な し

り」治34{r

0

io

90.9晃

明治35年

a

75

98.7毘

明治36年

a

98

82.4瓢

明治37年

a

236

94.4鬼

明治38年

0

27

64.3器

1り1治39fF

0

22

84.6瓢

明治40年

0

43

97.7瓢

明治41年

0

s

且00.0%

明治44年

0

3
ioo.o%

合 計

z

520

90.且%

84



合 計 ll 76 its 250 42 2G 44 s 3 577

m,渡 航許可官庁(道 府県)

群 馬

東 京
(警視庁)

神 奈 川

新 ー
」渡

石 , ーー

岐 阜

滋 "
黒

登

大 阪

兵 庫

和 歌lh

司ー 山

広 し
U

κ

山 1.1

愛 媛

祐 瑚ー

佐 賀

長 崎

熊 本

大 }づ

合 卜

1リ」治34{1三

3

30.0光

0

0

0

0

0

0

0

0

a

i
io.o%

a

a

2

20.0毘

i

IO.0鬼

a

3

30.0光

0

a

10

明治35年

a

0

1 艶

1

り
0

0

0

0

0

0

a

0

54

72.0光

0

0

0

0

0

20

26.7瓢

0

0

75

明治36年

a

0

4 毘

【
U

り
乙

0

0

0

a

26

21.8瓢

4
3.A%

0

'14

20.2瓢

0

0

0

12

10.既

0

is

l6.0晃

zs

21.8光

3

2.5瓢

119

明治37年

0

a

1 髭

3

2

a

0

i

O,端

a

1
0.4%

0

i

O.4覧

46

18.6光

ioi

40,9晃

a

z

aa%

s

3.6毘

is

7,3瑞

61

24.7鑑

4

1.6瓢

0

247

置り」汁書38`1三

2 %
1
4

0

4 瓢

2

0
」

0

1

2.4鷲

0

2

4.9器

z

4.9瓢

a

a

14

34.1%

0

韮

2.4晃

0

io

24.4鑑

a

8

19.5鑑

0

a

41

明治39年

a

1
A.5%

a

0

a

a

1

4.5髭

0

1

4.5毘

0

0

0

0

0

3

13.6覧

a

16

72、7瑞

a

0

22

明治40年

0

1
2.5%

0

0

0

2

5.0鬼

0

2

5.0器

0

0

0

0

1
2.5%

0

0

0

zs

70.0瓢

6

15.眺

0

40

明治41年

0

0

0

2
33.3%

0

a

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1
16.7%

3

50.眺

0

a

s

明治44年

0

0

a

0

3

100.眺

0

0

a

0

0

0

0

0

0

0

0

a

0

0

3

合 計

4

0.7覧

z
O.4%

II

2.0瓢

z

O.4器

9
0.7%

3
0.5%

3

0.5瓢

31

5.5瓢

5

0.9髭

盈

0.2瓢

t39

24.7%

ioi

l7.9瓢

z

O.4%

4

0.7晃

35

6.2男

19

3.4鑑

158

28.且 艶

36

6.4瓢

3

0.5瓢

563

下線 部は最大値

n.移 民取扱会社(保 証人又は移民取扱人氏名若会社,保 証人又ハ移民取扱 人氏名若クハ祉名)

o.渡 航B的(渡 航 ノ目的,労 働ノ種類)

移 民

1り1治34{F

0人

1り」治35勾 三

0人

明治36年

0人

明治37年

3人

4.5晃

1サ1治38イr

0入

明治39年

0人

明治40年

0人

明治41年

OA

明治44年

0人

合 計

1

人

%

0
0
0

85



出 稼

労 働

建築出稼

大 工

大 工 出 稼

大]二再渡航

木 型 職

石 工

石 工ll}稼

左 官

左 官 出 稼

左 官 及
プリツキ職

工 業

鍛 冶 屋

機 関 職 工

機 械 職

電鑛金職丁

旋 盤 職 工

印 刷 職

プ リ ツ キ
索 麺 製 造

素麺 製造

素麺 製造
手 伝

(酉洋)洗濯

理 髪 業

菓子 製造

菓 子 商

i

25.0鑑

1
25.0%

1

25.0男

0

0

0

0

0

0

a

0

0

0

0

0

0

a

0

a

0

a

0

0

0

0

0

0

0

0

2

3.6毘

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

a

a

0

a

0

0

3 鑑

り
乙
6

a

0

0

0

a

13

32.4毘

a

0

0

0

0

0

a

0

7

9,9瓢

監 %
1

4

0

z

2.8瑞

0

a

i
1.9%

0

0

0

a

0

I

L4瓢

0

0

0

0

a

l2.跳

4

6.1器

0

0

i

l.5髭

3
4.5%

0

3
4.5%

0

1

1、5瓢

i

1.5毘

a

0

0

a

a

0

0

a

a

1

1.5晃

0

a

0

0

0

8

27.6晃

1

3.4瑞

0

0

0

0

1

3.4瓢

0

a

0

0

0

0

0

0

0

a

0

0

0

0

a

1

3.4瓢

1

4.3光

0

a

2

8.7%

0

0

0

a

0

a

0

1

4.3毘

a

0

0

0

a

0

a

0

0

a

0

i

43覧

a

a

a

a

0

1

2.6垢

0

0

1

2.6覧

0

0

0

0

0

0

5

12.8%

1

2.δ 鬼

a

1
2.6%

t

2.6光

0

1

2.6器

0

0

1

2.6鑑

0

a

0

a

0

0

a

a

I
zo.o%

a

0

a

0

0

0

0

】

20.0%

0

0

0

0

0

a

1

20.0毘

1

20.0毘

0

0

a

a

0

0

0

a

0

a

0

0

0

a

a

0

0

0

0

0

a

a

0

0

0

a

0

0

0

0

2
0.7%

i

O.3駕

i

O.3光

44

15,眺

5

L7器

i
O.3%

i

O.3罵

i

O.3器

3
1.0%

1

0,3器

3

LO髭

i

O.3毘

8
2.7%

8

2.7%

1

D.3鑑

z
O.7%

1

0.3瓢

i
O.3%

i
O.3%

I

o.a%

裏

0.3%

i

O.3瓢

1

0.3覧

1 毘

4

3

i

O.3鑑

1

0.3%

86



仕 立 職

裁 縫

コ ツ ク

(料 理 人)

料 理 業

●1班 長

給 f 9

.
丘

店 芝亙

被 雇 人

ボーイ被雇

外国人小使

保 乎'

ド 女

農 業

農 業出稼

煙草(蔦)刻

木 挽

樵 夫

漁 業

漁 業 出 稼

漁業1厚渡航

遠洋漁業

潜 水 人 夫

潜水業会計

家 業 手 伝
(補 助)

家 事 手 伝
(補 助)

看 病

a

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

a

0

0

a

0

0

0

0

0

a

0

a

a

0

a

0

3 %

り
6

盈U

0

3 覧

2

飛
∪

0

0

0

0

0

0

0

a

7
12.5%

a

r

L8覧

4
7」 鑑

I

l.8覧

33
58.9%

a

0

a

0

0

0

0

0

0

a

i
1.4%

0

0

0

0

0

{ 鬼

監

4

1 鑑

1

4

0

1 瓢

ー

4

a

ii

l5.5毘

0

a

0

13
18.3%

7
9.9%

0

0

0

a

0

1
1.9%

0

0

0

0

0

a

a

a

0

0

a

a

a

I

L5毘

0

0

0

0

a

36

54.5瓢

0

a

0

a

a

0

0

0

0

1

3,4瑞

a

0

a

0

D

0

0

a

0

0

a

0

0

0

a

s

3LO瓢

z

6,9毘

1

3.4鑑

0

0

0

韮

3.9%

0

a

3

13.0垢

0

4 劣

1

3

a

0

a

a

a

0

1

4.3覧

0

a

a

0

0

0

a

a

a

a

0

a

0

0

1

4,3髭

z
5.1%

i

2.6瑞

a

z

5.1%

1

2.6毘

1

2.6髭

1
2.6%

2
5.1%

a

a

0

0

0

0

0

a

0

0

a

0

a

z

5,1男

1
2.6%

3

7.7毘

0

0

0

a

a

0

0

0

a

0

0

a

0

0

0

0

a

0

a

0

0

0

0

a

0

0

0

a

a

0

a

a

0

a

a

0

a

a

0

0

0

0

a

0

a

a

a

0

0

a

a

0

0

0

n

O.7%

2 鑑

£U
O

z

O.7瓢

ー %

ra
7

i

O.3斑

0 瓢

1

り
0

1
0.3%

z

O.7瓢

1

0.3毘

1

0.3鑑

i

O.3晃

1

0.3瓢

8

2.7器

%

1

83

1
0.3%

ー 光

4

9
0

1

0.3鑑

46

15.7鑑

52

17・7墨

z
O.7%

i

O.3毘

0 駕

2

7

1

0.3器

1 %
3
0

z

O.7艶

監

0.3瓢

87



夫 と 同 行

炊事洗濯 ・

夫 と 同 行

内縁の夫と
伺行

夫 の 呼 寄
(夫の許へ)

父 の 呼 寄

父母と同行

母 と1司 行

子 の 許 へ

そ の 他 の
携 帯 児

判 読 不 明

漁業出稼 ・
漁業再渡航

小 計

記 載 な し

合 計

0

a

0

0

0

0

0

0

t

25.0光

0

0

9

7
63.6%

11

a

0

a

0

0

0

0

0

1 瓢

1

8

i 器

f
鳳
8

0

56

20
26.3%

76

a

0

0

0

0

0

0

0

0

a

0

71

48

40.3瓢

ll9

a

0

0

i
1.5%

a

a

0

0

3

4,5垢

a

0

66

tai

73.6晃

250

0

0

0

0

2

6.9晃

0

0

a

1

3.4光

0

1

3.4鑑

29

13

31.7覧

42

4

i7.4器

0

i

4.3鑑

8 瓢

2

7

0

1

4.3%

z

8.?瑞

0

z

8.7男

0

0

23

3

11.5毘

2fi

9

10,3器

0

0

1

2.6驚

a

0

3
7.7%

2 瓢

1

6

2

5.1器

0

0

39

5

12.5瓢

44

a

1
20.0%

0

0

a

a

0

0

a

0

0

5

I

l6.7覧

s

0

0

a

0

0

0

0

0

0

0

0

a

3
100.0%

3

8

2.7瑞

i

O.3男

1

0.3覧

1 %

湘

1

」
伍

0 %

り

山

7
σ

1

0.3嵩

5
1.7%

1

0.3器

io

3.4鑑

1

0.4覧

1
0.3%

293

289

49.2器

577

下線部は最大値

p.渡 航地(旅 行地名,行 先地)

フ ィ リ ピン

マ ニ ラ

呂 宋 島

キ ア ツ ボ
メン トザー

合 計

明治34年

0人

is

100、0瓢

0

0

10

1,】治35{雪 三

1

人

瓢

1

3

74

98.7瓢

0

0

75

蚤;「】治36{書 三

31人

26.1毘

86

72.3傷

ー 駕

0
晶
7

0

119

明治37年

168人

68.0覧

78

31.6瓢

0

i

O、娚

zap

明治38年

16人

39.0%

25
61.0%

0

0

41

1り1治39ぞ1三

4人

18.2瓢

18

81.8駕

0

a

zz

明治40年

5人

12.5%

35

87.5光

0

a

90

明治41年

3人

50.0%

3
50.0%

a

0

s

明治44年

3人

100.眺

0

a

0

3

合 計

23杁

41.0瓢

329

58.4器

2

0.4毘

1

0.2瓢

563

一ド線部は最人値
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表11:フ ィ リピン行き渡航者調査IV(移 民取扱会社経由,大 正2～10年)

延 べ 人 数

重 複 者

実 人 数

携 帯 児

総 実 人 数

大 正2年
19且3年

820人

a

鑑

0

00

2

.

8

8

i

O.幌

821

大正3年
[9M年

654人

1

653

7.0艶

0

653

人 正4年
1915年

330人

a

330

3.5晃

0

330

人1量こ5年

1916年

890人

0

890
9.5%

0

890

人lll6年

1917年

2潟21人

0

2,821
30.`1%

i

O.0光

2,812

人 正7年
1918年

2,706人

1

2,705

30.眺

5
0.z%

2,7tO

大 正8年
1919年

682人

a

%

0
6
3

8

・

£
U

7

a

682

大 正9年
1920年

192人

0

192

2.1瑞

1

0.5覧

193

大 正10年
1921年

246入

0

246

2.6毘

a

29G

合 計

9,34駄

z

9,339

8

0.1瓢

9,347

註:大 正3年 の 重 複者 は3ヵ 月違 い 、7年 は1ヵ 月違 いで 同.一人 物 が出 発 予定 。

a.氏 名

b.{生,,11

I

Jり

女

小 計

携帯児 男

携帯児 女

合 計

大IE2年

797人

97.2毘

23

2.8毘

820

0

i

8'll

大11己3年

648人

99.2毘

5

0.8男

653

0

0

653

大 正4年

328人

99.4%

2

0.6瓢

X30

0

0

330

大dl5年

886人

99,6晃

4

0.4鑑

890

0

0

890

人ill6年

2,797人

99,瑞

24
0.9%

z,azi

i

a

z,azz

大正7年

21678人

99.0髭

瑞

7

0

2

.

2,705

3

z

'1
,710

大正8年

679人

99.6%

3

0.4男

682

0

0

682

大正9年

187人

97.4覧

5
2.6%

192

i

0

193

大正10年

245人

99.6瓢

i

O.4鑑

zas

0

0

246

合 計

91245人

99.0瓢

94

1.0瓢

9,339

5

3

9,347

c.年 齢

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

7歳

8歳

9歳

10歳

人 正2年
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11歳

12歳

13歳

14歳

15歳

16歳

17歳

18歳

19歳

20歳

21歳

22歳

23歳

24歳

25歳

26歳

27歳

28歳

29歳

30歳

31歳

32歳

33歳

34歳

35歳

36歳
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210

7.4冤

301

10.7瓢

279
9.9%
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8
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9
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り
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£
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1.6瓢
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4
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0

0
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0

3
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37歳

38歳

39歳

40歳

41歳

42歳

43歳

44歳

45歳

46歳

47歳

48歳

49歳

,50歳

51歳

52歳

53歳

54歳

55歳

56歳1ヌ.L

・ド 均 年 令

+0.5

小 計

記 載 な し

合 計

4

0.5光

乳 光

8

0

髭
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3
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0～5歳

6～10歳

11～15歳

16～20歳

21～25歳

26～30歳

31～35歳

36～40歳

41～45歳

46～50歳

51～55歳

56歳 以上
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f.職 業
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5.1%

156

ig.0毘

154

18.8光

sa
8.3%

40
4.9%

36

44覧

19

35毘

72

H.8%

毘

n
J

ぐU

7

・
9

as

59瑞

人1.ll3fl三

0人

0

3

0.5瓢

5

0.8覧

4

0.6鬼

46

7.0瓢

53
8.i%

Rg

l28鑑

89

13,6鑑

ion

I5.7晃

60

9.2光

44

67覧

35

54器

66
10.1%

32

49毘

19

2.9毘

5

0.8鑑

大正4年

0人

i

O.3毘

a

2.4鑑

L %

5

に
」

i

O.3鑑

ll

3.3毘

si

94駕

46

139毘

88

267光

50
15.2%

36
10.9%

15

4,5賜

ii

3.3毘

7

2.跳

11

33冤

.
1 鑑

5

5

1

0.3毘

大i.E5年

0人

i

O.喘

2

0.2光

2

0.2覧

4
0.1%

67

75器

Los

l2.2瑞

72

81瓢

ss

97瓢

42

4.7晃

n2

47晃

43

48晃

56

63瓢

7R

88艶

94

106毘

70

7.9賜

61

6.9鑑

大正6年

0人

i

O.0鑑

i

O.眺

i

O.0毘

7

0.2瓢

91
3.2%

207

7.3毘

M4

5.1毘

Los

l4.5毘

243

8.6覧

153

5.4毘

183

6.5覧

184

6.5毘

317

H.6晃

iii

l4.6毘

瓢

3

7

7
ー

.

り
6

∩コ

139

4.9罵

大正7年

1人

o.o%

z

ai%

io

O.4鑑

20

0.7毘

3A

l.4鑑

M4

5,3鑑

133

8.6器

536

19.8器

458

17.0瓢

`14'1

9,0器

186

6.9瓢

94

35覧

70

26鑑

307

11.4光

208

7,7器

sz

30瓢

58
z.i%

大正8年

杁

0.1髭

1

0.1覧

z

O.3%

.
1 覧

8

2

33

4.8瓢

65

9.5瓢

71

104鑑

93
13.7%

71
10.4%

53
7.8%

7

49

72鑑

59

87瑞

62

9.1瓢

38

56覧

38

56瓢

瓢

00
0J

l

.

14

2,1器

大正9年

0人

i

O.5鑑

a

且

0.5%

0

9

4.8鑑

29

12.8鑑

io

5.3毘

13

6.9器

9

4.8瓢

II

5.9髭

12

64毘

19
10.1%

19

10,1瓢

'll

11.'2%

23

12,2鑑

9

4.8光

大正10年

0人

i
o.az

0

i
O.9%

5

2.眺

17

6.9器

22

8.9髭

]0

41毘

42
17.1%

za

8,9髪

32

13.0瓢

15

6.1鑑

'L2

8.9毘

ll
4.5%

34

13.8毘

to

4.1瓢

2

0.8瓢

合 卜二つ
ロ

3人

0.眺

A
o.i%

26
0.3%

60

06瓢

toa

l.1瓢

470

5.眺

781
8.4%

1,037
11.1%

1,912

15.1瓢

91A
9.8%

fi37
6.8%

505

5.4瓢

495
5.3%

882

9.5%

9'LI

9.9瓢

574

6.2鑑

337

3.6瓢

93



12月

乎擁 鮪 可月
+0.5

小 計

記 載 な し

合 卜套
n

17

2.1毘

5.3月

+0.5

820

a

820

s

O.9瑞

4.3児

+0.5

659

0

654

3

0.9瓢

3.5月

+o.s

330

0

33d

GI
6.9%

5,7月

+0.5

890

0

890

96
1.6%

6.0月

+0.5

2,820

I

o.o男

2,821

iz

O.4髭

4.2月

+0.5

2,701

4

0.1毘

2,905

10
1.5%

4.0月

+0.5

681

t

o.且%

68'1

7
3.7%

6.0月

+0.5

188

4
2.1%

192

0

4.7月

+0.5

296

0

zas

isz

L7毘

5.0月

+0.5

9,330

10

0.1覧

9,390

註:大 圧3年3月 と6月 に重複者。一ド線.部は最大値

j.渡 航年 月 日(本 邦 出発 ノ 年月 日)

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

.9月

10月

11月

12月

平 均出 帆 月
+0.5

猷 一 甑 荊 月

合 計

大正2年

35人

4.3瓢

11

50毘

54

66瓢

176

21.5毘

135

16,5髪

54
6.6%

39
4.8%

30

3.7瓢

57

7,眺

76

9.3男

45

5,5瑞

78

9,5毘

6.3月

+0.5.

1.0ヵ 月

820

大正3年

36人

5.5%

86

13.瑞

70

10.7器

io2

15.6瓢

ios
l6.2%

37

5.7銘

52
8.0%

45

6.9器

44
6.7%

15
38%

23

3.5光

%
8
3

2

.
4

5.朋

+0.5

1.1ヵ 月

654

大正4年

ll人

3.3瑞

41

12.4鑑

84

255男

49

14.8毘

67

20.3鑑

13

3.9艶

19

5.8晃

4
1.2%

io

3.0瓢

16

4.8瑞

7

2.1毘

9

2.7髭

4.7月

+0.5

1.2ヵ 月

330

大正5年

IM人

12.8晃

96

10,8瓢

69
7.8%

59

6.6瓢

43

48瓢

35
3.9%

51

5.7艶

99

5,5覧

73
8.'1%

G5

73鬼

110

12.4器

12G
14.2%

6.7月

+0 .5

聖.oヵ 月

890

大正6年

108人

3.8%

zoo

7.2鑑

239

8.5瑞

376

13.3毘

IR8

6.7瓢

163

5.8瓢

L38

8.4瓢

161

5.7鑑

168

6.眺

389

】3.6瓢

317

11,2瓢

275

9.7鬼

7.0月

+0.5

1.0ヵ 月

z,ezi

大正7年

177.人

6.5%

zso

9.2毘

291
10.8%

359

!3.3瓢

979

17,7瓢

iss
6.9%

(51

5.6瓢

237

8,8光

1'17

4.7覧

297
11.0%

96

3.5毘

56

2.監 光

5.7月

+0,5

1.5ヵ 月

2,706

大正8年

95人

13.9毘

63
9.2%

99

14,5瑞

51

7.5瑞

86

12.6器

96
6.7%

67

98毘

67

9.8髭

`19

3.5髭

9'1
6.'1%

io
I.5%

32
9.7%

5.2月

+0.5

1.2ヵ 月

682

大正9年

5人

2.6瓢

26
13.5%

19

9.9髪

13
6.8%

12
6.3%

8
9.2%

10
5.2%

9
4.7%

25

盈3.眺

28

14.6器

'13

iz.o%

14
7.3X

7.0月

+0.5

1.0ヵ 月

19'1

大正10年

23人

9.3%

19

7.7鑑

15

6.1毘

20

8.1器

43
17.5%

28

11.4瓢

16

6.5艶

is

6.5艶

19

57器

39

13.8光

is

7.3艶

0

6.0月

+0.5

1.3ヵ 月

216

合 計

604人

6.5髭

826

8.8瑞

440

10.1鑑

1,205
12.9%

正,159

12.4%

570
6.1%

643
6.9%

6(8

6.6光

54'1

5.8覧

967

10.4晃

649

6.9髭

618
6.6%

6.2月

+0,5

1.2お 月

9,341

註:大 正3年4月 と7月 、.ド線 部は 最 大値 7年3∫1と4月 重 複1名

k.出 帆 港

横 浜

神 戸

大正2年

88人

107瑞

160

19.5完

大1.E3年

106人

18.9瓢

us

21.3駕

大正4年

50人

18.A%

37

13.6鑑

大正5年

186人

21.幌

174

ig.7駕

.人コ旺6勾 三

842人

30.1%

瑞

8

9

4

・

2

8

大 正7年

678人

25.喘

'/J

16.9鬼

大 正8年

14杁

20.7瓢

109

15.2男

大正9年

17人

8.9器

98
15.0%

大正10年

21人

85器

1`15

50.8鬼

合 卜
・.溶
コ

2,129人

23.3光

1,472
1G.1%

94



長 崎

小 計

記 載 な し

合 計

572
69.8%

8'LO

0

820

335

59.8鑑

560

93

142駕

653

IR5

68.0瓢

272

58

17.6器

330

513
59.2%

R83

7

0.8鑑

aso

1,698

60,9毘

21788

器

り
0
2

り0

9

2,821

1,570
58.0%

2,705

a

2,705

937
G4.1%

cat

0

682

1'17
G6.1%

192

0

192

ioa

40.7器

ass

a

246

5,547
60.6%

5,148

isi

2,0器

9,339

下線部は最大値

1.旅 券番号

別人 重複者

別人3人 嫉

同駐2入 蜷

母 子2人 重 凄

母 子.3人 重 奮

記 載 な し
および陥 棚

人iE2年

17絡

0

a

i

0

i

人正3年

7粗

0

0

a

0

z

人正4年

.5総

0

a

0

0

0

大正5年

10組

0

1

0

0

0

大正6年

65組

2

1

0

0

a

大IE7年

87組

1

0

1

亘

0

大正8年

13組

0

0

0

0

0

大正9年

闇

a

0

0

0

0

大 正【0年

3組

a

0

a

0

0

合 計

208紐

3

a

z

1

3

0,眺

m.渡 航許 可官庁(道 府県)

北 海 道

青 森

5ー
イ 手

'

1

」
直 戎均

秋 茎iー

JIー 形

益 1
、U`

茨 城

栃 木

群 馬

埼. .k

千 葉

東 京
(警視庁)

神 奈 川

新.潟

大正2年

0人

0

a

0

a

0

7a
8.8%

0

0

0

a

0

a

0

5

0.6鬼

大iE3年

0人

a

0

0

0

0

as

l2.3瓢

a

0

0

0

0

a

0

皇

1
瓢

1

7

大11{4年

0人

a

0

0

0

0

42
11.7%

0

0

0

a

0

0

0

0

大正5年

0人

a

0

0

a

0

113

12.7瑞

0

a

0

0

0

a

a

a

大正6年

0人

a

0

0

0

0

389

13.8晃

0

0

0

19

.0 ,7鑑

a

1

0.眺

a

17

0.6覧

大正7年

0人

a

a

a

a

0 %
O
J
3

232
8.6%

0

a

0

65
z.h%

i
o.o%

a

覧

」㌧

50

1

3
覧

大正8年

0人

a

u

0

I
o.i%

1 毘

7

0

29

4.3毘

1

0.1毘

i

O」 毘

0

ii

L5光

0

9
0.s%

髭

0

【
」

6

0,9箔

大正9年

0人

0

a

0

0

0

9

4.7瓢

0

0

a

0

0

3
1.6%

a

i
O.5%

大正10年

0人

0

0

0

0

0

11

4.5毘

a

0

0

a

0

i
O.9%

1

0.4覧

2

0.8器

合 計

0人

0

0

0

1

0.0駕

16

0.2毘

977
0.5%

1

0.0毘

i
o.o%

0

95

1.0鑑

t

O.0瓢

9
0.i%

25

0.3髭

73

0.8鑑

95



畠 山

石 」1ー

橿 ヒ
ー

プ

山 梨

長 野

岐 ～

(

静 瑚ー

愛 知

重

滋 賀

9寧

、

.ー

ノ 都

大 阪

兵 i～

奈 良

和 歌lll

烏 取

島 根

瑚ー 山

広 1
.り乱

山 】一
「

「

徳 島

香 ～ー1

愛 媛

尚 　知

福 岡

佐 賀

0

a

毘

ー

窒
U

【

.

0

a

ー 駕

0
0
0

0

賜

4

7

47

5.7毘

鑑

3

6

0

a

z

O.2覧

0

a

a

0

zs

32毘

256

31.2鑑

%
1
2

5

'
6

0

0

L 鑑

8

0

a

126

15.4瓢

%
1
6
2

.
2

i

O.2光

光

8

2

30

4.6汚

0

12

18覧

t

O.2鬼

0

%

0

に
」

13
2.0%

鑑

2

8

0

0

3
0.5%

0

25

38覧

4

0.6駕

a

42
6.4%

293

37.2瓢

60

9.2髭

0

0

s

O.9晃

0

36

5.5瓢

晃

6

Ω
」

0

0

'1

0.6%

ll

33光

]D

3,眺

3
0.9%

8
2.4%

a

z

O.6毘

6
1.8%

10

6.1器

0

0

i

O.3毘

0

0

1 男

4

2

0

16

48光

53

161晃

61
18.5%

0

0

0

0

26

7.9瓢

10

3.0鑑

55
6.2%

6

0.7毘

27

30毘

0

18

20覧

3

0.3器

0

19

2.1瓢

u

l.2瑞

35

39髭

0

0

0

0

i

O.喘

z

O.2鬼

s

O.3瓢

107

12.0鑑

131

i4.7瓢

Boa
12.1%

0

0

0

7
0.s%

55

62覧

21
2.9%

71

2.5踏

6

0.2瑞

50

1.8艶

1

0.眺

213

7.6覧

13

0.5鑑

3

0、1瓢

150

5.3光

13
0.5%

70

25覧

8
0.3%

a

1

0.0光

0

21

07髭

14
0.5%

2

0.瑞

229

8.1罵

230

8.2瑞

'IA9

8.6器

0

a

7

0.2覧

17

0.6器

173

6.1鬼

69

24垢

62

23毘

iz

O.4髭

74
27%

2

0.1鑑

99
37%

12

04鑑

17
0.6%

127

4.7瓢

27

1.0鑑

138

5.1毘

z

O.3覧

a

2

0、1%

a

鬼

5

7

4

.

器

0

0
0

【
0

・

8

0,3毘

169

6.2覧

216

8.眺

309

U.2覧

a

%
7
30

1

0.0毘

%
5
7
4

.

172

6.4瓢

68

25冤

is

26垢

1 %
00
2

12

1.8光

0

25

3.7箔

6

0.9瑞

z
O.3%

23
3.9%

0

%
1
6

1
0.1%

I

o.1覧

5

0.7光

1

0.i%

39
5.7%

1 %
8
2

a

17
2.5%

92

135覧

33
4.8%

i

O.1光

3

0.4髭

5

0.7覧

3

0.4毘

31
9.5%

3

0.4箔

2

1.0器

a

盟

0.5%

a

0

L 罵

2

0

1
0.5%

,
1 瓢

2

0

i

O.5光

i

O.5器

0

1
0.5%

3

1.6光

0

11
63%

z

l.0鬼

0

i

O,5器

55

286瑞

12

6.3瓢

7

3.6艶

斑

3

6

11
5.7%

0

zz

n,5鑑

9

2.1鬼

i

O.4器

1

0.4覧

3

1.2瓢

i

O.4晃

1

0.4器

t

O.4毘

a

1 覧

4

震
U

0

i
O.4%

a

0

3
1.2%

0

7

2,8駕

0

0

5

2.眺

ios
43.1%

13

5.3斑

0

a

5

2.0毘

0

7
2.8%

a

zta

2.2鬼

43
0.5%

219

2.3鑑

14
0.1%

371

4.0器

59

0.6毘

23

0.2髭

351

3.8瓢

118
1.3%

30i
3.2%

is
o.2%

z

O.0瓢

20

0.2光

匡

0.眺

150

1.6鬼

84

0、9毘

13
0.i%

一612

6.6毘

1,3R2

14.8瓢

886
9.5%

8
0.i%

13
0.1%

43

05瓢

71

0.8瓢

648
6.9%

202

2.2男
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長 崎

熊 本

大 分

宮 崎

鹿 児 島

沖 縄

合 計

21

2.6光

34

41毘

0

0

3

0.4毘

io2

12.4覧

ago

14

2.i毘

2

0.3毘

0

a

7

1.1瓢

27

4.跳

653

19

5.8瓢

13

3,9鑑

a

0

5
L5%

18

J.JA

330

41
4.G%

66

7.4瓢

15

2.8鑑

a

10

2.2毘

is

l.8鬼

'890

61

2.2瓢

359
12.7%

74.

2.6瓢

0

162

5.7器

134

48光

`L
,821

62

2.3髭

zia

8.1覧

57

2.喘

a

130

4.8瑞

222

8,2髭

2,705

10

2,9瓢

73

10.7覧

14

2.瑞

a

24

3.5毘

1'33

2.眺

6R2

5

2.6毘

8

4,2器

3

1.6髭

a

z

LO毘

18
9.4%

X92

7

2.8光

5

2.0瓢

4

L6瓢

0

0

56

22.8瓢

246

250
2.7%

778

8.3瑞

177
1.9%

0

353

3.8瓢

726
7.8%

9,339

..ド線部は最大値

n.移 民取扱会社(保 証人又は移民取扱人氏名若会社,保 証人又ハ移民取扱人 ノ氏名若クハ社名)

海外興業株
式会社

東洋移民合
資会社

南米植民株
式会社

日本植民合
資会社

森岡移民株
式合資会社

合 計

大li三2年

0人

820

100.0%

0

a

0

820

大正3年

0人

5so

85.8器

0

93

14.2艶

0

653

大fli4年

0人

z72

82.4瓢

0

58

i7.6髭

0

330

大疋5年

0人

865

97.2毘

21
2.4%

4
0,4%

a

890

大正6年

201入

7.1晃

1,949

69」 器

63A

22、6器

33

1.2晃

0

2,821

大正7年

2,705人

[00.0斑

0

0

0

0

2,705

人正8年

673人

98.7鬼

0

0

a

9
1.3%

682

大正9年

133人

69,3覧

0

a

0

59

30.7斑

192

大正10年

246人

ioo.o%

0

0

0

a

24fi

合 計

3、958人

42.4瓢

4,466

47.8瓢

659

7.1毘

188
z.o%

68

0.7艶

9,339

o.労 働 ノ種 類(渡 航 月的,渡 航 ノ 目的)

大 1.

鍛 冶 崖

農 業

小 作 移 民

木 挽

杣 職

父母と同行

母 と 同 行

その他の携

帯児

合 計

大正2年

n人

1.3%

0

763

92.9毘

0

46

5.6瓢

0

0

1

・0
.1瓢

0

azi

大 正3年

0人

0

935

66.6完

0

204

3L2鬼

14

2.1光

a

0

a

653

人正4年

o人

0

2k2

85.5瓢

0

48

M.5鑑

0

0

a

a

330

大正5年

0人

0

890

100.0毘

a

a

0

0

a

0

asa

大正6年

0人

0

'1
,8`1]

100,0晃

0

0

0

0

0

t

O.0覧

L,812

大正7年

48人

1.8髭

3

0.1毘

2,G53

97.9毘

1

0.0毘

0

0

3

0.跳

0

z

O,1鬼

2,710

大i正8年

7人

LO鑑

0

666

97.7鑑

0

9
1.3%

a

0

0

0

682

大正9年

0人

0

isz

83.9瓢

0

30

15.5光

0

0

0

1
0.5%

193

大正10年

0人

0

246

100.眺

a

0

a

a

a

0

196

合 計

66人

0.7%

3

0.0毘

8,918

95.4晃

正

0.0瓢

337

3.6毘

14
0.1%

3

0.0鬼

i

O.0瑞

9
0.096

9,347
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p.渡 航 地(旅 行 地 名,行 先 地)

大正2年 大正3年 大 正4年 大正5年 .大正6年 大 正7年 大正8年 大 正9年 大正10年 合 計

フィ リピ ン 0人 15人

2.3%

0人 21人

2.4毘

639人

22.7毘

157人

5.8器

390人

57.2器一
111人

57.8%

17人

6,9器

L350人

145瓢

マ ニ ラ 0 99

7.5器

0 0 a a 0 0 0 99

0、5光

マ ンガ リン

(ミンドロ島)

6

0.7瑞

a 0 0 0 a 0 a 0 6

0」 鬼

サ ン ホ セ

(ミンドロ射

455

55.5毘

a 0 0 0 0 a 0 0 455
4.9%

呂宋島カラ
ムバ

L29
27.3%

160

24.5光

0 0 a 0 a 0 0 384

4.1%

ミンダナオ
島 リマオン

46
5.6%

127

19.4晃

a 0 0 0 a 0 0 173

韮.9鑑

ル マ ラ オ

(ミンダナオ島}

5

0.6瓢

0 0 a 0 0 a 0 0 5
0.1%

ダ バ オ . 89

10.2毘

259

38.9晃

282

85.5鑑

869
97.6%

2,044

ヱ2・5鑑

828

30.6毘

0 a 0 9,361

46.7光　

太 田 興 業 a 0 0 0 5fl

2.1毘

979

36,2垢

151

22.】%

9
4.7%

139

56.5器

1,336

143光

日比インダ
ス トリアル

0 0 a 0 0 a 0 2
i.o%

z

O,8晃

4

0,0光

ライジング
サ ン

0 0 0 0 0 0 a 1

0.5光

6

2.4光

7

0.1光

チエプラン
テイ シヨン

0 0 0 0 0 0 0 0 3

1.2毘

3

0.0光

望月林業地 0 0 0 0 0 0 9

】.3鑑

9

4.7瑞

5

2.0覧

23

0.2瓢

ギアンガ会

社

a 0 0 0 0 20

0.7毘

8

1.2鬼

1
0.5%

10
4.i%

39

0.4瓢

南 比プラント シ

ョン(敵 繍}

0 0 0 a 0 86

3.2瑞

is

2.6汚

0 n

L6晃

108
L2%

松 岡興業 a 0 0 0 0 50

L8毘
,

11

1.6鑑

3

1.6驚

9

L6毘

sa
O.7%

比律賓拓殖 0 a 0 a 0 0 36

5.3鬼

1

0,5鑑

t

O.4器

38

0.4毘

南部林業地
(南部耕地)

0 0 0 0 0 a 0 14

7.3器

20

8.1髭

39

0.4罵

バシラン興

業

a 0 0 0 0 0 0 is
5.L%

9

1.6%
M

O.1%

ラミタン興
業(ルラ鴻)

0 0 0 0 a 0 0 13
6.8%

i

O.4鑑

i4
0.t%

ポリー ヨ木

材会社

0 0 a a 0 a 0 0 7
z.s%

7
0.1%

南 洋 闘 拓
(南洋拓殖)

0 0 0 0 0 Il

O.艦

8
1.2%

9
`1
.1%

5

2.0鑑

zs

O.3光

オ リエ ンタ

ルプラ万一ション

0 0 0 0 0 0 0 4

2.1%

3

1.2%

7

0.1器

サ ンボアン
ガ殖産

0 0 0 a a 0 8
L2%

0 6
2.4%

19
0.1%

ビ ア オ 0 0 0 0 0 12

0.4髭

z3
3.9%

0 3
1.2%

38

0.4鑑
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占 川 拓 殖 0 a 0 a so

2.8覧

415
15.3%

J

O.7鬼

z

1.眺

3
L2器

505
5.4%

コ ラン プガ

ン(ミンダナ鴉)

0 24

3.7晃

na

l4.5毘

0 0 a 0 0 0 72

0.8髭

木原木 材 0 0 a a 0 0 0 7
3.6%

a 7

0.1鬼

パ ラ ワ ン 0 0 a 0 0 z

O.1男

io

L5瓢

a 0 i2

0.1瑞

ピソ農牧会
社

a a 0 0 a 110

4.眺

且

0,且 毘

a 0 111
1.2%

バ ヤ バ ス 0 0 0 a 0 0 z

α3累

a a a
o.ox

シ ブ ヤ ン 0 0 0 0 0 9
0.3%

0 a a 9
0.i%

シブヤ ン島

グローブ闘 会社

0 a 0 0 a 27

1.0毘

0 a 0 27

0.3%

アポル ラ ン

(パ ラワ凋)

0 9

1.4器

0 0 0 a 0 a a 9

0.1光

パラワン島
バンカラン

0 15

2.3男

0 0 0 0 0 a 0 15

02瓢

ボ リ ナ オ 0 0 0 0 0 0 a 星

0.5瓢

1

0.4瓢

2

0,0瓢

タ ヤ バ ス 0 0 0 0 0 0 z

O.3光

a 0 z

O.0瓢

日 比 会 社 0 a 0 a a 0 0 0 1

0.4覧

i

O.0毘

アグリカル
チュアル

0 0 a 0 a a 0 0 1

0,4瓢

1

0.眺

合 計 820 653 330 890 2,821 2,706零 682 is2 29fi 9,340

註:大 正7年rダ バオ」 と 「太田興業」に重複者。一ド線 部は最大値

q.在 留期限(契 約期限,就 業期限)

大正2年 大 正3年 大正4年 大正5年 大正6年 大 正7年 大正8年 大正9年 大正10年 合 計

1年 間 6人

0.7%

2人

0.4瓢

2人

0.9毘

0人 0人 0人 3人

1.7覧

0入 0人 13人

0.2鑑

1.5年 間 io
1.2%

a 0 0 a 0 0 0 0 10

0.1鑑

2年 聞 His
87.3%

315
56.0%

29

10.4毘

0 a 0 s

3.3毘

3
4.2%

a 1,064
13.7%

3年 間 82

10.0罵

295
43.5%

205

88.7駕

879

99.8艶

2,779

100.0覧

2,263
100.0%

ｻi

95.0毘

69

95.8髭

a 6,693

85.9瓢

不 定 6

0.7光

0 0 0 a 0 0 a 0 s
o.i%

な し 0 a 0 z
o.z%

0 0 0 0 0 z

O.0瑞

小 計 820 562 231 881 2,779 2,263 tso 7'1 a 7,788

記 載 な し 0 91

13.9髭

99'

30,0瓢

9
LO%

92

1.5毘

942

16.3鑑

502

73.6鑑

120

62.5晃

296
100.0%

豆,551

16.6%

合 計 820 653 330 R90 2,821 2,705 saz 192 24s 9,339

下線部は最大値

99



表12:フ ィリピン行 き渡航者調査V(移 民取扱会社経 由,大 正15/昭 和元年～14年)

昭和元年
1926年

昭 和2年

1927年

昭 和3年
1928年

昭和4年

1929年

昭和5年
ig30年

昭 和6年
1931年

昭和7年
且932年

昭和8年
1933年

昭 和9年

1934年

昭 和10年

1935年

延 べ 人 数 266人 L901人 1,262人 L748人 1,428人 414人 161人 173人 372人 470人

重 複 者 0 0 1 1 1 0 0 a 0 0

一

実 人 数 266 i,soi 1,2Gl 1,747 1,427 414 161 173 372 470

携 帯 児 z
O.7%

19

L眺

as

L7髭

30

1.7完

27

L9瓢

6
M晃

7
42%

4
2.3%

12
3.1%

6

1.3%

総実人 数 268 1,920 1,283 1,777 1,454 420 isa 177 384 976

印

注:昭 和3年 の 亟複 者 は5ヶ 月違 い,昭 和4年,

a.氏 名

b.性 別

5年 は3ヶ 月違 い で同 一人物 が 出発 予定 。

昭和元年 昭和2年 昭和3年 昭和4年 昭和5年 昭和6年 昭和7年 昭和8年 昭和9年 昭和10年

男 257人

96.6毘

1,839人

96.7%

蓋,197人

99.9%

1、662人

95.2%

1,363人

95.5%

387人

93.5鬼

136人

84.5箔

150人

86.7%

328人

88.'1%

430人

9且.5%

女 9

3.4瓢

62

3.3光

64

5.1覧

85

4.8毘

64
A.5%

27

6.5毘

25

15.5瑞

23

13.3覧

94

11.8鬼

40

8.5瓢

小 計 266 i,soi 1,261 1,147 1,427 419 16! 173 372 470

携帯児 男 1 7 10 s M 2 3 z 6 3

携帯児 女 1 tz 12 2藍 13 4 9 z 6 3

合 計 zsa t,szo 藍,283 1,777 1,959 420 168 177 389 476

c.年 齢

昭和元年 昭和2年 昭和3年 昭和4年 昭和5年 昭和6年 昭和7年 昭和8年 昭和9年 昭 和 亘0年

0歳 0人 杁

0.1鑑

1人

0.1%

5人

0.3瓢

4人

0.3瓢

0人 駄

0.6瓢

0入 3人

o.sz

1人

0.2%

1歳 i
O.4%

5

0.3鑑

4

0.3汚

4

0.2髪

里

0.1瓢

3

0.7鑑

1
0.6%

i

O.6毘

0 z

O.4瓢

2歳 0 3

0.2毘

4

0.3毘

5
0.3%

5

0.3瓢

1

0.2器

2

1.2髭

z

l.1男

2

0.5覧

0

3歳 0 z

O.1光

4

0、3瓢

3

0.2光

5

0.3瓢

1

0.2光

0 0 2

0.5瑞

i

O.2髭

4歳 0 i

O.1毘

3

0.2鬼

5

0.3光

8

0.6髭

藍

o.2%

1

0.6瑞

a z

O.5光

0

5歳 i
O.4%

3

0.2鬼

z

O.2累

z
O.1%

呈

0.1器

a 0 1
0.6%

t

O.3毘

0

6歳 0 z

O.1覧

1
0.1%

1

0.1瓢

1

0.1鑑

a 1

0.6器

a 1

0.3晃

I

o.2%

7歳 a 0 1

0.1瓢

2

0.1覧

0 a 0 0 0 I
o.z%

8歳 a t

O,1瓢

0 0 z

O.1鑑

0 1

0.s%

0 1

0.3瑞

0

9歳 a 0 2

0.2瑞

a 0 a 0 0 0 a

10歳 0 0 0 1

0.1光

0 0 0 0 0 0
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昭 和ll年
1936年

昭和12年
1937年

昭 和13年
1938年

昭 和 図年
1939年

合

延 べ 人 数 826人 1,204入 698人 80人 lLOO3人

重 複 者 1 0 0 a 4

実 人 数 8'15 1,209 698 ao 10,999

携 帯 児 i2

L4毘

23
i.s%

46

6.2鑑

9

10.1光

225

2,0瓢

総 実 人 数 837 1,227 744 89 H,224

注:昭 和U年12川1溌 予定 で,再 び翌 年1月 出発 予定の 者1名 。

a.氏 名

b.性 別

昭 和II年 昭和12年 昭和13年 昭和14年 合 計

男 753人

91.3光

止,i30人

93.9髭

612人

87.7晃

68人

85.0鑑

m,312人

93.8瓢

女 72

8.7光

74

6.1毘

86

!2.3髪

i2

15.0瓢

687

6.2毘

1」・ 計 815 1,209 698 80 io,sss

携帯児 男 s 15 20 s 107

携帯児 女 3 8
'16

3 iia

合 計 837 1,217 744 89 ll,224

c.年 齢

昭 和11年 昭和12年 昭和13年 昭和14年 合 計

0歳 1人

0.1完

2人

0.2毘

5人

0.7%

0入 24人

0.2%

1歳 0 3
0.a%

8

1.1晃

2

2.2鑑

35

0.3瓢

2歳 1

0.1毘

5

0.4器

7

0.9鑑

1

1.1瓢

38

0.3髭

3歳 i

O.i毘

z
O.2%

5

0.7髭

z

2.2鬼

za

O・2毘
.

4歳 t

O.i晃

5

0.4覧

6

0.8瓢

i

l,1晃

39

0.3瑞

5歳 i

O.瑞

z

O,2覧

3

0,4髭

i

l,1光

18

0.2瓢

6歳 i

O,1瓢

1

0.1髭

5

0.7瑞

0 15
0.i%

7歳 2

0.2毘

i
ai%

z

O.3晃

a 9

0.1鑑

8戚

一

a i

o.1艶

I
o.i%

0 7

0.隅

9歳 i2

0.2毘

0 2

0.3毘

2

2.2艶

fl

O.1瓢

10歳 i

O、1鑑

1

0.1瑞

i

O.1毘

0 4

0.0瓢

101



11歳 a 0 0 2

0.1瓢

0 a 0 0 a

一

a

鴫

12歳 0 0 0 a

O.1瓢

0 a 0 0 a 0

一

13歳 a 0 0 0 0 0 a a

■

0 0

14歳 a a z

O.2毘

5

0.3光

i

O.1光

0 0 皇

0.6毘

1

0.3瑞

a

「

15歳 0 3
0.2%

5

0,4毘

3

0.2覧

9
0.3%

a 0 1
0.s%

1
0.3%

1
0.1%

16歳 6
z.z%

17

0.眺

12

0.9髭

18

1.0晃

6

0.4瓢

z

O.5瑞

0 1

0.6覧

5

1.3艶

5
1.1%

17歳 17

6.4毘

94
4.9%

72
5.6%

Il9

6.4汚

78

5.4瓢

30

7.1鑑

io

6.0罵

J5

8.5瓢

25
6.5%

A9

9.2晃

18歳 21

7.9%
165

8.6器

130

!0.1毘

148

8,3鬼

X60

11.0%

37

8.8器

15

8.9鑑

17
9.6%

37

9.6晃

42

8.8飴

19歳 za

8.2鑑

ｻs

9.1毘

121
9.4%

169

9.5器

140

9.6瑞

93

10.2光

14
8.3%

21

11.9男

41

10.7瓢

33
6.9%

20歳 14

5.2鶉

102

5.3鑑

ss

5.4器

126

7.1瑞

83

5.7器

33

7.9瑞

15

8.9毘

呈8

10.2毘

39

9.6瓢

37

7.8%

21歳 20

7.5毘

蓋16

6.0器

96

7.5鬼

147
8.3%

正21

8.3瑞

35

8.3鑑

i6

9.5鑑

14
7.9%

22

5.7髭

43

9.0光

22歳 15

5,6瓢

121

6.3晃

84

6.6驚

li5

6.5泥

12豊

8.3髭

37

8.8彫

1'1

7,1晃

11

6.2覧

zs

6.8光

25

5.3器

23歳 29

童o.9%

132
6.9%

75

5.9髪

99
5.3%

85
5.8%

36
8.6%

14
8.3%

4

2.3瑞

zi

5.5鑑

38

8.0晃

24歳 19
7.1%

137

7.皇%

79

6.2器

101

5.7瓢

95

6.5瓢

18

4.3鑑

8

4.8器

8
9.5%

22

5.7髭

31
6.5%

25歳 17
6.4%

80

4.2瓢

58

4.5鑑

9]

5.1瓢

64
4.9%

19

3.3器

10

6.0瑞

8

4.5毘

14

3.6鑑

25

5.3器

26歳 6

2.2鑑

84

4,4覧

48

3.7光

86

4.8瓢

53
3.6%

19

4.5器

4

2.4瑞

9

2.3鑑

15

3.9鬼

15

3.2瓢

27歳 8

3.0毘

62
3.2%

51

4.0斑

59

3.0覧

55
3.8%

9

2.1瓢

9

5.4瓢

1

0.6瓢

is

4.9鑑

18

3.8瓢

28歳 12
4.5%

71

3.7累

35

2.7毘

56

3.2鑑

43

3.0毘

11

2.6彫

2

i.2毘

7

4.0瓢

8
2.1%

19

2.9瓢

29歳 4

1.5瓢

70

3.6踏

37

2.9毘

45

2.5鬼

37
2.5%

15

3.6覧

5

3.0覧

4

2.3瓢

8
2.1%

is

2.1瓢
一

30歳 9

3,4瓢

65

3.4瓢

38

3,0鑑

44

2.5瑞

34

2.3毘

8

1.9%
3

1.8%
9

2.3鬼

9

2.3晃

to

2.1鑑

31歳 LO
3.7%

62

3.2鑑

34
2.7%

40

、2.3髭

25

1.7毘

8

1.9晃

4

2.4鑑

9

2.3器

15

3.9髭

10

2.璃
一

32歳 7
2.fi%

.

57

3.眺

32
2.5%

31

1.7鬼

34

2.3瓢

a

l.9瑞

i

O.6瓢

z

l.1器

6

星.6%

8

1.7瓢

33歳 z

o,7躬

42

2.2鬼

35

2.7鬼

33

1、9瓢

36

2.5瑞

5
1.2%

0 z
1.1%

3
0.s%

8
1.7%

34歳 5

1,9髭

52
2.7%

27

2.1瑞

44
2.5%

23

L6鑑

7

1.7毘

4

2.4%

1

0.6瓢

4

1.0%

7

1.5瓢
一

35歳 2

0.7%
27
1.4%

20

1,6鑑

33

1.9瑞

24

1,7鑑

6

1.4鑑

4

2.4瑞

s

3.4瑞

z
O.5%

9

蓋.9%

36歳 4

1.5鑑

21

1.1瓢

z2

1.7瓢

27

1.5鑑

17

1.2毘

6

1.4覧

z

l.2瑞

2

1,1鬼

5

1.3鑑

s

1.3瓢
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11歳 i

O.i男

a 1

0.1瑞

0 4
0.o%

12歳 i
o.i%

1
0.i%

z

O.3鑑

1

1.跳

7

0.1垢

13歳 i

O.幌

a i
O.1%

a z

O.0鬼

14歳 a z

O.2艶

3
0.a%

a 15

0.1鑑

15歳 霊

0.1瑞

1

0.1髭

6

0.8鑑

0 26
0.z%

16歳 6

0.7瑞

io

O.8鑑

12

1.6鬼

2
2.2%

ion
O.9%

17歳 48
5.7%

82
6.7%

85

11.4瑞

9

10.1毘

723
6.4%

18歳 93

11.1毘

79

6.4晃

its

l5.6光

M

l5.7光

1,079

9.6毘

19歳 82

9、8晃

isa
13.3%

88

11.8瑞

6

6.7毘

1,118
io.096

20歳 72

8.6瓢

78
6.4%

57
7.7%

3

3.4瓢

794

6.6%

21歳 6fl

8.1瓢

93

7,6光

94

5.9毘

3

3.4鑑

838

7,5毘

22歳 67

8,眺

80

6.5晃

36

4,8毘

6

6.7晃

756

6.7瑞

23歳 49

5.9瑞

67

5.5髭

43

5.8毘

7

7.9光

699

6.2鑑

24歳 40

4.8瓢

67

5.5晃

32

4.3光

3
3.4%

660

5.9光

25歳 37

4.4毘

70

5.7鑑

22

3.0瓢

3

3.4覧

513

4.6覧

26歳 35

4.2鑑

96

3.7瓢

19

2,6髭

i

i.i%

935

3.9鑑

27歳 40

4.8瑞

48

3.9器

II

l.5毘

0 385

3.4鑑

28歳 23

2.7鬼

36

2.9髭

to

l.9光

3

3.4瓢

335
s.o%

29歳 29

2.9毘

38

3.1鑑

II

l.5毘

3

3.4晃

311

2.8光

30歳 19

1.7鑑

36

2.9%
ト

20

2.7瑞

i

l.1髭

295

2.6毘

31歳 10
1.2%

35

2.9覧

14

1.9瓢

3

3.4毘

274

2,4鬼

32歳 14

1.7瑞

za

2.3髭

4

0.5男

a

2.2晃

239

2.1毘

33歳 10

1.2晃

a2

1.8覧

7

0.9瓢

I

l.瑞

206

1,8瑞

34歳 Il

1.3毘

17

1.4晃

11

1.5毘

0 213

1.9鑑

35歳 13
1.6%

19

1.5汚

7

0.9瓢

i

l.1瓢

173

1.5器

36歳 io

1.2毘

9
0.7%

4

0.5毘

0 135

1.2鑑
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37歳 z

O.7瑞

zz
t.t%

14

1.1瓢

33

1,9毘

21

1.4鑑

6
1.9%

2

1.2瓢

0 7
i.s%

9

0.8鑑

一

38歳 2

0.7鑑

26

L4鑑

11

0.9毘

18

1.0瓢

12

0.8瓢

z

O.5覧

0 5
z.a%

3

0,8瑞

z
o.a%

一

一

39歳 4
1.5%

27

1.4晃

15

1.2鬼

1G

O.9覧

12

0.8鑑

3

0.7汚

0 3

1.7髭

3

0.8男

一

5
i.t%

40歳 z

O.7冤

is

O.8髭

8

0.6鑑

13

0.7鑑

6

0.4男

3

0.7鶉

a 0 z

O.5毘

3

0.6瑞

一

41歳 a n
o.s%

7

0.5毘

is

O.6光

14

1.0鑑

3
0.7%

i
o.s%

1

0.6瓢

3

0.8器

6

1.3瓢

42歳 1

0.4毘

13

0.7瓢

12

0.9覧

9
0.5%

z
o.i%

9
1.0%

0 0 2

0.5%

4

0.8冤

43歳 0 5

0.3箔

6
0.5%

7

0.嬬

7

0.5瓢

0 z
i.z%

1
0.s%

1

0.3錫

3

0.6鑑

44歳 0 6

0.3垢

z

O.2男

2
0.1%

1

0.1鑑

2

0.5瓢

l
o.s%

3

1.7覧

a 0

45歳 z

O、7瓢

6
0.3%

1

0.1光

4

0.2晃

2

0.1晃

重

0.2瑞

1

0.6毘

0 1

0.3毘

1
0.z%

46歳 0 3

0.2瓢

0 9

0.2晃

4

0.3需

3

0.7男

a a

l.1駕

z

O.5瑞

1

0.2器

47歳 a A
O.L%

0 3

0.2晃

3

0.2鑑

0 0 0 a 置
・0 .2晃

48歳 0 3
0.2%

1

0,1瓢

1

0.1光

0 0 a a 0 0

49歳 1

0.4瓢

0 0 0 1
0.1%

0 t
o.s%

0 z

O.5瓢

0

50歳 0 0 a 1

0.1男

0 a 0 0 a 1

0.z%

51歳 0 a a 0 0 0 a 1

0.6髭

0 0

52歳 0 重

0.h光

a 0 a a 0 a 0 a

53畿 0 a 0 0 1

0.儒

0 a 0 0 0

54歳 a 0 0 a 0 0 0 0 0 0

「

55歳 z
O.7%

0 0 a 0 0 監

0.6晃

a a 0

56歳 以 上 0 杁(5吻

0.1毘

杁(62養}

0.1瓢

2人(58,70

篇ゆ0.隅

0 0 0 0 0 0

平 均 年 令
+0.5

24.8鑑

tO.5

25.媚

tO.5

25.1歳

fO.5

25.0歳

+0.5

24.7歳

+o.s

24.4歳

+0.5

25,2歳

+0.5

24.8崖

+0 .5

24.7置

+0 .5

24.5歳

+o.s

小 計 asp

99.6晃

1,918

99.9晃

i,2s2

99.9器

1,777

100.0器
,

1,453

99.9瓢

920

100.眺

168

100.0瓢

里77

100.0器

384

100.0瓢

ass

100.0瓢

記 載 な し i

O.4瓢

z

O.1晃

1

0.1鑑

0 藍

0.1毘

0 0 0 0 0

合 計 268 1,920 1,283 1,777 1,959 420 168 177 384 476

下線部は最大値
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37歳 a
i.o%

io

O,8器

R
i.i%

i

L喘

isa

L2毘

38歳 s
O.7%

15

L2晃

2

0,3髭

2

2,2瓢

106

0.9毘

39歳 6

0.7需

7

α6器

7

0.9毘

I
t.i%

109

ω 毘

40歳 8

LO覧

s
O.7%

0 1
L1%

70
0.6%

41歳 1

0.2毘

10

0,8光

1

0.跳

0 G9

0.6鬼

42歳 8

LO瓢

5

0.4瓢

s

O.8%

0 G6
0.6%

43歳 A
O.5%

6

0,5晃

z
O.3%

z

2,2瓢

4s

O.4毘

44歳 5
0.s%

4
0.3%

a 0 17

0.2毘

45歳 3

0.嬬

J
o.a%

0 0 27

0.2毘

46歳 i

O,1罵

4

0.3髭

0 1

LI毘

25
0.z%

47歳 z

O.2毘

2
0.z%

0 0 15

0.1瓢

48歳 1

0.喘

0 i

O,1鑑

0 7

0.1毘

49歳 1

0.喘

0 0 0 s

O,幌

50歳

「

0 0 a 0 z

O.0艶

51歳 I
o.i%

0 0 a z

O.0器

52歳 0 a a 0 i

O.0冤

53歳 0 t

.0.1瓢

i

O」 駕

0 3
0.0%

54歳 a a 0 0 0

55歳 0 0 0 0 3

0,眺

56歳 以1二 0 0 1人(56震)

o.i%

0 5

0.0鑑

平 均 年 令
+0.5

24,4歳

+0.5

24.8置

+0.5

ゴ3.5鑑

+0.5

26.磯

+0.5

24.磁

+o.s

1j・ 計 837
ioo.o%

1,227
100.0%

749

100.0瓢

89

100.0%

II,llg

lOO,0覧

記 載 な し 0 0 0

脚

a S
o.o%

合 計 837 i,227 744 89 11,`124

.ド線 部は最大値
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昭和元年 昭和2年 昭和3年 昭和4年 昭和5年 昭和6年 昭和7年 昭和8年 昭和9年 昭和10年

0～5歳 2λ

0.7%

15人

0.8鑑

18人

i.a%

24人

i,4躬

24入

1.7%

6人

1.4累

5人

3.Q%

4人

2.3%

10人

2.6%

4人

0.8毘

.

6～10歳 a 3

0,2覧

4

0.3毘

4
0.2%

3

0.2艶

0 2

1.2瓢

0 z
O.5%

2

0.4瓢

11～ 且5歳 a 3
0.z%

7
0.5%

12

0.7覧

5

0.3斑

0 0 3
1.7%

z
O.5%

t

O.2罵

一

16～20歳 80

29.9光

553
za.a%

909

31,5晃

575
32.4%

967

32.董%

J45

34.5毘

54

32,1髭

72

40.7瑞

145

37.8瓢

161

33.8瓢

21～25歳 ioo

37、3鑑

586
30.5%

392
30.5%

598
30.8%

486

蔓3・4%

190

33.3瓢

so

35,7瑞

57

32.2覧

105
27.3%

ts2

塾4・0%

26～30歳 39

14.6瓢

352

18.3鑑

zos
I6.3%

285

16,0髭

z22

15.3瓢

62

14.8覧

23

13.7瓢

za

l1.3器

59

15.4瓢

67

14,1瓢

31～35歳 zs

9.7毘

290
12.5%

148
11.5%

181

10.2器

192

9.8瓢

34
8.1%

13

7.7毘

15

8.5瓢

30

7.8覧

92

8.8髭

36～40歳 14

5.2駕

uz

5.8器

70

5.5駕

107

6.0男

sa

4.ア鬼

20

4.8男

4
2.4%

io

5,6毘

zo
5.2%

zo

4.2%

41～45歳 3

1.i毘

91

2.1光

28

2.2瓢

32
i.a%

27
1.9%

10
2.4%

5

3.0覧

5

2.8瑞

7

1.8毘

19

2.9覧

46～50歳 1

0,嬬

to

O,5器

巨

0.隅

7

0.4瓢

8

0.6瓢

3

0.7光

1

0.6器

z

】.1毘

4

且.0%

s

O.6鑑

51～55歳 a

O.7毘

1

0.1瑞

0 0 1

0.1瓢

0 1

0.6冤

且

0.6瑞

0 0

56歳 以上 0 1

0.1毘

1

0.1瑞

z

O.1汚

0 0 0 0 0 a

小 計 267 1,918 1,282 1,777 (,453 420 168 177 389 ass

記 載 な し 1

0.4鑑

2

0.1覧

1

0.跳

0 1

0.1駕

0 a 0 0 a

合 計 268 1,920 1,283 1,777 1,959 420 168 177 384 476

下線部は最大値

d.族 籍(族 称)

昭和元年 昭和2年 昭和3年 昭和4年 昭和5年 昭和6年 昭和7年 昭和8年 昭和9年 昭和10年

士 族 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 杁 0人 0人
閥

平 民 266 1,901 1,261 1,797 1,426 414 161 172 372 470

合 計 266 且,901 1,261 1,747 1,426 A19 161 173 372 470

e.身 分

昭和元年 昭和2年 昭和3年 昭和4年 昭和5年 昭和6年 昭和7年 昭和8年 昭和9年 昭和10年

妻 10人 28人 22人 4人 5人 3人 6人 3人
　

携 帯 児 2人 s io 7 1 1
一

長 男 a z 5 z 1 1 1

二 男 z 1 1 i i

三 男 1 i 1

四 男

五 男

六 男 1
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昭 和11年 昭和i2年 昭和13{ド 昭和M年 合 計

0～5歳 5入

0.6鬼

19入

1.5瓢

34人

4.6覧

7人

7.9覧

}77人

1.6鑑

6～10歳 6

0.7毘

4

0.3艶

u

1.5瓢

'1

2.2汚

93

0.4%

且1～15歳 4

0.5毘

4

0.3踏

is

l.7瑞

j

I.1光

55

0.5鑑

16～20歳 301

36.0瑞

via

33.6覧

358

48.1髭

34
38.'1%

3,76i
33.5%

2i～25歳
'261

31.2%

377

30,7瓢

177

23,8瑞

22

24.7覧

3,973
30.9%

26～30歳 136

{6.2男

'109

1δ.6器

75

10.】 鬼

8

9.眺

1,761

15.7光

31～35歳 58
6.9%

121

9.9毘

43

5.8瑞

7

7.9鬼

i,ioo

9.8毘

36～40歳 38

4.5瓢

49

4.眺

'll

2.8瑞

5

5.6覧

558

5,0器

41～45歳 z2

2.6光

30
2.4%

9

1.2瑞

z

2.2器

134

2.1光

46～50歳 S

O.6艶

s

O.5光

1

0.1髭

】

1.1鑑

53

0.5器

51～55歳 t

O.i鑑

1

0,1鑑

置

0.1瑞

0 9

0,1毘

56歳 以上 0 0 玉

0.1%

a J

O.0光

小 計 837 (,227 794 R9 ll,219

記 載 な し a a 0 0 5

0.0毘

合 計 837 1,2'17 749 89 11,'129

下線部は最人値

d.族 籍(族 称)

c.身 分

昭和ll年 昭和12年 昭和13年 昭和14年 合 計

妻 !8人 H人 {2人 4人 126人

携 帯 児 1 28

長 男・ z 4 3 2 25

二 男 2 z 3 2 is

.三 男 i z 3 z 11

四 男 i z 1 4

五 男 z z

六 男 i 1
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七 男 1
一

養 子

長 女 4 4 z z

二 女 3 4 2 1 且 1

三 女 i

四 女 1

五 女 i

養 女 1

庶 子 女 i

小 計 2 18 49 44 is 0 10 6 15 6

記 載 な し 266

99.3覧

1,902

99.1覧

1,234
96.2%

1,733

97.5器

1,442

99.2男

420人

100.0器

158

940驚

iii

96.6駕

369

96.儒

一470

98.7%

合 計 268 L,920 1,283 1,777 1,454 420 tsa 177 389 476

f.職 業

昭和元年 昭和2年 昭和3年 昭和4年 昭和5年 昭和6年 昭和7年 昭和8年 昭和9年 昭和10年

農 業 266人 1,901人 1,261人 1,72杁 1,279人 316人 0人 11人 oJ, 0人

漁 業 a 0 a 0 0 0 a 1 0 a

記 載 な し 0 0 0 26
1.5%

148

10.4瓢

98
23.7%

161

重00.0器

161

93.端

392

10G,0毘

470
100.0%

合 計 zss 1,901 1,261 1,747 1,427 914 161 173 372 970

g.契 約 年 月 日

h.i.渡 航 許可 年 月 日 (旅券下付年月日)

昭和元 年 昭和2年 昭和3年 昭和4年 昭和5年 昭和6年 昭和7年 昭和8年 昭和9年 昭和10年

前年2月 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人

L,.-「.-一 一} ..

前年6月 a

一

〇

一

〇

「皿

0

一 一 冒

i

O.1髭

一 躍一-胃 一

〇

「　

0

『

a

胴一 一

〇

-一

a

前年7月 0 2

0.1晃

0 0 a 1

0.2鬼

a 0 1

0.3光

a

前年8月 0 a i

O.1瑞

蓋

0.瑞

i

O.1冤

1

0.2器

0 0 0 a

一

前年9月 0 z
O.1%

ユ

0.1瑞

z

O.跳

4

0.3光

1

0.2鑑

0 0 a 0

前年10月 0 4

0.2髭

i

O.1毘

5

0.3鬼

3

0.2瑞

z

O.5器

3

1.9%

藍

0.6瑞

z

O.5瓢

i

O.2瓢

匿

一

一

一

一

前年ll月 0 13

0.7器

17

1.3晃

3

0.2器

23

L6%

9

2.2髭

4

2.5覧

a z

O.5鑑

9

1.9鬼

前年12月 0 5藍

2,7瓢

122

9.7鑑

29

1.7鬼

73

5.1鬼

44

10.6鑑

9

5.6毘

匡

0.眺

i2

3.2覧

33

7.0斑

同年1月 a 164
8.6%

iss

l3.2鑑

19
1.1%

203

14.2駕

34

8.2斑

15

9.3瓢

12

6.9瓢

且7

4.6%

zo

4,3瓢

2月 a 70

3.7覧

107

8.5鑑

77

4.4鑑

105

7.4鑑

38

9.2光

6
3.7%

17
9.8%

17
4.6%

50

10.6瓢
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L男 1

養 子 1 巨

長 女 i 3 6 3 25

二 女 z 3 fl 'L5

.三 女 1 1 3

四 女 i z

丘 女 唱 1 z

養 女 1

庶 子 女 i

小 計 z8 30 40 14 274

記 載 な し 809

96.7毘

lll97

97.6瑞

704

94.6毘

75

84.3鑑

10,950
97.6%

合 計 837 正,227 744 89 lL224

f。 職 業

昭 和1!年 昭和12年 昭和13年 昭和14年 合 計

農 業 0人 0人 0人 0人 6,755人

漁 業 0 0 0 0 1

記 載 な し 825

100.0毘

t,20a

lOO,0艶

698

100.0鑑

80
ioo.o%

4,243

38.6鬼

合 計 825 1,204 698 80 10,999

9.契 約 年 月 日

h.i.渡 航 許 可年 月 口(旅 券 下付 年 月 円)

昭和11年 昭和12年 昭和13年 昭和14年 合 計

前年2月

.一..一....L一..、 ..._r.冒..

0人

一 一一 一 一.一....一.L.π

0人

.ゴr.、._一 一 一一

1人

0.1鑑
一一一 一......一...一二.

0人

」石.=F冨.二=

0

臥

0.0斑
一.」.;..`;;.=一一 一

前年6月 0 a 0 I
o.o%

前年7月 0 t

O.1瓢

0 a 5

0.0鑑

前年8月 0 a 0 a 4

0.0晃

前年9月 a i

o.跳

0 z
2.5%

13

0.1髭

前年10月 a 4
0.3%

3
0.4%

4

5,眺

a3

0.3光

前年11月 6

0.7晃

z

O.2髭

10
1.4%

5

6.3毘

103
0.9%

前年12月 19

2.3覧

as

2.2艶

78

11,2晃

14

17.5鬼

511

4.6%

同年1月 38

4.6毘

60

5.眺

36

5.2覧

M
17.5%

798

7,3瑞

2月 39

4.7覧

60

5.0驚

as
1.0%

S

lO.0鬼

622

5.7器
. .
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3月 0 219

11.5瓢

109

8.6晃

98

5.6晃

159

10.8瓢

77

.i8・6鑑

12

7.5彫

to

6.9駕

20

5.4光

一

37

7.9瓢

曉

一

4月 D 69

3,6鑑

81

6,4髭

171

9.8瓢

132

9.2瓢

53

12,8髭

1]
6.8%

16

9.2艶

31

8.3鑑

32
6.8%

5月 0 174

92瓢

233

18.5毘

89
4.8%

153

io.7光

33

8.眺

is

9.9瓢

12

6.9毘

26
7.0%

31

6.6毘

6月 0 5A

2.8鑑

43

3.4%

249

M.2%
99

6.9瓢

37

8.9瓢

11

6.8男

10

5.8驚

29
7.S%

28

6.眺

7月 7

2.6瓢

213

11.2鑑

74

5.9瑞

200
1L9%

199

10.1瑞

19

3.4瑞

9
5.6%

ll
6.4%

32
8.6%

38

8.1瓢

8月 4
1.5%

209

11.眺

79

5,9瓢

202
ii.s%

66

4.6覧

29
5.S%

7
9.3%

10
5,896

33
8.9%

22

4.7晃

9月 30

11.3駕

321

.16,9器

74

5.9毘

205

11.7毘

93

6.5毘

13
3.1%

16
9.9%

25

14.5

62
is.z%

34

7.2鑑

】0月 54

20,3瓢

156

8.2毘

92

7.3毘

187

10.7覧

93
6.5%

7
1.7%

at

13.0瓢

29

16.8鑑

29
7.8%

57
12.1%

11月 145

54.5鬼

119

6.3瓢

61
9.8%

157

9.0毘

51

3,6毘

18

4.3瓢

15
9.3%

10

5.8鑑

99

13.2瑞

38

8.1晃

12月 26

9.8毘

61
3.2%

5

0.4鑑

59

3.4毘

30

2.1晃

8

1.9光

6

3.7器

7

4.0瓢

10

2.7瑞

40
8.5%

穐 護戯洞 月
+o.5

10.5月

+0.5

6.3月

+0.5

4.6月

+0.5

7.0月

+0.5

4.9月

+0.5

4.1月

+0.5

5.9月

tO.5

6.5月

+0.5

6.8月

+0.5

6.1月

+0.5

小 計, 266 1,901 i,asp 1,798 1,928 414 161 173 372 970

記 載 な し 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計 266 i,soy i,2si 1,748 1,9`18 419 161 173 372 470

注:昭 和4年3月 と7月,
下線部は最大値

5年5月 と10月 に重 複者 。

j.渡 航 年 月 日(本 邦lf溌 ノ年月 日)

昭和元年 昭和2年 昭和3年 昭和4年 昭和5年 昭和6年 昭和7年 昭和8年 昭和9年 昭和10年

1月 0人 53人

2.8光

i28人

10.1毘

46人

2.6光

152人

10.6男

55人

13.3%

重8人

11.2瓢

2人

1.2瑞

2杁

5.6瑞

45人

9.6%

2月 0 188

9,9汚

191

15.1光

49

2.8驚

ras

9,7驚

93

10.4瓢

16

9.9器

13
7.5%

18
4.8%

27
5.7%

3月 0 81

4.3瓢

122

9.7瓢

79

4.5晃

174

12.2鬼

68

16.4瑞

7

4.3髭

17

9.8器

13

3.5光

57

12.1%

4月 0 160

8,4髪

132

10.5毘

tzs

7.2器

131

9.2器

67
16.2%

11
6.8%

蓋8

10.4瑞

31

8.3鑑

35

7.4毘

5月 0 105
5.5%

173

13.7毘

121

6.9覧

157

11.0覧

40

9.7晃

8

5.0%

〉>

6,4瓢

23

6.2艶

30
6.9%

6刀 0 157

8.3覧

83

6.6鑑

170

9.7鶉

128

9.0光

25
s.o%

16

9.9児

7

4.0瑞

30

8.1髭

30

6.4鑑

7月 0 iz2

6.4毘

96

7.6鑑

150

8.6瓢

111

7.8賜

31
7.5%

io
6.2%

19

8.1瓢

30

8、1瓢

2s

6.2瓢

8月 0 287

15.1光

58

4.6瑞

186

10.6瓢

106

7.4瓢

20

4.8鑑

9

5.6艶

19

8.1瓢

30
8.1%

23

4.9鑑

9月 0 iaa

7.8艶

85
6.7%

183

10,5瓢

76

5.3瓢

26

6.3%

6

3.7器

11

6.4瓢

53
14.1%

40

8.5瓢
L

10月 0 253

13.3覧

87

6.9瑞

20A
ll.9%

79

5.2覧

0 31

19.3鬼

zs

.16・8鑑

46

12.4鑑

30

6.4髭
一
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3月 76

9,2光

ios

9.1髭

Boa

l4.6毘

17

21.3晃

1,042
9.5%

4月 12

5,喘

53

4.4瓢

63

9.眺

15

18.8晃

769
7.0%

5月 85
10.3%

170

M.1罵

43
6.L%

1

1.3毘

1,0Gl
9.6%

6月 8A

io.2晃

its

9.9毘

96

6.6毘

0 RO9

7.4鬼

7メ.1 90
10.9%

iss

l3.眺

32

n.s%

0 1,QlO
9.3%

8月 69

7.8瓢

9G
8.0%

74
]0.6%

0 885

8.0瓢

91_1 90

10.9瑞

73

6.瑞

65

9.3斑

0 1,101

10.眺

.10月 78
9.5%

109

9.1鑑

64
9.2%

0 976

8.9%

11JJ G9

8.4晃

86

7.1器

38
5.4%

0 856

7,8鑑

12月 94

5,3毘

79
s.s%

15

2.1晃

0 390

3.5%

平均護鮪 可月
+0.5

6.6月

+0.5

6.5月

+o.s

5.4月

+0.5.

1.6月

+0.5

6.0月

+0.5

11・ 計 829 1,209 698 80 11,000

記 載 な し i
ai%

0 0 0 1

0.0光

合 計 815 1,204 698 80 11,001

下線部は最大値

」.渡 航 年 月 口(本 邦 出発ソ 年 月 日)

昭和ll年 昭和12年 昭和13年 昭和1娩 三 合 計

1月 40人

4.8毘

55人

4.6%

82人

11.7瑞

35人

43.8毘

732人

6.7毘

2月 37

4.5瓢

60

5.眺

52

7,4斑

0 833

7.6毘

3月 65

7,9毘

76
6.3%

54

7.7男

19

23.8%

832
7.6%

4月 46

5.6艶

85

7.1晃

98

M.眺

'15

31.3瓢

965
8.8%

5月 56

6.8鑑

71
5.9%

63

9.0艶

0 858
7.8%

6月 103
12.5%

137

11.4鬼

32

4.6覧

0 918

8.3毘

7月 64

7.8斑

14fi
l2.1%

27

3.9%

1

1.3晃

831

7.眺

8月 86

10,4鑑

145

12.眺

70

10.0髭

0 正,034

9.4%

9月 71

8.6毘

102

8.5瑞

73

10.5%

0 879

7.9光

10月 96

口.6鶉

131

10.9光

0 0 985

9.眺
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董1月 109

41,0瓢

iai

9.5%

57

4,5瓢

236

13・5墨

90

6.3瓢

19

4,6瓢

12

7.5瑞

27

15、6瓢

36

9,7瓢

so

12.8光

12月 157

59.0鑑

166

8.7%

50

4.0斑

194

H.1晃

90

6.3瓢

20

4.8髭

17

10.6鑑

io
5.8%

41

11.0瓢

69

13.6瓢

平均 出帆 月
+0 .5

11.6月

+0.5

7.2月

+0.5

5.4月

+0.5

7.8月

+0.5

5.7月

+0.5

4.9月

+0.5

6.8月

+0.5

7.3月

+0.5

7.5丹

+0.5

6,8月

+o.s

臨 一 猷 詩可月 1。1ヵ 月 0.9ヵ 月 0.8ヵ 月 0.8朋 0.8ヵ 月 0.8ヵ 月 0.9朋 0.8朋 0.7ヵ 月 0.7朋

合 計 266 1,901 i,2s2 1,748 1,428 414 161 173 372 470

注:昭 和3年6月 と11月,

下線.部は最 大値

k.出 帆 港

4年5月 と8月,5年7ナ1と10♪ 」に重 複者 。

昭和元年 昭和2年 昭和3年 昭和4年 昭和5年 昭和6年 昭和7年 昭和8年 昭和9年 昭和10年

横 浜 18人

6,8髭

165人

8.7瓢

96人

7.6%

143人

8.2覧

145人

io.z%

4臥

9.9鑑

16人

9.9瓢

3入

【.7瓢

7人

1.9鑑

5A

I.端

神 戸 196

54.9男

778
90.9%

正74

13.8%

427

24.4瓢

389
26.9%

72

17.4瓢

3豊

19.3瓢

15
8.7%

30

8.1毘

to
3.8%

長 崎 102
38.3%

958
50.4%

991

78.6鑑

1,177
67.9%

898
62.9%

301

72.7瑞

114
70.8%

155

89.6艶

335

90,1瓢

4A7

95.1鑑

合 計 266 且,901 1,261 1,747 1,427 919 161 173 371 470

下練部は最人値

1.旅 券番号

昭和元年 昭和2年 昭和3年 昭和4年 昭和5年 昭和6年 昭和7年 昭和8年 昭和9年 昭和10年

別姓2人重複 5組 29組 36岨 33繊 21組 0組 0継 3組 5組 5組

別姓3人重複 0 0 i 2 a a a 0 0 0

同姓2人重複 0 0 0 2 1 a 0 0 0 a

燭 ・離激 勲 0 z 7 16 21 7 5 4 7 9

夫掲と踊 重篠 0 0 0 1 0 0 0 0 1 a

父母子3人 蟻 0 豆 1 i 2 1 置 0 z 1

父母子3人と蹴 顛 a 0 0 0 0 0 0 0 1 0

父母子4人 重複 0 a a 0 1 0 0 a 0 0

父肝5人 重複 0 0 0 a i 0 0 0 0 0

父肝6人 鰭 0 0 0 0 0 0 0 0 1 a

父母子7人 鰭 a 0 0 0 0 0 0 a a 0

父母子9人 重篠 0 0 0 0 0 0 0 0 a 0

父子2人重複 0 0 0 0 0 0 a 1 0 0

母子2人重複 1 3 t 1 9 5 z 3 3 z

F

一

一

一

母子3人重複 0 t 0 a 6 a z 0 1 0

母子4人重複 0 0 a 2 1 0 0 a 0 i

母子駄重複 0 0 1 0 a 0 0 0 0 0

母子6人重複 0 0 0 0 0 0 0 a a 0

母子7人重複 a 0 0 0 0 0 a 0 0 0

一

老人と礁3腫 慶 0 0 0 1 0 0 0 a 0 a
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1】 月 s2
9.9%

91

7.6瓢

97

13.9鑑

0 1,097

.10.0駕

】2メ1 79
9.6%

105
8.7%

50

7.2髭

0 1,043

9.5瓢

平均}ll帆 月

+0.5

7.2月

+0 .5

7.1月

+0.5

6.2月

+0.5

2.5月

+0.5

6.8月

+0.5

漸 一 猷嗣 月 O.6オ 月 0.6ヵ 月 0,8ヵ 月 o.9ヵ 月 0.8ヵ 月

合 計 825 1,204 698 80 il,00`1

下線部は鮫大値

k.出 帆港

昭和H年 昭和i2年 昭和[3年 昭和i4年 合 計

横 浜 駄

0.5光

0人 3人

0.4%

1人

i.3%

647人

5.9髭

神 戸 5

0.6光

i

O.1覧

a 0 z,oai

l8.9鑑

長 崎 816
98.9%

1,203
99.9%

695
99.6%

79

98.8鑑

8,271

75.2光

合 計 825 i,zoo 698 80 10,999

ド線部は最大値

1.旅 券番号

昭和H年 昭和12年 昭和13年 昭和M年 合 計

別姓2人重複 15絡 15岨 12欝 1組 180総

別姓3人煎複 0 0 0 0 3

同姓2人重複 z 0 a 0 5

燭 ・醍 男妓 慶 33 30 18 z 161

矯 と臓 轍 a 1 1 0 4

父母子3人 勲 z 3 3 1 19

鯛穐人と蹴擁 a 0 a 0 蓋

父母子4腫 複 0 1 z 0 4

父母子5人 勲 0 1 0 0 2

父肝6人 勲 i a a a z

父母子7人 重複 0 a 1 a 韮

父母子9人 轍 a 1 0 a i

父子以重複 0 1 0 0 z

母子2人重複 0 i s 2 39

母子3腫 複 0 3 5 2
'10

母子4腫:複 0 i 監 1 7

母子5人重複 1 a i a 3

母 子6人重複 0 0 i 0 i

母 子7人重複 0 0 i 0 i

老入と子洪3人鼓 0 0 0 0 1
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記 載 な し 0 is

O,6需

17
1.3%

93
2.4%

0 0 0 a a 0

一

合 計 zss 1,901 1,261 1,747 1,9'17 4M 161 173 371 470

m.渡 航許可官庁(道 府県)

昭和元年 昭和2年 昭和3年 昭和4年 昭和5年 昭和6年 昭和7年 昭和8年 昭和9年 昭和10年

北 海 道 0人 0人 0人 0人 2人

OJ%

0人 0人 0人 0人 0人

青 森 a 7

0,4覧

9

0.3瓢

a 2

0.1瑞

a 0 a 0 1
0.2%

燐 手 a z
o.i%

1
0.1%

0 z

O.1覧

2

0.5瑞

z

1.2瓢

0 0 a

宮 城 1

0.4男

z

O.1瓢

z

O,2鬼

4
0.2%

7

0.5瓢

i

O.2瓢

0 z

L2瓢

2

0.5駕

5

1.1器

秋 田 0 0 0 0 0 a 0 0 0 a

山 形 a 0 豆

0.1毘

0 0 0 0 0 0 0

福 島 19

5,3毘

93
4.9%

53

4.2瑞

ll5
s.sz

83

5.8瓢

19

46汚

7
4.3%

9

5.2毘

19
5.1%

44
9.9%

茨 城 0 0 3

0.2晃

1
0.1%

1

0.1髪

5

1,2労

0 0 i

O.3鑑

a

栃 木 0 5

0.3鑑

匝

0.正 毘

0 0 0 童

0.6器

0 0 0

群 馬 0 15

0.8瓢

3

0,2瓢

l
ai%

3

0.2髭

4

L眺

豆

0.6晃

0 童

0.3瓢

0

埼 玉 a 5

0.3瓢

0 a 0 0 0 0 a t
o.2%

千 葉 0 0 i

O.1毘

i

O』 器

9

0.3器

3
0.7%

0 0 a 0

東 京
(警視庁)

z

O.8毘

11

0.6髭

7

0.6瓢

7

0.4毘

21
1.5%

9

1.0光

0 0 k

O,3瓢

2
0.a%

神 奈 川 a 5

0.3瓢

5

0.4瑞

4

0.2瓢

5

0.4鑑

0 a 0 i
O.3%

0

新 潟 0 5

0.3瓢

1

0.1冗

4

0.2瓢

0 1

0.2器

z
L2%

1

0.6鬼

a i

O.2瓢

富 山 0 0 6

0.5瓢

2
0.1%

0 0 0 0 0 0

一

石 川 0 7

0.4晃

0 0 a

O」 瓢

i
o.z%

0 0 a 0

福 井 a 1
0.i%

1

0.1瓢

a z

O.1瓢

1
0.2%

1

0.6晃

0 0 0

一

一

一

一

一

山 梨 0 9
0.5%

0 9
0.zx

0 0 z

I.2瓢

0 a 0

長 野 童

0.4鬼

5

0.3晃

z

O.2罵

4

0.2鑑

8

0.6毘

z

O.5髭

3

1.9瓢

0 0 0

岐 阜 3
L1%

5

0.3男

11
0.9%

13

0.7瑞

14

】.0鑑

5

L2毘

0 0 3

0.8瓢

0

静 岡 a 4

02瓢

7

0.6鑑

3

0.2鑑

9

0.6鑑

9

1.0瓢

z

i.z%

0 1

0.3光

0
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記 載 な し 0 a 0 a 72

0.6瑞

合 計 825 1,204 698 80 10,999

m.渡 航許可官庁(道 府県)

昭和ll年 昭和12年 昭和13年 昭和14年 合 計

北 海 道 0人 1人

0.1瓢

0人 0人 3人

0.0髭

}学 森 0 0 1

0.1髪

a 15

0.1晃

¥}手 a i
o.i%

0 0 10
0.1%

宮 城 3

0,嬬

5

0.4銘

0 0 34

0.3瓢

秋 田 a 0 a a 0

山 形 z

O.2覧

2

0,2瓢

0 0 5

0.0器

福 島 54

6.6毘

69

5.3瓢

44

6.3瓢

12

15.0髭

630

5.7光

茨 城 a 0 0 0 Il

O.1瓢

栃 木 0 0 0 0 7
0.t%

群 馬 i

O.跳

0 0 0 29

0.3毘

埼 玉 1
0.i%

0 I
o.i%

0 8

0.1髭

千 葉 0 0 0 0 9

0.1光

東 京
(警視庁)

z
o.z%

0 a
O.3%

0 59

0.5毘

神 奈 川 1

0.1毘

0 1

0.1光

1

1.3毘

23

0.2毘

新 潟 0 3

0.2器

0 0 is
O.2%

富 山 2

0.2光

0 0 0 io
o.i%

石 .川
0 0 0 0 10

0.1鑑

福 井 0 0 0 0 6

0.1毘

山 梨 a a 0 0 15

0.1瑞

長 野 i

O.1瑞

0 0 0 16
0.z%

岐 阜 z
a.z%

3

0.2賜

0 0 59

0.5鬼

静 岡 0 3

0,2瓢

0 0 33

0.3瓢
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愛 知 1

0.4晃

9

0.5瓢

i
o.i%

7

0.4鑑

5

0.4瓢

7

1.7瓢

1
0.s%

a z

O.5瓢

a

層

三 重 i

o.az

6

0.3兆

0 5

0.3驚

3

0.2毘

4

1.0鑑

0 a a 0

一

一

滋 賀 0 a i

O.1鑑

5

0.3毘

4

0.3髭

3

0.7瓢

5
3.1%

且

0.6瓢

3
0.8%

0

京 都 z

O.8光

5
0.3%

0
`L

O.1瓢.

4

0.3瓢

a 0 0 0 0

一

一

大 阪 3

Ll光

to

O.6瓢

13

1.0光

is

O.9器

41
2.9%

1

0.2器

t

O.6瓢

0 z
O.5%

i

O.2瓢

兵 庫 a 3

0.2瓢

2

0.2光

z

O.1鬼

7
0.s%

1
0.2%

i

O.6瓢

4

2.3垢

4
1.1%

0

奈 良 i

O.4光

z
O.1%

0 0 3

0.2鑑

0 a 0 0 2

0,4器

和 歌 山 3

!.1器

22

1.2瓢

is
12.7%

61
3.5%

coy

7.5毘

15

3,6瓢

5

3.1毘

3

1.7%

23
6.2%

29
6.2%

鳥 取 0 8

0.4瓢

7
0.s%

J

O.1髭

z

O.且 瓢

0 0 0 2

0.5光

a

島 根 i

O.嬬

39

2.1覧

6

0,5驚

2

0.1瓢

i

O.1駕

z

O.5駕

0 0 0 0

岡 山 i

O.4駕

8
0.A%

4
0.3%

12
0.7%

(2
0.8%

s
1.4%

0 1

0.6光

0 3

0.6鑑

広 島 69
25.9%

211
L1.1%

194

15.4%

131

7.5瑞

2A6

17.2瓢

ioz

24.6斑

90

24.8瑞

55
3L896

83

22,3鑑

68

且4.5髭

山1.] 7

2.6瑞

55

2.9瓢

zo

l.6男

35

2.0毘

57

4.0瓢

30

7.2鑑

10
6.1%

5
z.s%

10

2.7瓢

9

0.9瓢

徳 島・ 0 i

O.1%

a 0 0 0 i

O.6瓢

a a a

香 川 2

0.8鑑

7
0.9%

5

0.4瓢

5

0.3鑑

2
0.i%

3
0.7%

i

O.6髭

0 0 a

愛 媛 3

1.1鑑

30

L6%

20

1.6瓢

15

0.9光

24

1.7髭

3

0.7瓢

0 6
3.5%

3

0.8覧

10

2.且 瓢

高 矧 0 a i

O.1鑑

0 i

O.1瓢

0 0 0 0 a

福 岡 15

5.6瓢

78

4.隅

78

6.2鑑

ioo

5.7器

68

4.8鑑

32
7.7%

38

23.6瓢

19

11.眺

19

5.1完

46
9.8%

佐 賀 1

0.4瓢

is

O.6駕

s
O.5%

M
O.8%

17

1.2鬼

i2

2.9鬼

4

2.5瓢

4

2.3瑞

4

1.1毘

3

0.6毘

.長 崎
z

O.8罵

31

1.7毘

24

L「9毘

31

1.8瓢

25

;.8鬼

亘2

2.9瓢

4

2.5%

9

5.2鑑

9

2,4瓢

s

I.9%

熊 本 19

7.1鑑

101
5.3%

133

10.5鑑

isa

9.6鑑

178
12.5%

60

14,5覧

19
11.8%

30

17.3瓢

46
12.4X

48

10.2覧

大 分 6
2.3%

23

1.2瓢

15

1.2瓢

9

0.5毘

12

0.8瓢

0 且

o.s%

3

1.7毘

0 2

0.4瓢

宮 崎 0 i
o.iz

4

0.3瑞

3

0.2鑑

3

0.2男

4

LO瓢

a 0 0 4
0.s%

鹿 児 島 3

1.1%
15

0.8驚

23

1.8瓢

23

1.3覧

38

2.7瓢

13

3.1瓢

7

9.3%

置

0.6%

3
0.a%

髄

z
O.4%

沖 縄 105

39.5男

1,040
54.7%

579
A5.9%

937

53・6墨

402

28.2墨

52

12.6瑞

z

1.2瓢

20

11.6毘

f30

34.9瓢

1

185

39.4瓢

小 計 266 t,901 i,2si 1,747 1,427 419 161 173 372

「

470
.
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愛 知 1

0.1男

z

O.2瓢

0 a ss

O.3光

三.重 0 1

0.1艶

a 0
'10

0.z%

滋 賀 0 a 0 0
'll

o.2%

京 都 0 0 a 0 13
0.1%

大 阪 1

0.1光

15

1.2晃

i
o.i%

0 107

LO毘

兵 庫 0 i

O.1覧

0 a
'15

0.2鑑

奈 良 0 0 0 0 8
0.i%

和 歌 山 103

12.5瑞

80

6.6瓢

6
0.9%

2
2.5%

475

4.3器

烏 取 0 0 0 a zo

O.2髭

島 根 0 0 0 0 51

0.5晃

岡 山 7

0、8鑑

a z

O.3罵

0 56

0、5覧

広 島 as

lO.8毘

8G

7.1完 .

28

4.0鑑

z

2.5鑑

1,404

!2.8晃

111Ll is
2.3%

19
t.s%

3

0.4毘

a 274

2.5瓢

徳 島 0 0 0 0 2

0,0毘

香 川 a a 0 0 25
0.z%

愛 媛 17

2.隅

s

O.7器

5

0.7毘

a 145

1.3髭

高'矧 0 0 0 0 2

0.0鑑

福 岡 3G

4.4瓢

67

5,6光

is

2.6瓢

10
12.5%

624
5.7%

佐 賀 0 4

0.3髭

a a 81

0,7瓢

長 崎 10

1.2鑑

27

2.2晃

5

0.7毘

a 199

1.8鑑

熊 本 89
io.a%

91

7.6晃

63

9.0晃

it

i3.8瓢

1,056

9.6毘

大 分 0 z

O.2晃

a a 73
0.7%

宮 崎 0 1

0,1光

3

0.4瓢

0 23

0.2晃

鹿 児 島 9

1.喘

io

O.8覧

6
0.9%

0 153
!.9%

.

沖 縄 374

45.4毘

707
58.7%

509
72.9%

as

52.5晃

5,084

46.2光
一.

小 計 824 1,204 698 80 io,ssa

iii



記 載 な し a 0 0 0 0 0 0 0 0 a

合 計 266 1,901 i,zsi 1,747 1,427 419 161 173 372 470

下線部は最大値

n.移 民取扱会社(保 証人又は移民取扱人氏名若会社,保 証人又ハ移民取扱人ノ氏名若クハ社名)

o.労 働ノ種類(渡 航目的,渡 航ノ目的)

昭和元年 昭和2年 昭和3年 昭和4年 昭和5年 昭和6年 昭和7年 昭和8年 昭和9年 昭和10年

大 ・ 工 0人 0人 0人 0人 1人

o.i%

0人 2a
1.7%

0人 0入 0人

鉱 業 0 0 0 0 a 0 0 0 0 0

理 髪 業 0 a 0 0 a 0 0 0 a 0

菓 子製造 0 0 0 0 0 a 0 a 0 0

店 員 0 a 0 0 z

O■ 瓢

0 0 0 a 0

農 業 264

98.5瓢

i,sol

99.0瓢

1,261

98.3瓢

1,747

98.3髪

1,922

97.9器

381

98.4光

108
91.5%

141

93,4斑

318

85.0器

342

7L8瓢

漁 業 0 a 0 0 0 0 0 5

3.3盟

44
11.8%

ias
2fi.9%

夫 と 同 行 a 0 0 0 0 a 0 1

α7器

0 a

夫 の 呼 寄 z
O.7%

a 0 0 0 0 0 a 0 a

父母と同行 0 0 a 0 0 0 0 1
0.7%

4

1」 瓢

l
o.z%

母 と 同 行 1
0.A%

0 0 a 0 0 a
I.7%

1

0.7髭

0 0

再渡航同伴 0 a 0 0 a 0 0 1

0.7鑑

2

0.眺

a

そ の 他 の
携 帯 児

1

0.4鑑.

19

1.0瓢

22

1.7男

30

L7毘

27
1.9%

fi

l.6瓢

5
4.2%

1

0.7鬼

6

1.6鑑

5

日 瓢

無 職 a 0 0 0 0 0 1
0.a%

0 0 0

小 計 268 1,920 1,283 1,777 1,452 387 118 151 374 476

記 載 な し 0 0 0 0 z

O.1鑑

33

7.9毘

50

29.8瓢

26

19.7%
10

2.6瓢

0

合 計. zsa 1,920 (,283 11777 1,459 X20 168 177 389 976

p.渡 航地(旅 行 地 名,行 先 地)

昭和元年 昭和2年 昭和3年 昭和4年 昭和5年 昭和6年 昭和7年 昭和8年 昭和9年 昭和10年

フ ィ リピ ン 0人 552入

29.0%

28人

2.2%

9人

0.5瓢

0人 0人 1人

0.6瓢

2人

1.2覧

0人 0入

一

マ ニ ラ izi

45.5瓢

182

9.6晃

273

21.6毘

297

17.0瓢

393

27,5鑑

165
39.9%

83

51.6瓢

ios

61.3覧

188

50.5瓢

263

56.0瓢

セ ブ 0 0 0 】

0.1鬼

0 a 0 0 a 13

2.8瓢
一
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記 載 な し i

O.1鬼

0 0 0 I
o.o%

合 計 8'15 1,204 sss 80 10,999

下線部は最大値

n.移 民取扱会社(保 証人又は移民取扱人氏名若会社,保 証人又ハ移民取扱人ノ氏名若クハ社名)

o.労 働ノ種類(渡 航目的,渡 航ノ目的)

昭和ll年 昭和12年 昭和13年 昭和M年 合 計

大 工 [5人

L8瑞

10人

0,8晃

1人

0」 毘

0人 29人

0.3%

鉱 業 z
o.z%

0 0 0 z

O.0器

理 髪 業 i

O.[晃

z

O.2器

z

O.3%
a 5

0.ox

菓子製造 0 0 0 t

L2毘

1

0.0毘

店 員 a 0 0 0 2

0.0毘

農 業 637

77.3鑑

1,173

95,9瓢

659

92.2鑑

71

86.6瓢

10,915
99.3%

漁 業 iss

18.9男

14

L1晃

0 0 347

s.t%

夫 と 同 行 1

0」 艶

1

0.1光

0 0 3

0.0鬼

夫 の 呼 寄 a 0 0 0 z

O.0鑑

父母と同行 i

O,1瓢

6

0.5鑑

0 0 13
0.1%

母 と 同 行 0 4
0.3%

藍

0.1鑑

4

49髭

13

0」 毘

再渡航同伴 0 (3

1.1晃

32
4.5%

2
2.4%

50

0.5鬼

そ の 他 の

携 帯 児

11

1.3鑑

0 zo

2.8瓢

4

4.9瓢

157
1.9%

無 職 0 0 0 a i

O.0鑑

小 計 824 1,223 715 82 II,050

記 載 な し 13
L6%

4

0.3鑑

zs

3.9鬼

7

7.9毘

174

1.6瑞

合 計 837 L227 744 89 11,224

p.渡 航 地(旅 行 地 名,行 先 地)

昭 和ll年 昭和12年 昭和13年 昭和M年 合 計

フ ィリ ピ ン 0人 0人 0人 0人 592人

5.4鑑

マ ニ ラ 393

47.6光

352

29.2瓢

315
45.1%

41

51.3毘

3,172

28.8瓢

セ ブ (9

2.3毘

21

1.7晃

8

1.1鑑

0 62

0.6瑞
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サ ンボ アン
ガ

a 0 1
0.1%

1

0.1瓢

0 0 0 a a 0

ダ バ オ lA5

54.5嵩

1,f67

61.4瓢

959
76.1%

1,439
82.9%

1,039
72.5%

245

59.2瓢

77

47.8晃

65

37.6瓢

184

49.5鑑

[94

41.3覧

ダバオ赤 嶺 0 0 0 0 0 9
1.0%

0 0 a 0

合 計 266 i,sot i,zsi 1,747 1,427 914 161 173 372 470

下 線 部は最 大 値

q.在 留期 限(契 約 期限,就 業期 限)

r.帰 国 年

s.死 亡 年

t.呼 寄 ・再渡航

昭和元年 昭和2年 昭和3年 昭和4年 昭和5年 昭和6年 昭和7年 昭和8年 昭和9年 昭和10年

呼 寄 杁 16八 17人 36人 39人 22人 17人 25入 42人 32人

再 渡 航 0 20 18 37 23 11 8 9 22 29

携帯児呼寄 0 3 4 7 16 4 5 1 2 1

携帯児再葭餓 0 2 0 z 0 1 a 0 a 1

記 載 な し 267

99.6晃

[,879

97.9器

(,244

97.0瓢

1,695
95.4%

1,376

94.6駕

382
91.0%

138

82.1鑑

X92

80,2瓢

318

82.8鑑

413
86.8%

合 計 zsa t,szo 1,283 1,777 1,459 420 168 177 384 476
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サ ンボア ン
ガ

0 a 0 0 2

0,0鑑

ダ バ オ 413
5Q.1%

831

69.0晃一
375

53.7髭一
39

48,8瓢

7,167

65.2光

ダバオ赤 嶺 0 0 a a 4
0.o%

合 計 8'LS 1,204 698 80 10,999

下線 部は最 大値

q.在 留期 限(契 約 期 限,就 業期 限)

r.帰 国 年

s.死 亡年

t.呼 寄 ・再 渡航

昭和11年 昭和12年 昭和13年 昭和14年 合 計

呼 寄 32人 53人 88人 n人 431人

再 渡 航 39 31 37 6 290

携帯児呼寄 a 7 zi 5 7fi

携馨児再護飯 0 0 7 0 13

記 載 な し 766
9L5%

1,136

92.6毘

591

79.4鑑

67

75.3陽

10,414
92.8%

合 計 837 1,227 744 89 ii,zza
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表13:フ ィリピン行き渡航者調査VI(ま とめ)

明治36年
～38年

1903～05年

移 民 取 扱 会 社 経 由
明 治40年 大 正2年

～45年 ～10年

1907～1簿19i3～21年

昭和 元 年
～M年

1926～39年

合 計
自 由渡航

明治34年
～44年

1901～ll年

総 合 計

延 べ 人 数 3,274人 1,707人 9,341人 11,003人 25,325人 571人 25,896人

2重 重複者 160 s 2 4 172 s 豆80

3重 重複者 3 a 0 0 3 0 3

実 人 数 3,108
12.4%

1,701
s.s%

9,339

37.1髭

10,999
43.7%

`15
,197 563

2.2瑞

'15
,710

携 帯 児 i

O,0毘.

8

0,5髭

8
0.1%

225

2.眺

292
1.0%

19

2.4鬼

25fi
1.0%

総 実 人 数 3,109

12.2瓢

/,709
6.7%

9,397

36.8毘

口,224

4A.2%

25,3R9

97.8晃

577
'1
.2%

25,9G6

a.氏 名

b.性 別

明治36年
～38年

移 民 取 扱 会 社 経 由
明治40年 人iE2年
～45年 ～10年

昭和元 年
～i4年

合 計
自由渡航
明治34年

～44年
総 合 計

男 3,077人

99.0瓢

1,670人

98.2%

9,245人

99.0鑑

10,312人

93.8瓢

24、304人

96.6鑑

497入

88.3%

24,801人

96.5%

女 31
i.oz

31

1.8光

94

1.0晃

687
6.2%

843

3.4瑞

66

11.7覧

909
3.S%

小 計 3,108 1,101 9,339 10,999 25,147 563 25,710

携帯児 男 i 4 5 107 ii7 7 12q

携帯児 女 0 4 3 118 125 7 132

合 計 3,109 1,709 9,3A7 Il,224 25,389 577 25,966

c.年 齢

明 治36年
～38年

移 民 取 扱 会 社 経 山
明治40年 大正2年

～45年 ～10年
昭和元年

～M年
合 計

自由渡航
明治34年

～44年
総 合 計

0歳 0人 0人 1人

0.0鬼

2駄

o.a%

25人

ai%

0人 25人

o.i%

1歳 0 a 0 35

0.3男

35
0.1%

1

0.2毘

36

0.1瓢

2歳 0 a 1

0.0瑞

38

0.3鑑

39

0.2瑞

1

0.2瓢

40

0.2器

3歳 0 1

0.1覧

0 2a

O.2鑑

29

0.1瓢

5
0.9%

39

0.1髭

4歳 0 i

O.1躬

1
a.o%

34
0.3%

36

0.瑞

z

O.3鬼

38

0.1器

5歳 0 2

0.1鑑

t
O.0%

is

O.2覧

21

0.1瓢

z

O,3髭

23

0.1毘

6歳 0 1

0,1覧

0 15

0.1髭

is
O.1%

z

O.3瓢

18
0.i%.

7歳 0 0 0 9

0.1光

9
0.o%

1

0.2器
1

io

O.0光

i2z



8歳 0 z

O.1毘

0 7

0.1毘

9

0,0毘

0 9

0.0鑑

9歳 a a 蓋

0.0髭

b

O.跳

9
0.o%

a s

O.0毘

10歳 i
o.o%

0 0 4
0.o%

5
0.o%

a 5

0.眺

ll歳 0 1

0,1艶

3

0.o%

4

0.0%

8

0.0瑞

0 8

0,眺

12歳 I

O.0瑞

0 0 7

0.1斑

8
0.o%

3

0.5瓢

u
o.o%

13歳 0 0 4
0.o%

2

0.0鑑

6

0.0%

0 6

0.0瑞

14歳 6

0,2光

2
0.t%

7
0.1%

15

0.1鬼

30
0.i%

z

O.3鶉

32

0.1覧

15歳 25

0.9光

5

0.3瓢

sa

O.6瑞

26

0.2瓢

116

0.5毘

a il6

0.5瓢

16歳 78

2,8光

24

1.4晃

311

3.3瓢

102
0.s%

515

2.1器

9
1.G%

524

2.0覧

17歳 169
s.o%

102
6.0%

619

6.6毘

713

6.4%

i,soa

6.4%

13

2.3毘

1,621

6.3銘

18歳 181
6.4%

ins

8,6毘

soy
9.7%

1,074

9.6瓢

2,305

9.2覧

24
4.2%

2,329

9.1瓢

19歳 167

5.9髭

159

9.0瓢

870

9.3駕

i,its

lO.0駕

2,309

9.2鬼

II

l.9累

1,320

9.0κ

20歳 125

4.4毘

67
3.9%

599

6.4毘

7A9
6.6%

1,530
6.1%

17

2.9瑞

1,547
6.0%

21歳 166
5.9%

98
5.S%

619

6.6毘

838

7.5%

1,721

6.9毘

13

2.3光

1,739

6.8毘

22歳 163
5.8%

76

4.5鑑

531

5.7瓢

756

6.7鑑

1,526

6.1晃

1G
2.8%

1,592

6.0瑞

23歳 iii

5.眺

103

6,0覧

574

6,1斑

699

6.2%
1,512

6.眺

27
4.7%

1,539
6.0%

24歳 M8
5.2%

ioz

6。眺

604
6.5%

660

5.9光

1,519
6.0%

35

6.1瓢

1,599
6.0%

25歳 111

4.0覧

92
5.4%

546

5.8光

513

4.6瓢

i,263

5.0鑑

27

4.7瓢

1,290

5.眺

26歳 ll3

4.0覧

87

J.IiU

952

4.8晃

435

3,9髭

1,0k7

4.3鑑

24

4.2光

1,lll

4.3瓢

27歳 (13

4.0覧

68.

4.眺

361

3.9鑑

385

3.4%

927

3.7瓢

21
3.6%

998

3.7鶉

28歳 U7
4.1%

G8
4.0%

334

3.6男

335

3.0覧

859

3.4瓢

16
9.5%

880
3.4%

29歳 96

3,4晃

54

3.2瓢

257

2.8男

311

2.8鑑

7】8

2.9%

25

4.3器

743
2.9%

30歳 96

3.4鑑

49
2.9%

211

2.3瑞

295
.2
,6光

651
2.6%

26
4.5%

677

2.6器

31歳 69

2.4晃

47

2,8覧

ｻs

l.9覧

274
2.4%

569

2,3覧

1]

1.9髭

580

2.3駕

32歳 60

2.1覧

a2

2.5駕

173

1.9瓢

234
z.i%

509

2.0男

12

3.8毘

531

2.瑞

33歳 60

2.1鬼

47
2.8%

167
t.s%

206

1.8鬼

980
1.9%

13
2.3%

493

1.9鬼
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34歳 67

2.嬬

36

2.1器

153

1.6光

213

[.9駕

469

1.9瑞

16
2.8%

485
1.gz

35歳 83

2.眺

44
2.6%

136

1.5瓢

173
1.5%

936

1.7毘

14

2.4瑞

450

1.8瓢

36歳 93

1.5瓢

37
2.2%

99

1.i瑞

135

1.2毘

319

1.3斑

22
3.8%

336

1.3瓢

37歳 48
1.7%

30
1.8%

ion

l.i髭

138
1.2%

323

1.3毘

25

4.3%

348

1.4瓢

38歳 55
1.9%

19

1.1毘

96

1.眺

106

0.9覧

276

1.1瓢

9

1.6瓢

285

1.1瓢

39歳 45

i.6鑑

13

0.8瓢

76

0.8瓢

109

1.0瓢

293

1.眺

7

1.2瓢

250

1.眺

40歳 50

1.8器

19
t.t%

61
0.7%

70
0.sz

200
0.sz

io
1.7%

210

0.8瑞

41歳 39
i.4%

iz

O.7艶

41

0.4男

69
0.s%

161

0.6瓢

is
`1
.8%

177

0.7瓢

42歳 40

1.4髭

14

0.8瓢

52

0.6斑

66
0.s%

172

0.7瓢

9
1.6%

181

0.7完

43歳 30

1.且%

is

l.1覧

36

0.4瓢

46

0.4瓢

130

0.5瓢

A

l.4瓢

138

0.5髭

44歳 is
o.s%

IL

O.6鑑

25

0.3鑑

29

0.2瓢

81

0,3瓢

10

1.7覧

91

0.4瓢

45歳 27

1,眺

z

O.1瓢

zs

O.3瓢

27

0.2瓢

82
0.3%

9

1.6瓢

91

0.4鑑

46歳 25

0.9駕

4
0.2%

5

0.1瓢

25

0.2器

59

0.2瓢

is

2.8瓢

75

0.3瓢

47歳 16

0.6瓢

'1

0.1瓢

9

0.1瓢

IJ
o.i%

42

0,2瓢

ii

l.9瓢

53
0.ax

48歳 Il

O.4毘

0 9

0.1毘

7
0.i%

27

0.1髪

A
l.4%

35

0.且瓢

49歳 6

0.2瓢

a 12

0.i%

6

0.1瓢

24

0.1瓢

4

0.7瓢

28

0.1瓢

50歳 i

O.0瓢.

a 4

0.0毘

2

0.0瓢

7

0.0瓢

0 7
0.oz

51歳 i

O,0瓢

a 9

0.0駕

z

O.0累

7

0.0鑑

i

O.2男

b

o.o%

52歳 a 0 0 1

0.0鑑

1

0.0瓢

1

0.2瓢

2

0.眺

53歳 0 且

0.1瓢

t

O.0瑞

3
0.o%

5

0,0瓢

0 5

0,0鑑

54歳 i

O,0髭

0 0 0 且

0.眺

a i
O.0%

55歳 正

0.眺

0 且

0.0瓢

3

0,眺

5

0.眺

0 5

0.眺

56歳 以上 0 0 1

0,0鶉

5
0.o%

s

O.0瓢

2

0.3覧

8

0.眺

平 均 年 令
+0.5

27.0歳

+0.5

25.4歳

+0.5

24.6歳

+0.5

24、4歳

+0.5

24.9震

+0.5

30.磁

+0.5

25.0歳

+0.5

重 複 zo

O.7毘

1

0,1光

0 0 21

0.1瓢

0 21

0.幌

小 計 2,834

91.2瓢

1,704

99.7瓢

9,334

99.9瓢

ll,2且9

100,0瓢

25,091

98.8鑑

577

100.眺

'15
,668
98.9%
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.記 載 な し
,

275

8.8髭

J
o.s%

13
0.i%

5

0.0鑑

'19A

l.2毘

a 298

1.1瓢

合 計 3,109 1,709 9,347 11,224 15,389 577 25,966

.ド線部は最人値

明 治36年
～38年

明 治40年
～45年

移 民 取 扱 会 社 経 由大
正2年
～10年

昭和元年
～14年

合 計
自由渡航
明治34年
～44年

総 合 計

0～5歳 0人 4入

0.2瓢

4入

0.0%

177八

1,6艶

185人

0.7光

1杁

1.9%

196人

o.s%

6～10歳 1

0.0鑑

3
0.2%

1

0.0瓢

43

0.4毘

18

0,2毘

3

0.5瓢

,t

O.2瓢

U～15歳 32

1.1瓢

A

O.5瓢

74

0.8瓢

55
0.5%

169

0.7男

5

0.9瓢

179

0.7覧

16～20歳 7'10

25.4毘

493

28.9鑑
一

3,293

35・3墜

3,761
33.5%

8,267

32.9毘

79

12.8瓢

8,3Al

32.5瓢

21～25歳 730

25.8墨

A71

27.6瓢

2,879

30.8男

3,461

30.8男

7,536

30.1鑑

118

20.5彫

7,659

29.8瓢

26～30歳 535

18.9鑑

326

19.1瓢

1,615

17.3瓢

1,761
15.7%

4,237

16.9光

122

21.1晃

4,359

17.眺

3且 ～35歳 339

12,0瓢

2置6

12.7瓢

808

8.7瓢

i,toa

9.8鑑

2,463

9.8斑

76

13.2瓢

2,539
9.9%

36～40歳 141

8.5晃

iia

6.9毘

439

4.7瑞

55R

5.0瓢

1,356

5.4%

73

12.7覧

1,429

5.6覧

4且 ～45歳 154
5.4%

57

3.3彫

180

1.9瑞

234

2.1瑞

625

2.5髭

52

9.眺

G77

2.6瓢

46～50歳 59

2.1鶉

s
O.4%

39
0.4%

53

0.5瓢

157

0.6瓢

39
6.S%

iss

O.8毘

51～55歳 3

0.1罵

1

0,瑞

fi
O.1%

9

0.1瓢

19

0.1瓢

2

0.3罵

2且

o.ix

56歳 以上 0 a i
O.0%

5
0.o%

6

0.0光

z

O.3瓢

8

0.眺

重 複
'10

i 0 a 21 0 zi

小 計 2,834 1,704 9,334 11,219 25,091 577 25,668

記 載 な し
'175

5 (3 5 298 0 298

合 計 3,109 1,709 9,347 t1,229 25,389 577 25,966

一ド線部は最大値

d。 族 籍(族 称)

明 治36年
～38年

明治40年
～45年

移 民 取 扱 会 社 経 由大
正2年
～10年

昭和元年
～14年

合 計
自由渡航
明治34年

～44年
総 合 計

士 族 27人

1.0鑑

6人

0.4光

1人

0.眺

杁

o.o%

35人

0.1男

9人

1.9%

44入

0.2毘

平 民 2,636 且1695 9,182 10,99A 24,511 453 24,9G4

小 計 2,663 i,poi 9,183 10,999 24,54G 462 25,00R

記 載 な し 445

14.3瑞

a 156

1.7兆

0 601
2.4%

101

17.9覧

702

2.7瓢

合 計 3,ioa し70且 9,339 10,999
'15

,197 563 25,710

125



c.身 分

明 治36年
～38年

明 治40年
～45年

移 民 取 扱 会 社 経 山
大正2年
～10年

昭和元年
～M年

合 計
自1h渡 航

明治34年
～44年

総 合 計

戸 主 62人 62人 128入 190入

非 戸 主 is is

妻 30 31入 37人 126人 224 37 261

内 縁 の 妻 1 1

携 帯 児 8 8 za 9A 14 58

長 男 33 25 58 42 Boa

二 男 is 15 31 20 51

三 男 3 11 14 9 13

四 男 9 9 8 9 12

五 男 且 z 3 1 4

六 男 1 z 3 3

七 男 i 1 1

長 男 嗣 子 i i 董

二 男 嗣 子 z z 2

三 男 嗣 子 1 i 1

養 嗣 子 5 5 3 8

婿 養 子 3 3 3

養 子 7 1 8 5 13

庶 子 豆 1

私 生 児 1 1

長 女 25 `15 5 30

二 女 25 25 3 28

三 女 3 3 1 4

四 女 z 2 2

五 女 2 z z

養 女 1 正 1 z

庶 子 女 1 i 1

夫 i 蓋 1

兄 i i

養 兄 藍 1

弟 18 18 18 36

妹 1 1

従 弟 1 J

甥 z z i 3

父 1 i 1 z

母 i レ 1 2
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叔 父 1 1

伯 母 】 i

孫 z z

小 計 ig2 39 45 274 550 321 871

記 載 な し 2,917

93.8晃

1,670

97,7覧

s,30z

99.5瓢

10,950
97.6%

'14
,839

97.8鑑

`156

99.4%

25,095

96.6器

合 計 3,109 1,709 9,347 11,221 25,389 577 25,96G

f.職 業

明治36年
～38年

大 正2年
～10年

昭和元年
～14年

合 計
自 山渡航

明 治34年
～44年

総 合 計

工 夫 1人

0.3器

1入

0.眺

木・i二1

樽靴 紅 事

30人

1.2%

30人

0.2鑑

zo
5.3%

50
0.2%

建 築 1

0.0覧

1

0.0器

1
0.o%

大 工 254
10.4%

io人

0.7毘

2人

0.0罵

166

1.3器

106

28.2毘

372

1.8鑑

建 具 騰 2

0,1毘

z

O.0銘

2
0.o%

石 一[ 18

0.7毘

18

0.跳

7

1,9瓢

25
0.1%

石工手伝職 1

0.0器

i

O.0鑑

t

O.0鑑

左 官 i

O.0髪

1
0.o%

7

1.9光

8

0.眺

.煉 瓦 職 5

0.2瓢

5

0.0瓢

5
0.0%

泥ll:職 I
o.o%

1

0.0光

1

0.0瓢

職 二L 6

0.2毘

s

O.0毘

6
0.o%

鍛 冶 屋 10
0.4%

10

0.跳

4

】.1毘

14

0.1瑞

機 械 工 1

0,3毘

正

0.0毘

鉄 工 職

一

1
0.s%

1

0.0瓢

電 鑛金 職'1二 1

0.3器

1

0,0器

指 物 職 z

O.瑞

2

0.0鑑

z

O.0毘

紺 屋 職 1
0.0%

1

0.0光

1

0.0毘

仕 立 物 商 2

0.5器

2

0.0毘

銭 縫

～
z

O.5器

2

0.眺
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1

菓 子 商 1

0.3光

童

0,眺

麺包 製造 置

0.3%

1

0.0瓢

料 理 人 z

O.5鑑

2

0.0覧

料 理 業 2

0.5垢

z

O.0瓢

商 業 4
i.t%

4

0,眺

商 業 手 伝 1
0.3%

且

0.眺

(酉洋》洗濯 z
O.5%

2
0.o%

理1髪 業 5
1.3%

5

0.0瓢

農 業 z,osz

85.4瑞

i,asa

98.2鑑

9,03且

98.3%

6,755人

100.眺

19,366
97.3%

71

18.9器

19,437

旦5・8瓢皿

園 丁 1

0.3瓢

1

0.ox

煙 草(働 刻 1
0.3%

i

O.0瓢

木 挽 17

0.7瓢

is

l.2瓢

15且

1.6瑞

iss

O.9瓢

4

1.1鬼

190

0.9瓢

杣 職 3

0.1覧

3

0.0器

1
0.3%

4

0.0覧

漁 業 i
o.o%

i

o.o%

z

O.眺

121

32,2瓢一
123

0.6瓢

造 船 業 2
0.5%

2
0.0%

船修 繕業 i

O.3瓢

i

o.o%

無 職 5

1.3瓢

5

0.0瓢

重 複 5

0.2瓢

5

0.o%

5

0.o%

小 計 2,451

78,9髭

1,516
89.1%

9,184

98.3瓢

6,756

61.4毘

19,907

79、2瓢

376

66.8瓢

20,283

78.9瓢

判 読 不 明 1

0.0瓢

且

0.0男

i

O.眺

記 載 な し 656

21.1髭

185

10.9瓢

155

1.6男

9,243

38.6瓢

5,239

20.8駕

187

33.2器

5,926
21.1%

合 計 3,(08 i,poi 9,339 且0,999 25,147 563 25,710

下線部は最大値

9.契 約年月日
フィリピン行き渡航者調査1,II(移 伐取扱会社経曲,明 治期)参 照。
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h.浸 廷皇元1許jll脅三ノ」「1(旅 券 一ド千,勾三メ.jlD

明 治36年
～38年

明 治40年
～45年

移 民 取 扱 会 社 経 山
人正2年
～10年

昭和元年
～14年

合 計
rl由 渡 航

明 治34年
～44年

総 合 計

前年2月

h「 「.『..」.一 一

0人 0人 0人 杁

0.0瓢

1人

0.0瑞

1人

o.o%
♂.τ=..;マ晶.

前年5月 z

O.跳

一

〇

絹

0

・.5皿.

a z

O.0瑞

」.=_一 一._

2

0.眺

前年6月 0 0 0 i

O.0毘

i
o.o%

1

0.0瑞

前年7片 2

0,1器

0 3

0.0光

5
0.o%

io

O.0器

io
o.o%

前年8月 3
0.i%

0 A

O.1瓢

4
0.o%

15

0.1瓢

15

0.1瓢

前年9月 5

0.2銘

0 zs
O.3%

13

0.且 毘

94

0.2瑞

94

0.2瓢

前年10月 (5

0,5鑑

1

0.1%

60

0.6鑑

33
0.3%

ios
O.9%

109

0,4瓢

前年11月 17

0.5晃

2

0.正 晃

ioa

i.1瓢

103

0.9毘

224

0.9瓢

224

0.9瓢

前年12月 170

5.5毘

67

3.9晃

470
5.0%

511

4.6髭

1,'ll8

4.8毘

1,218

4.7瓢

阿年1月 142

4.6鑑

59

3.5覧

781
8.4%

998

7.3瓢

1,780

7.1瑞

53

9.4瓢

1,833

7.1瓢

2月 222

7.1飴

is7

1i.6毘

f,037
1i.1%

622

5.7瓢

2,078

8.3瓢

50

8.9瓢

2,128

8.3瓢

3{J 74

2.4鑑

216

i2.7髭

1,911

15.1鑑

1,041

9.5瑞

2,742
10.9%

51

9.1瓢

2,793

10.9瓢

4月 280

9,0瓢

167

9.8瓢

918

9.8男

769

7.0瓢

2,139

8.5瓢

2a

5.0瓢

z,isz

8.4瓢

Si9 305
9.8%

ion
6.3%

G37

6.8毘

i,osa

9.6瓢

2,109

8.4男

54
9.G%

2,163

8.4毘

6月 204
6.6%

ion

6.1瓢

504

5.4鑑

809

7.4髭

t,s22

6.5男

32

5.7瓢

1,659

6.4瓢

7月 zoo

6.7毘

75
4.4%

495

5.3鑑

1,019

9.3冤

1,796

7.1鑑

31

5.5瓢

1,827
7.1%

8月 223

7.2毘

156

9.2器

882

9.5罵

885

8.0瓢

2,146

8.5毘

44

7.8瓢

2,190

8.5髭

9月 502
16.2%

its
6.8%

921
9.9%

1,10置

io.o%

2,639

10,5驚

h5
8.0%

2,684

10.4瓢

101] 496
is.o%

265

15.6毘

574
6.2%

975

8.9鬼

2,310

9.2晃

66

11.7瓢

2,376

9.2器

11月 125

4.0鑑

94
5.5%

337

3.6晃

856

7.8瑞

1,912

5.6毘

43
7.6%

1,455

5.7瓢

12月 ioz

3,4鑑

73

4.3毘

162

1.7瓢

390
3.5%

732
2.9%

65

11.5覧

797
3.1%

鴨 護鰭 可月
+0.5

6.4月

+0 .5

6.用

+0.5

5.0月

+0.5

6,0月

+0.5

5.7月

+0.5

6.7月

+0.5

5.7月

+0.5

重 複 6

0.2%

2

0.1瓢

1

0.0瓢

z

o.o%

II

O,0瓢

1

0.2瓢

12
0.o%

小 計 3,107 i,goo 9,329 10,998 25,134 563 25,697
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」

記 載 な し i
o.o%

盈

0,1瓢

10

0.1鑑

1
0.o%

13
0.o%

0 13
0.o%

合 計 3,108 i,poi 9,339 10,999 25,197 563 25,710

下線部は最大値

i.旅 券下付年月 日
フィリピン行き渡航者調査1,II

j.渡 航年月 日(本 邦出発ノ年月[D

(移民取扱会社経 由,明 治期)参 照。

明 治36年
～38年

移 民 取 扱 会 社 経 由
明治40年
～45年

大 正2年
～10年

昭和元年
～14年

合 計
自由渡航
明治34年

～44年
総 合 計

1月 157人

5.3%

79人

4.6器

604入

6.5器

732入

6.7%

1,57`IA

6.3覧

2月 zos

7.0光

114
6.7%

826

8.8瓢

833
7.6%

1,979
7.9%

3月 203

6.9駕

212

i2.6器

939
10.1%

832

7.6鬼

z,ass
8.7%

4月 80

2.7晃

166

9.8瓢

1,203

12,9瑞

965

8.8鑑

2,914

9.7瑞

5月 57

1.9光

141

8.3瓢

1,159

12.4瓢

857

7.9瓢

2,219

8.9光

6月 332

11.2

iia
6.9%

570
6.1%

917

8.3毘

1,937

7.7箔

7月 12(

7,5光

99

5.8晃

692
6.9%

830

7,6器

1,792

7,2光

8月 213

7.2鑑

89

5.4覧

618

6.6駕

1,033

9.4労

1,953
7.8%

9月 147

5.0鬼

167

9.8器

592

5.8毘

894

8.眺

1,730

6.9毘

10月 681
'13

.0%
IRI

lO.6%
967

10.4毘

989

9.0毘

2,813

11.3覧

ll月 393
13.3%

122
7.1%

6q9

6,9晃

1,096

10.眺

2,Z60

9,0斑

12月 198

6.7毘

209
tz.z%

618
6.6%

1,093

9.5毘

2,068
8.3%

平均 出帆 月
+0.5

7.4月

+0.5

6.8月

+0.5

6.2月

+0.5

6.8封

+0.5

6.6月

+0.5

灘 一 舐荊 月 1.0ヵ 月 0.7ヵ 月 1.2ヵ 月 0.8ヵ 月 0.9ヵ κ

重 複 75

2.5光

4

0.2瓢

z

O.0瓢

3

0.0毘

84

0.3瓢

小 計
'1
,963 1,701 9,339 ]0,999 25,002

記 載 な し 145

4.7瓢

0 0 0 195

0.6覧

合 計 3,108 1,701 9,339 10,999 25,147

下線部は最大値

k.出 帆港

移 民 取 扱 会 社 経 由 自由渡航

明治36年 明治40年 大正2年 昭和元年 合 計 明治34年 総 合 計
～38年 ～45年 ～10年 ～14年 ～44年

横 浜 0人 741人 2,129人 647八 31517人

44.3毘 23.3% 5.9% 16.1%
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神 戸 0 川

6.6瓢

1,472

16.1鑑

2,081

18.9罵

3,664

16.8瓢

長 崎 0 822

49.1%

5,547

60.6瓢

8,271

75.2瓢

14,640

67.1瓢

小 計 0 1,67A 9,148 10,999 zi,szi

記 載 な し s,ioa

10G.0駕

27

i.6%

191

2.0駕

0 3,326

13.2瓢

合 計 3,IOA t,poi 9,339 10,999 25,147

下線部は最大値

i.旅 券番号

明 治36年
～38年

移 民 取 扱 会 社 経 山
明治40年 大正2年

～45年 ～10年
昭和元年

～M年
合 計

白由渡航
明治34年

～44年
総 合 計

別人2人重複 3δ銀 19鍍 208細 180塑 443額 0虹 443組

別 人3人重複 a a 3 3 6 0 6

同姓2人重複 1 0 z 5 8 a 8

燭 ・蹴 男女穣 2A a 0 161 189 z 191

夫婦と別嫉鰭 0 0 a 4 4 0 4

父母子3人 重複 1 a 0 【9 20 0 zo

父肝3人と蹴勲 0 0 0 1 i a 1

父母子4人 重複 0 0 0 4 4 0 4

父母子5腫 複 0 0 0 z z 0 2

父母子6人 轍 0 0 a z z 0 z

父母子7腫 棲 0 a a i 1 0 1

父母子9腫 複 0 0 0 蓋 i a 藍

父子2入重複 0 0 0 2 z 0 2

母子2腫 複 0 2 2 34 38 a 3R

母子3λ重複 0 0 1 ao 21 a zi

母子4人重複 0 0 0 7 7 0 7

母 子5唾 複 a 0 a 3 3 0 3

母 子6入重複 a 0 0 1 i a 1

母 子7人重複 0 0 0 1 i 0 1

老入と子供3腫嚢 a 0 0 1 i 0 且

記 載 な し
および鰭 糊

57
1.A%

1

σ.1器

a

O.0罵

72

0.7瓢

iaa

O,5男

520

92.4瓢

653
2.5%

合 計 3,108 且,701 9,339 10,999 25,147 563 25,710

m.渡 航許可官庁(道 府県)

明 治36年
～38年

明治犯年
～45年

移 民 取 扱 会 社 経 由
大 正2年

～10年
昭和元年

～i4年
合 計

自由渡航
明治34年

～44年
総 合 計

北 海 道 0人 0入 0入 3人

0.0器

3人

0.眺

0人 3人

0.0髭

131



肖監 森 0 0 a 15

0.且 瓢

15

0.1鑑

0 15

0.1先
一

署.手 0 0 0 10
0.i%

io

O.眺

0 10
0.o%

宮 城 0 0 a 34

0,3器

34
0.i%

0 39
ai%

秋 田 0 0 l
o.ox

0 1

0.0鑑

0 1
a.o%

山 形 0 0 且6

0.2髭

5
0.ox

21

0.1毘

a zi
o.i%

福 島 19

0.6瓢

579

34.0瓢

977
10.5%

630
5.7%

2,205
R.8%

0 L,205
8.6%

茨 城 0 a i

O.0瓢

Il

O.1瓢

12
0.0%

0 12

0.0瓢

栃 木 0 0 畳

0.0瓢

7

0.1髭

8

0.眺

0 8

0.0髭

群 馬 0 0 0 29

0.3男

29

0.1髭

4

0.ア 鬼

33
0.i%

埼 玉 s

O,2瓢

0 95

1.眺

8

0.1瓢

ios

O.4瓢

0 109
0.4%

千 葉 i

O,0艶

0 I
o.o%

s

O.1瓢

11
0.0%

a 11
0.0%

東 京
(警椥 デ)

13
0.4%

2
0.ix

9

0、隅

59

0.5罵

83
0.3%

z

O,4瓢

85
0.3%

神 奈 川 26

0.8瓢

0
`L5

0.3瓢

23

0.2瓢

79
0.3%

ii

2.0瓢

85

0.3瓢

新 潟 174

5.6瓢

0 73

0.8瑞

is
o.z%

265

1,且 鑑

z

o.a%

267

1.0%

冨 山 0 0 210

2.2男

10
0.i%

'120

0.9瓢

0 22a

O,9毘

石 川 a 1

0.瑞

43

0.5鑑

is
O.1%

54

0.2瓢

9
0.7%

58
0.z%

福 井 L4
0.5%

113

6,6瓢

219

2.3駕

s

O.1鑑

352

{.4鑑

0 352

1.4男

山 梨 57

1.8瓢

a 14

0.[瓢
気

15

0.1瑞

86

0.3瓢

0 86

0.3瓢

長 野 0 0 371
4.0%

zs
o.a%

397

1.6瓢

0 397
1.5%

岐 阜 21
0.7Z

16
1.5%

54

0.6瓢

59

0.5瓢

IGO
O.6%

3

0.5瓢

163

0.6瓢

静 岡 41
1.3%

0
'13

0.2鑑

33

0,3瓢

97
0.4%

0 97
0.a%

愛 知 8

0.3毘

15
0.9%

351

3.8鑑

3G

O.3瓢

410

1,6瓢

0 910

1.6瓢

三 重 s

O,2瓢

20

1.2晃

its

1.3毘

20
0.2%

164
0.7%

0 置64

0.6光

滋 賀 z2

0.7瓢

25

1.5瓢

301

3.2瓢

22
0.2%

370

1.5鑑

3

0.5瓢

373

1.5瓢

京 都 3

0.1瓢

0 is

O,2鑑

13

0.1髭

32

0.1驚

a 32
0.ix

大 阪 i

O.0瓢

a z

O.0瓢

107

LO%

110

0.4%

31

5,5瓢

141
0.5%
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1

兵 庫 13

0.4鬼

a '10

0,2毘

'15

0.2毘

58

0.2瑞

5

0.9鑑

63
0.z%

奈 良 0 0 i

O.0鑑

8

0.1毘

9

0,眺

a 9

0.眺

和 歌 山 379

且2.2毘

15

0.9瓢

1.50

1.6鑑

475
A.3%

1,019
4.1%

1

0.2晃

1,020

4.0瓢

鳥 取 34

1.1覧

i

O.1髭

84

0.9%

20

0.z%
139
0.s%

a 139

0.5%

島 根 17

0.5瓢

a 13

0.跳

51
0.5%

81

0.3瓢

0 81
0.3%

岡llI 61
2.0%

58
3.4%

612

6.6瓢

56

0.5駕

787

3,1駕

139

24.7%

926

3,6毘

広 島 481

15.5髭

306

18.0瓢

1,382

M.8瑞

1,409

12.8覧

3,573

14,2鑑

ion

l7.9覧

3,674

14.3瓢

ln口 319

10.3鑑

0 886

9.5鑑

274

2.5瓢

1,479
5.9%

2

0.4鑑

1,481

5.8瓢

徳 島 i
o.o%

0 8

0.1毘

z
o.o%

ii

o.o

0 11

0.o

香 川 z

O.且 器

0 13

0.1鑑

25

0,2艶

40

0.z%

0 no

O.2瓢

愛 媛 5

0.2毘

0 43

0.5毘

195
1.3%

193

0.8鑑

4

0,7鑑

197

0,8瓢

高 知 0 0 72

0.8瓢

z

O.0斑

74

0,3鬼

0 79

0.3瓢

福 岡 G51

21.0器

50

2.9毘

Ggfl

6.9鑑

624

5.7瓢

1,973

7.8鑑

35
s.z%

'1
,008

7.8瑞

佐 賀 45

L5毘

7

0.4器

20a

2.2瑞

81

0.7瓢

335

1.3鑑

19
3.9%

354

1.4瓢

長 崎 0 124

7.3艶

250

2.7瓢

199

1.8器

573

2.3覧

158
28.1%

731
2.8Ro

熊 本 977

15.4男

ao

l.8鑑

778
8.3%

1,056

9.6鬼

2,3引

9.3瓢

36
6.4%

2,377

9.2%

大 分 21

0,7光

z

O.1鬼

け7

[.9器

73
0.7%

273
1.1%

3

0,5瓢

276
i.i%

宮 崎 0 0 0
'13

0,2鬼

23

0.1覧

a 23
0.1%

鹿 児.島 70

2,3瑞

82

4,8毘

353

3.8瓢

153

1.4器

658
z.s%

0 658

2.6瓢

沖 縄 uz

3.6毘

238

M,0晃

726

7.8男

5,089
46.2%

6,160

24.5瓢

0 6,160
24.0%

.償 複
0 7

0.4髭

0 0 7
0.0%

0 7

0,0覧

小 計 3,100 i,poi 9,339 10,998 25,138 563
`L5

,701

記 械 な し 8

0.3鑑

a a 1
0.0%

9

0,0光

0 9

0.0鑑

合 計 3,108 t,poi 9,339 10,999 25,147 563 25,710

下線部は最大値
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n.移 民取扱会社(保 証人又は移民取扱人氏名若会 社,保 証人又ハ移民取扱人ノ氏各若クハ社名)

移 民 取 扱 会 社 経 山 肖由渡航
明治36年 明治40年 大正2年 昭和元年 合 計 明治34年 総 合 計

～38年 ～45年 ～10年 ～14年 ～44年

海外興業株 3,958人 10,999人 M,957人

式会社 92.A% 100.0瓢 59.5%一

海外渡航株 703人 703

式会社 22.7駕 2.8%

関西移民合 4L 91

名会社 L3瓢 0,2覧

皇国殖民株 ass 1B6

式会社 5.4晃 0.7%

煙生移民株 14 19

式会社 0.5鬼 0,1鑑

神戸渡航合 115 125

資会社 4.眺 0.5髭

小 見 正 孝 t3 13

0.4晃 o.iz

(合資会社) 168 168

三 丸 商 会 5.9% 0.7毘

山陽移伐合 22 22

資会社 0.7瓢 0.1光

大陸硝 民 1'18 1'18

(合資)会 社 41瓢 0.5晃

田 中 兼 松 1 i

o.o% 0.0%

田 中 菊 松 9 9

0.3光 o.o%

中国移民合 63 63

資 会社 2.眺 0,3器

帝国殖民合 917 717

資会社 23.1瓢 2.9毘一

東京移民合 iii 141

資会社 4.5男 0.6瓢

東洋移民合 1,674人 9,466 6,MO

資会社 98.4瓢 47.8晃 24.4瑞一 一

南米植民株 659 659

式会社 7.1毘 2.6鬼

日本殖民株 1 isa 189

式会社 0.0% 2.0% 0.8髭

広島移民合 55 55

名会社 L8毘 0.2%

防長移民合 296 27 323

資会社 9.5% L6銘 1.3%

光 永久太 ti 11

0.9% 0.0錫

森岡鹸 査順 42 68 110

酬服漱頷会社 1.4瓢 0.7% 0.4鑑

森 島寿雄 368 368

(鶴 移賭 会) ll.9器 1.5毘

1誌灘 』1、 1、 翫 i

134



三嫡 会または鯛殖

民または捌 真

3

0.1毘

s
o.o%

片

重 複 5

0.2毘

5
0.o%

小 計 3,101 1,701 9,339 10,999
'15

,140

記 載 な し 7

0.2駕

a 0 0 7

0.0鑑

合 計 3,108 i,poi 9,339 io,sss
'15

,197

下線 部は 最大 値

o.渡 航H的(渡 航 ノll的,労 働 ノ種 類)

移 民 取 扱 会 社 経 山 自由渡航
明治36年 明治40年 大正2年 昭和元年 合 計 明治34年 総 合 計

～38勾 三 ～45年 ～10年 ～14年
1一 ・4年

移 民
1・ 人

3入

1.0髭 0.眺

出 稼 2 z

0.7晃 0.0瓢

労 働 B4人 2人 136人 1 137

4.8晃 0.1瓢 0,5踏 0.3晃 0.5妬

道 路1二 夫 5fl 5R 58

2.儒 0.1%
i

0,2光

道 路.1=事 113 113 113

4.0毘 0.5髭 0,4晃

工 夫 is 12 12

0.4駕 0.0覧 o.o%

一L木 事 業 Los 909 909

土 木]二 事 M.6% L6鬼 1.6瓢

上 工 710 Rio 710

25.3% 2.9毘 2.8艶一

建 築 85 85 85

3.0% o.s% 0.3垢

建 築 出 稼 1 1
0.3鑑 o.o%

大 工 355 3Ei8 66人 29人 RO8 44 SJZ

12.7% 20.9毘 0.7光 0.3垢 3,190 15.0鑑 3.4%
一

大.1二 出 稼 5 5
1、7光 0.眺

人工再渡航 i 1

0.3%
レ

0.0髭

木 型 職 i1 i

lo・3罵
0.0%

、

石.1二 15 15 豊 1G

0.5% 0.既 0.3瓢 0.1%

石工手伝職 1 1 1

0.眺 0.0瓢 0.眺
一

石 工 出 稼
i.o

3

1・ ・光
o.o%

一

左 官 z 2 量 3

0.1光 o.o% 0.3% 0,0毘
、

左 官 出 稼 3 3

1.0鬼 0.0駕
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左 官 及
ブ リツキ職

i

O.3垢

且

0.0毘

ユ{職 3

0.i%

3

0,0毘

3
0.o%

煉 瓦 職 4

0.1瓢

4

0.0器

4
0.o%

桶屋(桶 業) z

ai%

2

0,0器

z

O.眺

鉱 業 2
0.o%

z

O.0瓢

z
O.0%

炭 磯 工 夫 12

0,4毘

tz

O.眺

12
0.o%

荷 役 人 夫 57
2.0%

57

0.2鑑

57

0.2毘

鉄 道 丁 夫 ll

L2瓢

zi
O.1%

zi

O.1鑑

職 工 9

α3%

s
o.o%

9

0.0瑞

工 業 61
?.2%

is

l」 瓢

79
0.3%

s
2.7%

87
0.3%

鍛 冶 屋 (9

0.7毘

i

O.隅

3

0.0鑑

'13

0.1鑑

8
`1.7%

31

0.瑞

機 関 職 工 1

0.3瓢

1
0.o%

機 械 職 z

O,7毘

z

O.0覧

電鑛金職 工 1
0.3%

1
0.0%

旋 盤 職 工 1

0.3毘

艮

0,0瓢

印 刷 職 i

O.3瓢

i

O.眺

ブ リ ツ キ

索 麺 製 造

i
O.3%

i

O.0瓢

素麺製造 1
0,396

豆

0,眺

素 麺 製 造
手 伝

1

0.3瓢

i
o.o%

硝.子 職ll: 13

0.5男

13

0.1瑞

13

0.1鑑

指 物 職 z
a.i%

z
O.0%

z

O.眺

紺 屋 職 i

O.0男

1

0.眺

1

0.0毘

洗 濯 z
O.1%

z

O.0器

z

O.0髭

(西洋)洗濯 1

0.3毘

丑

0.0鑑

理 髪 業 5

0.眺

5

0.0垢

9

L4瓢

9

0.眺

菓 子 製 造 i
O.0%

i

O.眺

2

0.0髭

1

10.3%

3

0.0%
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菓.「r商 1
0.3%

1

0.眺

化 立 職 z

O.7%

z

O.0瓢

裁 縫 6
2.0%

s
o.o%

コ ッ ク

(料 理 人)

z

O.7彫

2

0.0髭

料 理 業 5

L7瓢

5

0.0毘

賄 長 1

0.3瑞

1

0.眺

給 仕 匡

0.3髭

I
o.o%

店 員 2
0.o%

z

O.0瓢

i
O.3%

3

0.0瓢

被 雇 人 z
O.7%

z

O,眺

ボーイ被雇 1

0.3鑑

i
o.o%

外国人小使 艮

0.3%

1

0.眺

保 母 1

0.3毘

1

0.0瓢

下 女 量

0.3鑑

1
0,096

農 業 386

13.8毘

i,iii

65.1瑞一
8,918

95」 瓢一
10,425

94.3器一
20,841

83.7%一
8

2.7覧

20,849

82,7瓢一

農 業lil稼 11
3.8%

ll

O.眺

煙 草(働 刻 i
O,396

1

0.0覧

耕 作 20
0.7%

20

0.i鑑

zo

O.1瓢

囲 墾 137

4.9瓢.

137

0.6鑑

137

0.5覧

小 作 移 民 星

0.0毘

1

0.0男

1
0.0%

木 挽 31

L1瑞

173

10.1瓢

337
3.6X

541

2.2髭

4

L4瓢

595
2.2%

樵 夫 i
O.3%

i

O.0瓢

杣 臓 3

0.1毘

is
O.9%

14

0.1毘

33

0.】%

33

0」 鑑

漁 業 13

0.5男

347
3.1%

360
L4%

96

15.7瓢

Los

l.6瓢

漁業 出稼 52

17.7鑑

52
0.2%

漁業再渡航 2

0.7瓢

z

O.0瓢

遠洋 漁業 1

0.3鑑

1

0.0瓢
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潜 水 人 夫 z

O.7瓢

2

0.0器

潜水業会計 i

O.3器

1

0.眺

家 業 手 伝
(補 助)

3

LO毘

s

O.眺

家 事 予 伝
(補 助)

2

0、7考

z
o.o%

看 病 i

O.3毘

1

0.眺

夫 と 同 行 3

0.眺

3

0,0瓢

s

2.7瓢

11

0.0冤

炊事洗濯 ・
夫 と 同 行

重

0.3瑞

i

O.0垢

内縁の夫と
同行

1

0.3鑑

1

0.0瓢

夫 の 呼 寄
(夫の許へ)

z

O.0駕

z

o.ox
9

L4駕

s

α0%

父 の 呼 寄 z

O.7器

z

o.o%

父母と同行 3
0.oz

13

0.1髭

16

0.豆 瓢

1
0.3%

17

0.1瓢

母 と 同 行 i

O.0瓢

13

0」 瓢

正4

0.1鑑

5

L7毘

19

0.1覧

子 の 許 へ 1

0.3瑞

1

0.眺

再渡航同伴 50

0.5光

50

0.2器

50

0.z%

そ の 他 の
携 帯 児

1
0.0%

8

0.5髭

9

0.0鬼

157

L4毘

ｻ0
0.7%

豆0

3.4鑑

180

0.7器

無 職 1

0.o%

i

O.0覧

1

0.0髭

判 読 不 明 i

O.3瑞

1

0.0髭

重 複 130
46%

0 0 0 130
0.5%

1

0.3鑑

131

0.5光

小 計 2,801 L,709 9,397 11,050 24,907 293 zs,zoa

記 載 な し 308

9、9光

0 0 174

[.眺

982
6.9%

'189

49.2晃

ass

3.眺

合 計 3,109 1,709 9,347 11,22A 25,389 577 25,966

下線部は最大値

p.渡 航地(旅 行地名,行 先地)

明 治36年
～38年

移 民 取 扱 会 社 経 曲
明治40年

～45年
大 正2年

～10年
昭和元年
～M年

合 計
自由渡航
明治34年

～44年
総 合 計

フィ リピ ン 1,980人

63,7瓢

355人

20.9鑑

1,350人

14.5毘

592入

5.4晃

4,277人

17,0髭

231人

41.0瓢

4,508人

/7.5%

呂 宋 島 z

O.4覧

z
O.0%

マ ニ ラ 1,096

35.3髭

27

1.6瓢

49

0.5晃

3,!72

28.8覧

9,394

17.3鑑

329

58.4鑑

4,673
18.'1%
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一

マニ ラ市 カド

ワラダーギカ ン会社

28
LG%

2A

O,1毘

zs

O.璃

マニラ市テ
イ ラー工場

ll
O.6%

u

O,眺

1]

0.0毘

一

キ ア ツ ボ
メントザー

i
o.2%

1

0.0毘

ミ ン ド ロ 450
26.5%

450

1.8鑑

卜 450

L8覧

ミ ン ド ロ

マ ンガ リン

71
9.2%

6
0.i%

77

0.3罵

77

0.3鑑

比律 賓 ・ミン

ドロ島マン溺 ン

i

O.1瓢

呈

0.0%

i
o.o%

r

ミン ドロ島
サ ン ホ セ

245

14.4瑞

455

4.9鑑

700

2,8瓢

goo
`1
.7X

バ ギ ヲ 146

8.6毘

146

0.6覧

]46

0.6瓢

タル ラック
パンパンガ

19
L幌

19

α1%

19

σ.1男

呂宋島カラ
ムバ

389

4α

389

1.5髭

384
1.5%

セ ブ 62

0.6瓢

62

0.2毘

62
0.2%

パ ナ イ zi

L2瓢

21

0」 髭

2i

Oj盟

1ミンダナ絡1

バ ガ ー ン

29

!.4瑞

'14

0,1毘

24

0」 瓢

ミンダナ オ

島リマオ ン

79

4.6%
173
1.9%

'151

].0%

'152

1.0%

ミンダナオ
島ルマラオ

64

3.8罵

5

0.1瓢

69
0.3%

69

0.3器

サ ンボアン
ガ

2
0.o%

z

O.0器

z
o.o%

ダ バ オ 160

9.4晃

4,366

46.7罵

7,167
65.2%

lL687
46.5%

1L687

45.5瓢

ダバオ赤 嶺 4

0.0鬼

4

0,0器

9

αo完

太 田 興 業 1,335

M.3瑞

1,335

5.3光

1,335

5.2毘

日比イ ンダ
ス トリアル

4
0.o%

4

0.0鑑 「 9

0.0瓢

ライジング
サ ン

7

0.1瑞

7

0.眺

7
0.o%

チ エ プ ラ ン

テ ー シ ヨ ン

3
0.0%

3

0.0毘

3

0.0光

望月林業地 13
0.2%

23

0.1鑑

23

0.1鑑

ギアンガ会

祉

39

0.4毘

39

0,2鶉

39

0.2垢

南比ブラント シ
ョン(南臨 ㈲

ioa

1.2鑑

]08

0.4男

ios

O.4髭

松 岡 興 業 68

0.7毘

68
0.:i%

68
0.3%
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1

比律賓拓殖 38

0.4瓢

38

0.2瑞

38
0.1%

南部林業地
(南部耕地〉

34

0.4鑑

34

0.1覧

34
0.i%

バ シラン興

業

19

0.1瑞

14

0.1鬼

14

0.1瓢

ラ ミタ ン興

業(バシラ渇〕

14

0.1瑞

19
0.i%

M

O.1彫

ポ リ ー ヨ
木 材 会 社

7

0.1光

7

0.眺

7
0.o%

南 洋 開 拓
(南洋拓殖)

za

O.3冗

28

0.1瑞

28
0.i%

オ リエ ンタ
ルブランテーション

7

0」 鑑

7

0.0瓢

7

0.0瓢

サ ンボアン
ガ殖産

14

0.1瓢

is

O.1%

且4

0.1器

ビ ア オ 38

0.4斑

38

0.2瓢

38

0.1瓢

古 川 拓 殖 505

5.4毘

505
2.0%

505

2.0鑑

コ ランプ ガ

ン(ミンダナ椙)

72

0.8瓢

72

0.3鑑

72
0.3%

木原 木材 7

0.1器

7

0,0鑑

7

0,0光

パ ラ ワ ン 12

0.1男

i2

0.眺

t2

0.眺

ピソ農牧会

社

111

1.2器

111

0.4瓢

川

0.4%

バ ヤ バ ス z

O.0毘

z

O.眺

2
0.oz

シ プ ヤ ン 9

0.1髭

9

0.0瓢

9

0.0瓢

シプヤ ン島

グローブ翻 会社

27

0.3瓢

27

0.1瓢

27

0」 瓢

ア ボル ラ ン

(ノ1ラワン鋤

9

0.1瓢

9

0.o%

9

0.0瓢

パ ラワン島
バ ンカラン

15

0.2瓢

15

0.1器

15

0.1瓢

ボ リ ナ オ z

O.0瓢

2

0.o%

z

O,眺

タ ヤ パ ス z

O.0瓢

2
0.o%

2

0,0瓢

日 比 会 祉 且

0.0瓢

1

0,眺

i

O.0瓢

アグリカル
チュアル

t
O.0%

i
o.oz

1

0.眺

重 複 32
LO%

0 1
0.0%

a 33

0」 錫

0 33
0.1%

合 計 3,108 1,701 9,339 10,999 15,197 563 25,710

一ド線部は最大値
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q.契 約期 限(就 業 期限,在 留 期 限)
一. 噛9曽.9.一 」".

移
明 治36年

～38年
明 治40年

～45年

民 取 扱 会 社 経 山
人 正2年

～10年
昭和元年

～M年
合 計

白由渡航
明治34年

～44年
総 合 計

1年 間 2人

0.1瓢

142人

12.6瓢

13人

0.2毘

157人

1.4%

1.5年 間 93

8.3晃

io

O,1毘

io3
i.o%

一

2年 間 G3

3.3瓢

'130

20,5光

1,064

13.7鑑

1,357

12.5晃

一

3年 間 1,85A

96.6瑞

108

9,6瓢

6,693

85.9駕

8,655

79.9髭

一

5年 間 1 1
一

不 定 550

49.0鬼

6

0.1毘

556

5.1瓢
一

な し z

O.0瓢

2

0.0鑑 「
小 計 1,919 1,123 7,790 a 10,832 iI 10,833

記 載 な し 1,189
38.3%

578

34,0晃

1,549

16.6毘

10,999

100.0鑑

14,315

56.9瓢

562

99.8光

14,877

57.9瓢

合 計 3,fO8 L,701 9,339 10,999 15,147 563 15,710

一ド線 部は最 大 値

r.り1冒}1瑚{1…

フ ィ リ ピン行 き渡 航 者調 査1(移 民取 扱会 社 経 由,明 治36～38年)参 照

s.死 亡年

フ ィ リ ピン行 き渡航 者 調 査1(移 民取 扱会 社経 由,明 治36～38年)参 照

t.呼 寄 ・再 渡航

フ ィ リピ ン行 き渡 航者 調 査V(移 民取 扱会 社 経 由,大 正15/昭 和 元 ～14年)参 照
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